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　一章　恐怖の家庭訪問





「先生、調子はどうですか？」

　背後から、鈴を転がすような女の子の声がした。

　放課後の文芸部室である――机の前に座り小説執筆に励んでいたぼくは、聞き慣れない声に驚いて振り向いた。

　そこには栗くり色いろの髪の華きや奢しやな少女が、コンビニのビニール袋を片手に立っていた。

　小さな身体からだに白衣を着ている彼女は――アンパンの中の人（アン子さん）こと江え碕ざきレオナさんだ。魂を抜かれんばかりに驚いたぼくは、ぽつりと言葉をもらした。

「……なんでいるの？」

　江碕さんは天才のくせにまるでコントみたいにズッコケた。

　それからズッコケた勢いで頭を打ったらしく、両手で頭を抱えて「脳細胞がーっ！　私の貴重な脳細胞がーっ！」とのた打ち回った。

「なんでいるの、とはどういうことですか！　私がここにいるのがそんなに不思議ですか。久しぶりに文芸部室に立ち寄ってあげたのに、ずいぶんなご挨あい拶さつですね」

「いや、だって前に会ったとき『研究所に帰る』って言ってたから、てっきりアレは別れの挨あい拶さつかと思って……」

　ぼくは椅い子すから立ち上がり、彼女と向かい合った。ぼくの方が頭ひとつ分以上も大きいので、彼女は自然とちんまりとした上目づかいになる。

「研究所には帰りましたよ。この学園の地下の」

　彼女はくいっと親指を足元に向けた。ぼくは思わず「はぁ？」と顔をしかめた。

「地下？」

「私の研究所はこの学園の地下にそっくりそのまま移転しました。この学園を再建したときに。じゃないと生徒としてこの学園に通えないじゃないですか」

　ぼくは言葉を失った。だけどそういえば――この人はこの校舎を〈校舎ロボ二号〉に改造してしまっているのだ。そのついでにそれぐらいのことをしていても不思議ではない。

「そもそもアレはお礼の挨拶だって言ったじゃないですか。アレを別れの挨拶だと勘違いするなんて……まったくわけわかめの二乗ですよ」

「そっちが言ってることの方がわけわかんないよ」

　わかめの二乗ってどういうことだよ。

　ぼくは色々と納得がいかなかったが、無理やり納得することにしてため息をついた。

　彼女はこの学園にいたのか……そうと知っていれば、協力してもらいたいことは山ほどあったのに。

　今、学園は転機を迎えて大忙しだった。いわば革命直後の大混乱である。はっきり言って猫の手も借りたいほど忙しい。そういえばアンパンの退学手続きをしたって話は一度も聞いたことがなかったな。うかつだった……。

「で、何しに来たの？」

　ぼくがたずねると、彼女は片手のビニール袋をくいっと持ち上げて見せた。

「研究所に引きこもっていたら小腹が空すいたのでコンビニへブラックサンダーを買出しに行ったのです。ＯＬや女子大生に大人気の駄菓子、ブラックサンダー。小腹が空いたときはやっぱりコレだね。税込み価格なんと三十二円。美味しさ稲妻級」

「宣伝するなよ。ていうかその袋の中身全部それかよ。気持ち悪っ」

「それでバイクでかっ飛ばして帰ってきたのですが、ふと自分が忘れられているような予感がしたので、真しん太た郎ろう先生のところに寄ってみたわけです。案の定でしたね。ひどいっ」

「忘れたも何も、もういないものかと思っ……ぶべ！」

「黒雷撃ブラツクサンダーアタツク！」

　セリフの途中でぼくはブラックサンダー袋で顔面を殴打された。

「……それと、先生に伝えたいことがあって来ました」

　彼女は不意に真剣な顔つきになった。

　ぼくもヒリヒリする顔面を撫なで擦さすりつつ「伝えたいこと？」と真剣に聞き返した。

「天才っぽい掛け声を考えたのです。『ミトコンドリャーっ！』」

「……え？」

「『ミトコンドリャーっ！』」

「え？　何？」

「……意味がわかりませんか？　まぁ先生は『パラサイト・イヴ』が流行した世代じゃないから仕方ないかもしれませんが……」

「いや……意味はわかるけど……」

「せっかく面白いギャグを考えたのに、伝える相手が先生しか思いつかなかったのです。いや、実は権ごん田だ原わら凛りん子このメールアドレスを知っていたので『ミトコンドリャーっ！』と送ったのですが『え!?　何ですか!?　わかんないです……』という返信が来て私は絶望したのです」

「前フリも無しでそんなメールが来たら困惑して当然だよ！」

　むしろ凛りんちゃんじゃなかったら無視するよ！

　携帯を握りながらオロオロする凛ちゃんが目に浮かんだ。たぶん色々な文章を打っては消し、打っては消してその泣き顔の返信に落ち着いたに違いない。ヤクザ口調を忘れて素になってしまうほどテンパったのだろう。

　あの人携帯で文字打つのすごい遅いんだぞ。かわいそうに……。

「何よりも私を絶望させたのは彼女が敬語だったことでした。超よそよそしい」

「おまえも敬語じゃんか」

「これはキャラ作りだから別です。彼女は私のことをそういう風に見ていたんですね……」

　彼女はにやりと笑った。

「私は友達が少ない」

「別に普通のセリフなんだけど一見してパロディに聞こえるようなことを言うな！」

　彼女はツッコミを入れられて、嬉うれしそうな顔をした。

「どうしましょう。白衣を着た天才ってキャラ被ってますよね……」

「どうもしなくていいよ！　そういう気遣いはかえって後ろめたいから！」

「私のことリカちゃんって呼んでもいいですよ」

「言うほど似てないってば！　自意識過剰だよ！」

「ところで真しん太た郎ろう先生は理科ちゃんと勉強してますか？」

「してるけど」

「え～、理科ちゃんといっしょに勉強してるの～!?　すっげ～！」

「いいかげんにしろ！」

　ぼくは肉体的なツッコミを入れた。

　江え碕ざきさんの頭は天才のくせに、叩たたくとスカンっとカラッポな音がした。彼女は両手で頭を抱えて「脳細胞がーっ！　私の脳細胞がーっ！」とのた打ち回った。

　人の脳細胞は破壊されると再生能力を持たない。その蓄ちく積せきの結果がボクサーが陥るようなパンチドランカーである。よい子のみんなは脳みそを大事にしよう。

　要するに何となく人恋しくなってぼくのところに来たらしい。

　本当に友達がいないんだな……。

　ちらりと腕時計を見た。４時ちょうど。……こんな馬ば鹿か会話をいつまでも続けるわけにはいかない。

「……そろそろ時間だな」

「時間？　時間とは何ですか？」

　むくりと起き上がって、彼女は首を傾げた。

「そろそろ凛りんちゃんが職員会議から解放される時間ってこと。そういうわけで江え碕ざきさんとの会話はこれで打ち止めってことで」

　ガーン！　と衝撃を受けた風に彼女はのけぞった。

「そんな！　権ごん田だ原わら凛りん子ことはいつでも会えるのですから私を優先すべきですよ！」

「放課後に約束をしてるんだよ」

「約束とは？」

「えーっと。これから凛ちゃんの実家に行ってご両親に挨あい拶さつしてくる」

　ブッと彼女は驚きのあまり鼻息を噴き出した。ちょっと鼻水が出そうになっていた。

「ご、ご両親に挨拶ですって!?　二人はもうそこまでの関係だったのですか!?」

「いや、別に挨拶するだけだけど……」

「ゆ、ゆい……ゆ、ゆいのう!?　結納ですか!?」

　ゆいのう？　……何を言ってるんだろう、この天才。

「まぁ、そういうわけでそろそろ凛ちゃんがここにやってくると思うから。帰った帰った」

　ぼくは片手でしっしっとやった。そもそもぼくは江碕さんがちょっと苦手である。

　何考えてるのかよくわからないんだよなあ。

「む……この天才をないがしろにすると、後悔することになりますよ」

　言っているそばから、廊下の方から凛ちゃんの軽快な足音が聞こえてきた。

　ぼくほどのエリートになると、足音だけでも凛ちゃんとわかるのだ。

　彼女が勢い良く部室に飛び込んできた。

「やっと解放されたぜシンくんーっ！　……ってあれ!?　アン子さん!?」

　部室に飛び込んできた彼女は、江碕さんの存在に目を丸くした。

　江碕さんはなぜか剣けん呑のんな目つきで凛ちゃんをにらみつけた。

「私はアン子ではありません。……ウン子です」

「ええ!?　う、うん……ぅん……子、さん……？」

　とつぜん妙なことを言われて、凛ちゃんは顔を真まっ赤かにしてうつむいた。

「ウン子です。何を恥ずかしがっているのですか。人のあだ名を恥ずかしがるなんて失礼ではないですか。はっきり言ってください。さあどうぞ。ワンツースリー、はい」

「う、ぅ……ゥン子さん」

　凛ちゃんは涙目になってもごもごとした。

「もっと大きな声で呼んでください。ウン子ですよウンコ、ウンコ！　ウンコッ!!」

　江え碕ざきさんはガニマタのステップを踏みつつリズミカルに手拍子をしながら「ウンコ！　ウンコ！」と連呼した。ひとりウンコ祭りだった。

「う、うう……そんなこと言えねえよう！　うわーん、よくわかんねえけどごめんなさいーっ！」

「思いつきでわけのわからないことを言って凛りんちゃんを困らせるな!!」

　ぼくは全力で江碕さんの頭にツッコミを入れた。

　彼女は頭を抱えて「脳細胞がーっ！　私の脳細胞が破壊されるーっ！」とのた打ち回った。

「アレは放ほうっておいていいから、もう行こう」

　珍妙なイジメを受けて「ひっくひっく」としゃくりあげる凛ちゃんの手を引いた。

　部室を出てから振り向くと、室内に取り残された江碕さんはぼくから目を逸そらして、

「べ、別に寂しくなんてないんですからねっ！　天才は！　いつだって孤高にして孤独なんですからっ！」

　やたらとツンデレなセリフを吐いた。



　――あの毒マムシ学園を揺るがす大事件、いや大革命が起きてから数週間後のことだった。ぼくは凛ちゃんの家へと招かれた。

「お父さんがあたしの交友関係を気にしてるんだ」

　と、凛ちゃんは理由を説明した。

「でも紹介できるほどマトモな奴やつが、シンくんしかいねえ」

　それはまぁ、たしかにその通りである。

　彼女は両親に自分がヤクザの親分をやっていることを秘密にしているらしい。それはまぁ仕方ないだろう。恥ずべきことは何もないものの、ことの成り行きを説明するのはひどく難しい。誤解なく説明しようとすれば文庫本一冊分、挿絵つきでも大体２６１ページぐらいのボリュームが必要だろう。

　ぼくもヤクザとの関かかわりは家族には内緒にしている。どうせ話してもいらぬ騒動を招くだけである。

　……しかし、こういうときに男友達を紹介するというのはいかがなものだろうか。

　マトモな奴というなら、鈴すずの音ねあたりでもセーフなんじゃないかと思うのだが……。

　理由を説明するときの凛ちゃんは、ほのかに顔を赤らめていた。彼女はよくわからないことで恥ずかしがったり照れたりする。



　両親にヤクザの親分をやっていることを秘密にしている凛ちゃんは、登下校のときは制服姿だった。学園に着いてから和服に着替えるのだ。

　そんなわけで普段は見慣れない女子高生モードの凛ちゃんがぼくの手をうれしそうに引いて先導した。

「家は学校から歩いてすぐだから！」

　そう言って笑った。ぼくたちはうきうきと並んで歩いた。

　……そして、数十分の時が流れた。

　……田舎いなか道には延々と塀が続いていた。

　塀の向こうにはさぞかし立派な日本家屋や庭園が広がっているのだろう。しかし立ちはだかる塀はぼくの背丈より高く、その先を覗のぞくことはできない。

　なるほど、確かに凛りんちゃんの家は学園からそれほど遠くはなかった。

　季節は秋だが田舎道を歩き続けて汗が滲にじみはじめた。

「……入り口はまだかい？」

　ぼくの手を引いて進む凛ちゃんにそうたずねる。彼女の手の平もじんわりとしていた。なのにいつまでたっても手を離そうとしない。

　すでに五回ぐらい訊きいている質問だった。

「もうちょっと、もうちょっとだから……」

　すでに四回ぐらい聞かされた返事が返ってきた。これで五回目だ。

　……彼女の家は学園から近かったが、彼女の家の端っこから入り口までの距離は遠かった。どういうことかというと、家がバカでかいのであった。

　小さいころにも来たことがあったはずだが、当時は親が運転する車で送り迎えしてもらっていたからこんなに苦労した覚えは無い。

　まぁ、不平を言っても仕方があるまい。なにしろ彼女はこの道のりを毎日登下校しているのだ。

「……しかしどうしてまたきみの父さんは急に交友関係なんて気にしだしたんだ？　何もキッカケなくして気になるものじゃないだろう」

　彼女は少し恥ずかしそうにしてから、ぽつりと答えた。

「寝言の傾向が変わったらしい」

「寝言？」

「うん。あたしの寝言は小さいころから少女漫画風のロマンチックな寝言だったんだが……高校生になってから急にヤクザ映画風……ちょっと高たか倉くら健けんっぽい寝言に変わったらしくて、それで何か悪い友達ができたんじゃないかって心配らしい」

　なるほど。ツッコミたいところは山ほどあるけど、とりあえず……。

「……きみの父さんは娘の寝言に詳しすぎじゃない？」

「そう？　男親なんてこんなもんだと思うけど」

　そうかなぁ、これが普通かなぁ。

　テクテクと塀に沿って歩き続けながら、ぼくたちは会話を続けた。

「あたしのお父さんはあたしの寝言を携帯の着信メロディに設定してるぜ。普通だろ？　こないだ社内会議でうっかりマナーモードにし忘れてて鳴らしちゃったけど、恥ずかしいよりもむしろ誇らしかったって言ってた」

　普通じゃないな。

　ようやく塀が途絶えて、やがて巨大な鉄の門が現れた。

　彼女の手が離れた。ひんやりとした空気が手の平をなでた。

　門の左右には監視カメラが備えられていて、ぼくと凛りんちゃんが門前に立つとキュインとこちらを捕ほ捉そくした。警備がやたらと厳重である。

　門の向こうには、城みたいにバカでかい和風建築が霞かすんで見えた。

「……一応、あらかじめ確認しておきたいんだけど、凛ちゃんの実家って本物のヤクザじゃないよね？」

「そんなわけねえだろ。あたしの家は普通だよ。昔よく遊びに来てたじゃねえか」

　そうなんだけど……ヤクザについて基礎知識を得た今の目で見ると、この家、あまりにも大御所ヤクザっぽすぎて……。

「……おっと、ヤクザ言葉を改めないと。ゲフンゲフン」と、咳せき払ばらいした。

　彼女は学園では鉄火肌の女親分だが、素に戻ると普通の女の子でもある。ちょっとした二重人格なのだ。

　呼び鈴を鳴らしたわけでもないのに「ゴゴゴ」と音をたてて門が勝手に開いた。監視カメラ越しにぼくたちの姿を確認したらしい。

　門の向こうに、一人の和服少女がぽつねんと立っていた。

「お待ちしておりました、凛りん子こさんに五十嵐いがらし真しん太た郎ろう様」

　ペコリと、その少女が頭を下げる。

「ただいま、お志し津づ。シンくん、この子はうちで雇ってる家政婦のお志津ちゃん。といっても年齢は私たちと大して変わらないんだけど」

　すっとお志津さんが顔を上げたので、不ぶ躾しつけながらついその顔をマジマジ見てしまうと、確かに若いので驚いた。

「お志津でございます。お見知りおきを」と、微笑んだ。

　若いけれど、丁寧な口調が堂に入っている。いかにも有能な家政婦という感じがした。どんな命令にもテキパキと応えて、主にはけっして口答えしなさそうだ。

「ほら、早く行こう！」

　お志津さんの挙動に目を奪われていると、何な故ぜか凛ちゃんが不機嫌になってぼくの袖を引っ張った。

　紅葉に染まって色鮮やかな日本庭園である。庭園を横断する飛び石の道を彼女はずんずん進み、ぼくはそれに引っ張られ、お志津さんはしずしずとついてくる。

「わふぅ～ん」と、犬の鳴き声にしては気の抜けた声がした。

「忠ちゆう治じ！」凛ちゃんが叫ぶと、茂みの向こうからバカでかい犬が彼女の方に駆け寄ってきた。ドーン！と凛ちゃんを押し倒して、その顔をべろべろとなめ回す。

「ほわん！　ほわん！」と、やはり気の抜けたような鳴き方をする。凛ちゃんは「あはは、くすぐったいくすぐったい！」と笑った。

「飼い犬の権ごん田だ原わら忠ちゆう治じです」

　お志し津づさんが紹介してくれた。

「それは……すごい名前ですね」

　名の由来はたぶん国くに定さだ忠治だろう。有名な博ばく徒とで、任にん侠きようの先祖みたいな人である。

「ちなみに三日前まで権田原次じ郎ろ長ちようという名前でした」

「は？」

「凛りん子こさんは彼の名前を気まぐれですぐに変えてしまうのです。この犬はこの犬で頭が良いのか、むしろバカなのか、よくわかりませんが、凛子さんに呼ばれるとどんな名前でも気にせずに駆け寄って来ます」

　お志津さんは生き真面目まじめな顔を暗くした。

「……一番最初の名前は、権田原ディカプリオでした。凛子さんは飼い犬の名前を、自分がそのときハマっている芸能人の名前にコロコロ変えてしまう癖くせがあるのです。そんなわけでこの犬の名前の歴史を追うと、凛子さんの芸能人追っかけ歴がわかります。それはレオナルド・ディカプリオを皮切りにキムタク、ダニエル・ラドクリフ、越えち前ぜんリョーマ、オダギリジョーと変化していきました。ここまでは別に良かったのですが……しかし最近になって急に路線がガラっと変わって哀あい川かわ翔しよう、竹たけ内うち力りき、ビト・コルレオーネ、清し水みず次郎長、国定忠治と変化したのです。……オダギリジョーと哀川翔の間に、いったいどんな心情の変化があったのでしょう。ご主人も気になさって夜も眠れておりません……」



    

  
    
      



    

  
    
      「そ、そうなのですか。そんな歴史が……」

　つまり彼女は寝言と犬の名前の両面から、悪い友達が出来たのではないかと疑われるようになったらしい。なんてわかりやすく素直な性格をしているんだろう……。

「ほら、シンくん見て見て、忠ちゆう治じ！　かわいいでしょ！」

　凛りんちゃんがはしゃいだ声で呼ぶので、ぼくは犬の方を振り向いた。

　忠治と目が合った。

　……間近で見るとガチャピンみたいな顔をしている犬だった。

　今まで無数の名前を得てきたという彼だが、そのすべての名前が似合わないようなマヌケ顔である。無理やり褒ほめようとするならばブサカワイイとしか言いようが無い。

　横で犬を抱きながら笑っている凛ちゃんの方がかわいいという事実は日本六千万人の男たちみんなが同意してくれるだろう。

「ほわん！　ほわん！」

「なんて気の抜けた鳴き声だ……」

　ぼくの冷たいリアクションに凛ちゃんはいたくショックを受けたらしく「忠治、忠治！　もっとカッコイイ鳴き声を出して！」と忠治を揺さぶった。

「ほわ、ほわ……」

　忠治はご主人様の必死の訴えを聞いて、それに応えようとしているかのようだ。

「忠治！　もっと腹に力を込めて！　猛たけ々だけしい雄おたけびをあげて！」

「ほわ……ん、んん……」忠治の眉み間けんに皺しわが寄った。「……んん、んなーお!!」

「……!?」

「んなーお！　にゃーお!!」

　ぼくたち三人は、聞いてはいけない声を聞いてしまったような気がして、それぞれ顔を見交わした。

「「「……」」」

　それからぼくたちは、忠治（もしかしたら犬ではない謎なぞの何かなのかもしれない）をそこにそっと放置し、庭園の向こうにそびえる建物へと粛しゆく々しゆくと向かった。



「私が権ごん田だ原わら藤とう三さんだ。よろしく」

　ただっ広い屋敷の中のだだっ広い広間でぼくたちとその男は向かい合った。

　それぞれ正座をしていて、粛然とした緊張感が漂っていた。

　凛ちゃんの父さん――権田原藤三は、こめかみをぴくぴく痙けい攣れんさせながら、ギリギリと歯は軋ぎしりをしつつ、ぼくのことをただならぬ目つきで見つめている。

　というかにらんでいる。

　ちっとも「よろしく」という雰囲気を感じないのは気のせいだろうか。

　隙すきあらば殺されそうな気配を感じるのは気のせいだろうか。

「凛りんたん」彼はようやくぼくから目を離して、凛ちゃんの方を向いた。凛たん？

「私は友達を連れて来いと言ったが……男なのかね？」

仲良くなった友達がたまたま男だっただけだよ」

　凛ちゃんがしれっと答えると、藤とう三さんはびくんびくんと震えた。そして再び彼はぼくに視線を向けた――額には血管が浮かび、目が血走っていた。明らかに殺意のこもった視線である。……どうして紹介されるだけのはずなのにこんな目で見られているのだろう。

　会話が途切れてあたりが静かになると、広間の壁の向こうから獣じみた息遣いが聞こえてきた。

「……なんか隣から『ふんっふんっ』って聞こえてくるんですが、コレなんですか？」

「長男の泰たい蔵ぞうが筋トレしている声だ。入院で鈍った身体からだを鍛きたえなおして自分の手でブチ殺してやりたい奴やつがいるらしい」

　それってまさかぼくのことじゃないだろうな……。

　権ごん田だ原わら泰蔵――毒マムシ学園の無法の犠牲となり、植物人間となってしまっていた凛ちゃんのお兄さん。凛ちゃんがヤクザになったキッカケとも言える人物である。

　事件が解決すると、不思議なことに彼の病状も回復したのだが、そのあとぼくと一ひと悶もん着ちやくがあった。ぼくとしてはあまり関かかわり合いになりたくない人物だ。

　何だろう、ただ紹介されるためにやってきたのに、何な故ぜかものすごく死地に迷い込んだような気分になる……。

「ところできみ……真しん太た郎ろうくんだったかな、ちょっと凛たんの学園生活について聞かせてくれないかね」

　血走った目のまま藤三が問いかけた。

「えーっと、学園生活というと……」

「勉強のことはどうでもいい……うちの凛たんは将来お花屋さんか保母さんかお菓子職人になる予定だから。大事なのは人間関係だ。きみの他にも男友達はいるのか？」

　ぼくは言葉につまった。彼女の無数の子分たちは……男友達といえば男友達だろうか。

「えーっと、その」

「はっきり答えたまえ」

「います」

　むしろ男友達の方が多いよね。

　その瞬間、ブシュッ！と藤三の鼻から血が噴き出た。ぼくは思わず腰を浮かせるが、凛ちゃんが「いつものことだから気にしなくていいよ。高血圧なんだ」とぼくを制止した。いや、高血圧だからって普通こんなことにはならないよ!?

　藤三は全身をわなわなと震わせて、目は血走るというよりも完全に真まっ赤かになり、鼻からは絶えずドクンドクンと流血していた。……これ怒ってるんだよね？　たぶん。

「あの、そんなに怒らなくても……」

「……手始めに目の前のきみから血祭りにあげてやりた……ゲフンゲフン！　何でもない、怒ってなどおらんよ」

　彼は鼻血を流しながらニッコリと微笑んだ。

　早く帰りたいと、ぼくは切に願った。



「ごめんね、親バカで」

「いいや、そんなことないよ」

　ぼくは優しく返事した。

　あれは親バカなんて当たり前のものじゃない。もっと別の狂った何かだ。

　紹介が終わってから、ぼくは凛りんちゃんの部屋に通された。すぐに帰るのももったいないし、ちょっと話でもしていこうということになったのだ。自然な流れである。

　小さいころから遊びに来ていた部屋なので、女の子の部屋に通されたという緊張感はさほどない。むしろ懐かしさの方が大きい。

　彼女の部屋はどこも変わっていなかった。その特徴を三つ挙げるならば……

①本が多い。

②ぬいぐるみが多い。

③ヤクザグッズが多い。Ｎｅｗ！

　……いや、あらためて思い返すと昔とずいぶん変わったな……。

　部屋の右側はぬいぐるみとかが飾られてパステルカラーでファンシーな雰囲気である。

　一方で左側の壁には竹たけ内うち力りきのクソでかいポスターが貼はられており、黒塗りの棚にヤクザ系の東とう映えいＶシネマのＤＶＤがビッシリ並んでいて漢おとこ臭くさいモノクロな雰囲気である。

　左右で色がまったく違う、何だかアシュラ男だん爵しやくみたいな部屋だ。

「こういうの、女の子が観ても面白いの？」

　いまどき珍しいＶシネマを指差して凛ちゃんにたずねてみた。

「面白いぜ！　竹内力さんちょうカッコいいんだぜ!!」

　こぶしをグッと握って鼻息も荒く凛ちゃんは答えた。

「なんてったって力さん×翔しようさ……ゲフンゲフン！　何でもねえ！」

　凛ちゃんはクマさんのクッションに腰を下ろすと、ぼくにネットオークションで買ったのだという竹内力ファンクラブ会員限定デザイン座ざ布団ぶとんを渡してきた。

「力さんに尻しりを向けるといいよ」

「……何？　何を言ってるの？」

　少し嫌な気分で竹内力の顔がプリントされた座布団に腰を下ろした。

　何だろう、お尻に妙なプレッシャーを感じる……。

「よし、じゃあシンくんにＶシネマの良さをわかってもらうために、まずは『平へい成せい残ざん侠きよう伝でんシリーズ』から観てみるか」

　ずらりと並んだＤＶＤに凛ちゃんが手を伸ばす。……以下、そのシリーズのサブタイトルを抜粋。『ぶった斬ぎれ！』『外道は殺とれ！』『獅し子しが哭なく！』『血ド刀スが吼ほえる！』

　……何というかもう、タイトルだけでお腹いっぱいだ。

「じゃあ立たち原はらあゆみ先生が原作の『仁義シリーズ』にしよう。これは本当に傑作」

「全五十章!?　せ、せっかくだから二人でできることをしようよ！　ＤＶＤを観るなんてもったいないよ」

　ぼくの提案に、彼女はポンと手を叩たたいた。それから「えへへ」と頭をかきながら妙な笑い方をした。「そうだよね、せっかく二人なんだもんね、もったいないよね。えへへ。仁義シリーズは後で郵送するね」

「ごめん、ぼくの家ＤＶＤデッキ無いんだ」

「……そうだ！　シンくんとやりたいと思って用意したゲームがあるんだ！」

　ぼくの提案に対してとつぜん彼女はそんなことを言った。

　落ち着きの無いそぶりで立ち上がり、戸棚をガサゴソと漁り始める。そして取り出したものは――ツイスターゲームだった。

　ぼくはのけぞった。ツイスターゲームがどういうゲームなのかというと……ルールはどうでもいいので単刀直入にコンセプトだけを説明すると、男女が絡み合うためだけのゲームである。彼女が持っているパッケージにしても、外人の男女二人が「ＯＨ～！」とか言いながら絡み合っている。だが……。

「……そのゲーム、もう一人いないとできないよ」

「え!?　だってこの写真だと二人で……」

「本当はもう一人、ルーレットを回す役目の人が必要なんだよ。パッケージ写真には省略されてるけど」

「なん……だと……!?」

　彼女は手からゲームを取り落とした。見る見るうちに瞳ひとみに涙がたまっていく。

　そんなにやりたかったのかよ!?

　というかルールも知らないまま買ってきたのか？　このゲームをジャケ買い!?

「な、泣いてなんていねえぞ！　泣いてなんかいないからな！」

　ヤクザ言葉でジタバタした。

「いや、そんなことで泣かないでよ」

「高かったんだぞこれ……。ううう、かくなる上はお志し津づを呼んで……」

　彼女が両手をパンパンと叩こうとしたので、ぼくは慌あわてて止めた。まだよく知らない人を立会人に交えてやりたいゲームでは無かった。



　　　＊



「お志津！　お志津はおるか!?」

　藤とう三さんがパンパンと手を叩くと、お志津はシュタっと天井裏から舞い降りた。

「……ここに」

　家政婦というよりほとんど忍者みたいな動きである。

「お志し津づ、おまえに任務を与える。内容は……いや、語らずともすべて察しておろう」

「はっ。察するに……毒マムシ学園へ潜入、凛りん子こさんのオトコトモダチに関する調査をしてこいと……そういう任務ですね」

「いや、違う」

　藤とう三さんはぶんぶんと首を振った。お志津は従順な顔を不思議そうに傾げる。

「調査任務ではない……破壊任務だ。学園にいる凛りんたんのオトコトモダチ、そのことごとくすべてミナゴロシにすべし」

　とんでもないことを言うなぁと内心で呆あきれながら、しかしお志津はご主人様に逆らうことは出来ず叩こう頭とうした。

「かしこまりました。それでは明日から早速」

「うむ……ああ、そうだ。その格かつ好こうでは目立って仕方あるまい。今から駅前に行って、『コスプレショップ田た代しろ』でセーラー服を調達するといい。あそこの商品は生地が良い」

　なんでそんなこと知ってるんだ？　と内心で首を傾げつつ、お志津は、

「仰せのままに」と従順に言い、煙のように消えた。

　セーラー服を買いに行ったのである。『コスプレショップ田代』へ……。

　広間には怒りに肩を震わせる藤三だけが残った。隣室からは、鍛たん錬れんをする泰たい蔵ぞうの「ふん、ふん」という獣じみた息遣いが途絶えることなく続いている。



　彼らの企みが後に毒マムシ学園を揺るがす事件のキッカケとなることを、そのときのぼくはまだ知らない……。



　　　＊



　……その翌日の朝、ぼくは珍しく寝坊した。

　昨晩の夕食の後、文芸部の自主活動としてプロの長編小説をひたすら原稿用紙に書き写すという地味な自じ己こ鍛たん錬れんをしていたのが原因である。効果があるんだか無いんだかよくわからず、しかも終わりの見えないその修業にぼくの神経はズタボロに疲ひ弊へいした。

　その結果の二度寝である――やかましくベルを鳴らす目覚まし時計にチョップを食らわせてその息の根を止めると、再び眠り直してしまったのだ。

　うとうとしながら今日の朝ごはんはどうしようとか、今日は学校でどんなことが起こるだろうとか夢うつつに考える……実に至福なひとときだった。

　そんなまどろみの世界に、突如としてズドドドドッ！と猛牛のような足音が響いた。

　バターン、と猛烈な勢いで部屋のドアが開く音がした。

「呼ばれて飛び出てエリザベス！　今日も朝から元気に時速二百キロ！　シンちゃん、おはようのキスをお届けに参りましたっ！」

　幸せな眠りの世界に乱入し、その女は吸血鬼のように金髪をひるがえしてぼくのベッドに飛びかかった――ぼくはとっさに意識を覚かく醒せいさせた。

　しまった、あいつが来た！　もうそんな時間か!?

「うわあああああああ！　来るな！　呼んでない！」

　我ながら寸前まで眠っていたとは思えない反応速度でベッドから跳ね上がると、やおら飛びかかってくる影に両手を突き出した。

「ぶべらっ」

　ぼくの掌しよう底ていがヒットし、彼女の整った顔が歪ゆがんだ。小柄な身体からだが見事に吹っ飛んで、部屋の真ん中あたりにペチンと尻しり餅もちをつく。

　……メイド服を着た金髪の女だ。年齢はぼくより一つ年上だが、外国人のくせしてやたらと童顔なのでパッと見には中学生ぐらいに見える。

　こいつの名前は五十嵐いがらしエリザベス。ベスと呼ばれている――別にぼくと血が繋つながっているわけではない。赤の他人なのだが、何な故ぜか五十嵐の姓を名乗っている。

「父さんの若妻気取りかよ」と罵ののしってやったことがあった。しかし彼女はへらへら笑って「シンちゃんのお嫁さんでもいいですよ～」などとぬかしたため、ウザさのあまりリアルファイトに発展した（負けた）。

　我が家のメイドである。あらかじめ言っておこう――ぼくはこいつが大嫌いだ。

『誰だれかを嫌う姿が想像つかない』とまで言われるほど温厚かつ平和主義のこのぼくが、世界で唯一嫌っている人間がいるとしたら、それがコイツである。

　ものすごくウザイ存在なのである。

「い、痛いですー！　尻が、尻が割れましたーっ！」

　ぼくに弾はじき飛ばされた彼女が大声で痛みをアピールした。しかしぼくは、

「嘘うそつけ、そんな簡単に尻が割れるわけないだろ」

　普段学校でするよりはるかに温度の低いツッコミを返した。

「本当ですよっ。見てください、ほらっ」

　彼女はうれしそうに尻を向けてきたが、ぼくは完全にスルーをキメて部屋から出た。

　窓の外はまだ薄暗かった。メイドとの早起き合戦も、夜明けを越えるほどになると凄すさまじい不毛さを感じる。

　ぼくはそもそも一人前のエリートなのでメイドの世話など必要としていない。彼女からの世話は、エリートとしてのプライドにかけてすべて拒絶している。

　しかし彼女はぼくの世話をしないことには職務怠たい慢まんとして父さんから叱しかりを受けるので、必死でぼくの世話を焼こうとした。

　ここに両者の奇妙な対立が発生し、お互いに張り合うようにしてぼくたちは無む駄だに早起きになってしまったのだ。……我がことながら実に不毛極まりない。

　ぼくの部屋は三階建ての家の二階にある。朝食を用意するべく階下へ降りると、背後からズドドドドッ！と足音が迫ってきた。

「ちょ、ちょっと、どうしてせっかくのサービスシーンをスルーですか!?　そこは健全な男子として抗えない情熱を示してくれないと思春期の読者が感情移入できませんよ！」

「なんだよ読者って……」

「いつだってアニメやラノベみたいな人生を送る私たちでありたいじゃないですか！」

「ありたくないよ。外人のくせに変な文化にかぶれやがって……」

　言い捨てて、キッチンへと向かった。

　だがしかし背後から高笑いが追ってきた――優越感に満ち溢あふれた笑い声。不快感を覚えてぼくは振り向いた。彼女は高みから告げた。

「甘いですよシンちゃん。今さら階下に降りたところであなたはすでに敗北しています。今日は起こすよりも先に朝食を準備させていただきました！」

「しまった！」

　やられた！　ぼくが二度寝をしている最中にすでに勝負は決していたというのか！

　ぼくは血の気を失ってダイニングルームに飛び込んだ。

　そのテーブルの上には――ハンバーガーチェーン『マスオナルド』のお持ち帰りセットがあった。

　朝マスオ（マスオナルド朝メニューの略称）だった。

　しかも冷めきっていた。

「……おい、なんだこの手抜きは。メイドが食事の準備をマスオで済ますとか大胆すぎるだろ。あまりにも斬ざん新しんすぎるだろ……」

「フフフ。シンちゃんが起きる前に朝食を用意するとなると、あまりにも時間に余裕がない。さすがの私もそこまで早起きはしたくない。そこで二十四時間営業のマスオに駆け込むこの機転！　凄すごいでしょう、まさに理想のメイド」

「凄さの方向性が根本的におかしい……メイドとして……」

「あと、個人的にマスオグリドルを食べてみたいという興味もありました。私は店内で食べましたけどアレ肉なのに甘いんですよ!?　ビックリしました！」

「しかも自分の分は温かいうちに食べてる!?　冷めてるマスオってこの世でもっとも不味い料理のひとつじゃないか！」

「レンジでチンして召し上がれ」

「最低だこのメイド！」

　ぼくは絶望のあまりに両手で顔を覆った。ベスは「世話してやったぜ！」とキレの良い動作でガッツポーズをする。

　……いや、待てよ。絶望から一筋の希望が閃ひらめいた。そう、ぼくはこういう咄とつ嗟さの閃き、機転、そしてツッコミでいくつもの修羅場を乗り越えてきた男だ。

　この場にある朝マスオは一人分。しかしベスがメイドとして準備しなければならない料理は、二人分である。そう、父さんの分だ。むしろそっちの方が重要と言える。

「メイドが無能で朝食が一人前しか用意されていないから、それを父さんに譲って、ぼくは自分で料理をしなくてはならない羽目になったわけだ」

「へ？　……いや、ご主人様の分は、これから作る予定ですけど」

　ちなみに彼女が言うご主人様とはぼくのことではなく父さんのことである。

　確かにぼくが早起きな分だけ、父さんの食事の時間とはタイムラグがある。だから今からそれを作っても十分間に合うだろう。しかし……。

「いや、無理しなくていいよ。だって、ぼくはどうせ弁当を作らなきゃいけないんだから！　朝食といっしょに弁当を作っても手間は大して変わらないからね！　だから朝マスオは父さんに譲ることにするよ。ベスはゆっくり休んでいてくれ！」

「しまった！　弁当のこと忘れてました！　弁当の分もマスオ買っておけばよかった！」

　つくづく最低だな、このメイド。学校だとレンジでチンさえ出来ないじゃないか。

　おまけに朝マスオを昼に食えだなんて、赤いピエロへの挑戦状か？

　あいつそうとう怖いぞ？　敵に回したくないイメージキャラクターぶっちぎり一位だ。

　しかしこいつがメイドとして最低だからこそ、ぼくも躊ちゆう躇ちよしないですむ。

「父さんが冷めた朝マスオを気に入るかどうかはわからないけどね！　叱しかられないといいね！　それじゃあぼくは急いで自分の分を作らないと！」

　――勝った。ふふふ、今日もぼくの勝利だ。辛勝だったけれど……。

　彼女の悲鳴を背中に受けつつ、ぼくは意気揚々としてキッチンに向かう。そうだ、今日はとびきり豪華な弁当を作って凛りんちゃんといっしょに食べよう。

　こうした日常の激しい戦いからぼくの完かん璧ぺき性は磨かれているのである。



　中学生の頃ころに母さんが死んだ。

　それで父さんはエリザベスという胡う散さん臭い若いメイドを雇った。金髪碧へき眼がんのベスは見ての通り外国人だが、商社社長である父さんが中ちゆう東とうあたりに出張して怪しい取引をした際、ついでに拾ってきたらしい。

　もともと彼女はメイドを生業なりわいにしていたわけではなかったらしいが、ぼくと大して年齢が違わないくせしてあらゆる家事をこなせたので、ちょうど妻に先立たれた父さんはこれ幸いとメイドとして雇ったのである。

　若いメイドが家にいるなどと言うと、同世代の男子は決まって「ふぬおおおおっ！　メイドさん萌もええんっ！」と奇声を張り上げて転がるが、ぼくからすればメイドなどそんなに良いものではない。

　ベスは母親代わりのメイドである。

　実際に想像してみてもらいたいが、母親が死んだ直後に母親代わりだという若いメイドを紹介されて、その世話を素直に受け入れられる中学生がいるだろうか？――少なくとも、「ふぬおおおっ！　メイドさん萌ええんっ！」とはならないと思う。

　その少年のプライドが高く、そして母親への愛情が深いほど、抵抗は大きくなるだろう。

　ぼくはパーフェクトなエリートなので、勉強が出来るだけでなく家事も完璧にこなせる。

　東大を目指していたのは凛りんちゃんとの約束があったからだが、家事まで完かん璧ぺきなエリートを目指したのは、赤の他人のくせに母親ヅラしようとするあいつの世話を甘んじて受けたくなかったからだ。ぼくが頑張れば頑張るほど、彼女は家に居場所が無くなるはずだった。

　ぼくがメイドの世話を忌き避ひして、家事を自分ですればするほど、あのメイドは父さんから職務怠たい慢まんとして見られ、叱しかられることになった。

　だから彼女は必死でぼくの世話を焼こうとし、ぼくはそれから逃げ回った。

　それは互いのプライドを賭かけた闘争の歴史だった。

　彼女に起こされないがために、ぼくはニワトリよりも早起きした。

　彼女に料理をさせないがために、ぼくはキッチンを占領して自ら弁当を作った。

　彼女にパンツを洗わせないがために、ぼくは自ら汚れた服をまとめて洗濯した。

　彼女に『かのこん　真夏の大謝肉祭』というちょっとエッチなアニメＤＶＤを購入していることがバレないように、ぼくは自ら部屋を掃除した。

　このようにしてぼくは自然とパーフェクトなエリートとして洗練されていったのである。

　ヤンキーも大変だろうが、エリートにだって過去はある。

　母さんに早そう逝せいされたぼくは、一足先に大人にならなければならなかった。ベスを母親代わりの存在と認めないためにそうならざるを得なかった。

　母さんがそれを望んでいたかどうかは、知らないけれど。



　自分で作った朝食を食べ終えると、ぼくは小鳥のさえずりを耳に楽しみながら、ゆっくりとモーニングコーヒーを楽しんだ。もちろん男は黙ってブラックである。そんなエレガントなぼくの横で、ジメジメと泣く女がいる。

「反抗期のシンちゃんに好かれるようなメイドになるためには……ドジっ子メイドもツンデレメイドももう古いですよね。前者はリアルではウザイし、後者は普通にシカトされて終わりそう……ううう、どうすればいいんでしょう？」

「呼吸するのを止めればいいんじゃないかな」

　舌がひん曲がりそうなほど苦いコーヒーを啜すすりながら、辛らつに言ってやった。学園では見せることのないブラックな一面が全開なのだった。誰だれが反抗期だよ。こんなにブラックコーヒーが似合う成熟したヤングアダルトに向かって……。

「せめて朝食ぐらいは作ってさしあげられる立場にならなければ……は！　そうだ！」

　彼女は頭上にピコーンと電球を輝かせた。

「ちょっと裸エプロン買ってきます」

「おまえの頭の中に何が閃ひらめいた!?」

　間のつながりが全然わからない！

「フジヤマ、ゲイシャ、スシテンプーラ……そして裸エプロン、抱き枕まくら、痛車。まさに日本文化の極み。まじ未来いってますよね」

「日本はそこまでとてつもない国じゃないよ!?」

　思わずコーヒーを取り落としそうになった。

　ベスは名前と金髪碧へき眼がんからわかるとおり外国人だが日本語が堪能である。しかしそれはもはや日本語というよりアキバ語と称した方がいいのかもしれなかった。こいつはアニメと漫画で日本語を学習しやがったのだ。

「提案をまとめると、助手席に抱き枕まくらを乗せて痛車を乗り回す裸エプロンメイド……最強ですね。超萌もえる。これなら好かれる」

　こいつの発想おかしい。

　彼女はぐっと握り拳こぶしをつくる。絶対好きにならないよ。通報するよ……。

「痛車でどこに向かうんだ、そのメイドは……？」

「ゲイシャをパーティーに加えてフジヤマへ……スシテンプーラを退治に」

　もうやだこの国。

「そんな小こ粋いきな冗談はともかくですね……ともかく、ちゃんとシンちゃんの世話をさせていただかないと、私の立場が不味いわけですよ」

　冗談だったのかよ。……絶対ぼくの反応を見てから冗談ってことにしただろ。

「ふん、叱しかられるのはぼくのせいじゃなくて、おまえの自業自得だろ」

「その認識は足りていませんよ、シンちゃん。ぬるいです。ぬるすぎです。私がされているのは叱られるなんて低次元なことではありません。……お仕置きです。想像してみてくださいよ！　うら若き美少女メイドが筋張った中年男にお仕置きをされている図を！　それはシンちゃんが素直にならないせいなんですよ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　自分のことを美少女メイドとか言いつつ人の父親（しかもご主人様）を筋張った中年男呼ばわりするのもどうかと思うが、それはともかくとしてぼくは思わず想像してしまった。美少女メイド……中年男……お仕置き……！

　一輪の花がはらりと散った。

　なんということだろう、今にも十八禁指定されてしまいそうだ！

「ぐ、具体的にはどんなことをされているんだ？　縄とか、蝋ろう燭そくとか使うのか……!?」

　ごくりと生なま唾つばをのみながらたずねると、彼女はわっと泣き伏せた。

「ひ、額に……油性マジックで『サターン星人』って書かれるんです！　そしてそのままフジマートに買い物に行けと……！」

「何やってるんだよぼくの父さんはっ!?　どんな遊びだよ大人気ない！」

　そこはそうじゃないだろう……なんというか……もっとみんなの期待に応えろよ！

「私、ご近所からは宇宙人だと思われてるんですよ？　なにしろ田舎いなかだからみんな若干マジ入ってる感じで、フジマートのレジなんて『宇宙から観光なんですか？』とか聞いてくるし……。辛つらい。憧あこがれの日本での暮らしがこんなに辛いなんて……」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい、とぼくは席を立った。朝っぱらからこんな奴やつと長々と会話したくない。

　ぼくは学校に持っていく弁当を作り、次に食器を洗い始めた。

　すると窓の外から妙な音楽が聞こえてきた。

　時計を見ると、世間様もそろそろ起きだす時刻である。音楽は次第にこちらに近づいてくるようだ。街がい宣せん車しやだろうか。しかしこんな田舎では珍しい。それに街宣車にしては妙な音楽だ。どこかで聴いたことがあるような――ぼくは耳を傾けて、歌詞を追う。

　耳を澄ますと、凄すさまじいブリザードがぼくを襲った。



　乙女の心は核兵器

　スイッチひとつで大爆発　大好きなあの人も巻き込むの

　キュンキュン☆キュンキュン　胸の鼓動は（キュンキュン！）

　危険域を示すラブ警報　もう誰だれにも止められないわ

　キュンキュン☆キュンキュン　胸の鼓動が（キュンキュン！）

　東京コンクリートジャングル　燃やし尽くすわ（イェイ！）

（ＪＡ○ＲＡＣ　申請中）



　胸キュンな歌声に――ぼくは彫像のごとく凍りついたのである☆

「なんですかこの電波ソングは？　近所迷惑ですね」

　ベスが顔をしかめるが、ぼくはそれどころじゃない。電波ソングは間違いなくこちらに向かってきているのだ。やがて歌は停止し、不穏な沈黙のあと――我が家のチャイムがピンポーンと鳴った。

「珍しい時間に来客ですねえ」と応客しようとするメイドのベスを、ぼくは思いっきり押しのけて玄関に走った。「あいたっ！」という悲鳴と勢い良く転ぶ物音が聞こえたが知ったことではない。ドアを開けると、想像通りの風景が広がっていた。

「チィィース！　五十嵐いがらし先生、チィィース！」

　待ち受けていたのは、ヤンキーっぽさが抜け切っていない新人ヤクザの群れである。その背後には街がい宣せん車しやが停められている。それには人気アイドルの写真がプリントされていて……これって立派な痛車じゃないか……。

　ぼくは強い光を受けて「うっ」と瞼まぶたを押さえた。モヒカンを剃そり落とした彼らは一人残らずハゲの群れだった。ぼくに向かって頭を下げているため、朝の光を弾はじいてまぶしい。

「おまえら、いったい何の用だよ」

　懸命に目をブロックしながら、ぼくはたずねた。とりあえず頭を上げて欲しい。

「チィィース！　五十嵐先生を迎えに来やした！」

　ぼくは慌あわてた。昨日の凛りんちゃんと同様、ぼくもヤクザたちとの付き合いを家族には秘密にしている。説明が困難で、誤解されることが必至だからだ。

　父さんはまだ寝ているが、しかし今、我が家にはメイドがいる。

「ぼ、ぼくは文芸部なんだから、ヤクザに迎えに来られると困る！」

「先生は任にん侠きようッスよ！」

「任侠であったとしてもヤクザではないんだ！　こんなことはしないでくれ！」

「自分たちがＪＩＮＧＩロード進めるのマジ先生のおかげッスから！」

「先生にご奉仕して男を上げさせていただきやす！　チィィィッス！」

　彼らは横向きにピースしながら（意図不明）、歯をむき出しにして笑った。ヤンキーがヤクザになっても、会話が困難なことには変わりが無いのだった。

　そんな不毛な言い争いをしていると、背後の廊下から「い、痛たたた、また尻しりが割れました、縦にも横にも縦横無尽に……この尻はいったい!?」などと声がする。

　さすがにどんな尻なのか見てみたいと興味がわくが、それどころではない。例えるなら部屋でちょっとエッチなアニメＤＶＤ『かのこん　真夏の大謝肉祭』のハイライトシーン〈女体流しそうめん〉でごくりと生なま唾つばを飲み込んだ時に、家族がドアを開けて部屋に踏み込んできたような気分だった。

　……ぼくの祈りもむなしく、ベスが玄関にやってきた。

「あれ……まぶしっ！　ちょ、この人たち何ですか？　反射するものが横一列に並んで光を照射……これはまさか噂うわさに聞く日本の新兵器、ソーラシステムでは!?　これは憎しみの光だ！」

「他人の身体的特徴に対して、なんてことを言うんだ！　……なんか道に迷ったらしくて、今ちょっと教えてたところだ。すぐ帰るってさ」

　頭脳明めい晰せきなエリートであるぼくはとっさに素晴らしい出任せを言った。

　そして話を合わせろという風に、ヤクザたちに目線で合図を送った。

「チィィース！　姉さんマブイっスね！　俺おれたち権ごん田だ原わら組の若いもんで富とみ野のヨシユキって言いやす！　ハゲって呼んでくだせえ」

「同じく笑しよう福ふく亭ていツルベーっス！　ハゲって呼んでくだせえ」

「同じくショーン・コネリーっス！　ハゲって呼んでくだせえ」

　こいつらマジ空気読めてない。誰だれが自己紹介しろって雰囲気を出したよ！

「あら、ご丁寧にどうも。私は五十嵐いがらしエリザベスと申します。……組？　若いもの？」

「チィィース！　組ッス！　自分たち筋金入りッスから！　筋金入りのＧＯＫＵＤＯＵッスから！」

　なんでローマ字なの？

「え？　極道？」ベスは目をまん丸に見開く。

　しかしそれを無視してヤクザたちはわめく。

「今日は男を上げるために真しん太た郎ろう兄貴を迎えに来ました！　チィィィッス！」

「なにせ真太郎の兄貴は〈若わか頭がしら〉ッスから！」

「ちょっと待て、迎えなんていらないぞ」

　ぼくは慌あわてて口を挟んだ。

「まあまあそうおっしゃらずに、さあ！」

　しかし彼らはひょいとぼくの小柄な身体からだを、まるで神輿みこしみたいに持ち上げてしまった。

「待てってば！　ぼくはまだ着替えてもいないし、準備もしてない！」

「うちは制服自由だから大丈夫ッスよ！」

「それに先生には教科書やノートなんて必要ないッスよ！」

「だから大人しく俺たちの男を上げてくれッスよ！」

「せめて弁当だけでも持ってかせてくれ！」

「オス、わかりやした！　先生の弁当運ばせてもらうッス！　よし男が上がった！」

　ぼくは痛車の中に連れ込まれ、続いて鳴り響くエンジン音とアイドルの歌声――「やっぱりちーちゃんは最高だぜ」ぼくは、あっという間に拉ら致ち被害者に成り果ててしまった。

　ていうかこいつら、表面上はヤクザぶってるけどぼくに恩を押し付けることしか考えてないじゃないか！　なんだよ男を上げるって!!



　　　＊



「はわ……」

　取り残された五十嵐エリザベスは、震えた。

「はわわわわわわわわわわわ……」

　震えながら出す声は、懐かしのアニメキャラをリスペクトしたものだ。

「ゴクドー……ジャパニーズマフィアンヤクザ！　すなわち東とう映えい路ろ線せん！　兄弟きようだい仁じん義ぎ、無む法ほう松まつの一生、エンコヅメ！　弱虫と書いてチンピラと読む日本語の超絶テクニック！」

　彼女はヤクザを知ち悉しつしていた――日本の漫画や映画を通して。

　漫画や映画の中で、ヤクザの兄ちゃんに惑わされて人生を誤る若者たちを何人見てきただろう。クスリ、銃弾、ギャンブル――そして最後に迎えるのは必ず破滅的なエンドである。あのぞくぞくとした破滅的カタルシスこそが日本文化の真髄だとベスは思っているが、しかしそれが自分の身内となるとえらいことだ。

「なんてこったです……、これはなんてこったですよ……、シンちゃんに悪いお友達が出来てしまいました！　ご主人様にお伝えしなければ……！」



　この誤解（？）が原因で、後にえらいことになってしまうのだが……このときのぼくには知る由も無い。



　　　＊



「先生……なんだよその格かつ好こうはよー。いつも学生服のくせに、やけに斬ざん新しんなファッションじゃねーか。メンズノンノでも読んだか？」

　自分の教室に入ってくるなりやってきたのは、清きよ水みず鈴すずの音ねである。

　口元をぴくぴくと痙けい攣れんさせながら、挨あい拶さつ代わりに言った――一見すると殺人快楽者みたいな表情だが、実は笑いを我慢しているだけである。

「着替えも済んでないのに、連れ去られたんだよ……」

　ぼくはカクカクシカジカと説明するが、

「……ってことはつまり、普段その格好で寝てるのかよ……プッ」

　堪こらえきれずに鈴音は吹きだした。

　彼女は悪鬼のごとき怖い顔でゲラゲラと爆笑した――笑うと怖い顔になってしまうという難儀な女なのだ。それでも仲良しだし、もう慣れたけど。

　まぁ、笑われても仕方ないだろう。ぼくは寝巻き姿のまま拉ら致ちされたが、ぼくの寝巻きというのはバスローブなのである。風ふ呂ろ上がりにこの姿でワイングラスを揺らすのがぼくの秘められた夜の一面なのだ――もちろん中身はファンタグレープである。たまらないね。

　さらに加えて、学園でバスローブ一枚というわけにはいかないので、その下に体操服を着ている。それがまた愴そう絶ぜつな不協和音を奏でている。

　服装とはその人の社会的地位やバックグラウンドを示すものだ。学生が制服を着るのもそうだし、サラリーマンがビシッとしたスーツを着るのも、メイドがメイド服を着るのもそうだ。それによって人間は互いに互いがどういう人間なのか認知し合っているのである。没個性という批判もあるだろうが、社会が効率的に動いていくためにもそういった服装によるレッテル貼はりは必要なことなのだろう。

　しかしその点でいうと、今のぼくは完全に正体不明の宇宙人である。

　コスプレでさえないし、もちろんファッション性があるわけでもない。

「ていうかバスローブを脱いで体操着だけにすりゃいいじゃねーか」

「……寒いんだよ」

　暦は十一月の半ば。学園も紅葉の時期を迎えて、すっかり肌寒い。

「あたしの着替え貸してやろーか？　お望みとあらば脱ぐぜ」

「それって女子制服か特攻服の二択だろ。ますますぼくはどこに向かってるんだよ」

　一見して面倒見の良い提案だが、ぼくを着せ替え人形にしようとしているだけだ。

　それに早着替えが特技だからって、軽々と脱ぐとか言わないで欲しい……。なんというか、鈴すずの音ねは無自覚に相手をドキドキさせる女だった。

「おっと」と、鈴音が手首の内側に文字盤がくるよう女巻きにした腕時計を見て、声をあげた。「そろそろ〈定例集会〉の時間だな。行こーぜ」

　ぼくも彼女の時計を覗のぞき込こむと、集会五分前である。それにしても鈴音という女は遅刻というものを一切しない。常に五分前行動を心がけるというけっこうな奴やつだった。

「……とりゃ」突然、時計を覗き込んでいたぼくの首を、彼女の腕が巻き込むようにヘッドロックした。

「な、なんだ急に！」

　下へ手たに動くと彼女の身体からだに当たってしまいそうで、ろくに抵抗も出来ず声をあげた。

　何だかちょっぴり良い匂においがする。

「いや、特に意味はねーけど。そこに頭があったから」

「意味も無く人の首を絞めるな！」

　ちょっとドキドキしたじゃないか。



　数週間前の事件を節目として、学園は何もかもが変わった。

　定例集会とは〈定例幹部集会〉の略で、要するに普通の学校でいうところの生徒会の集まりである。

　番長が打倒されたことによって、毒マムシ学園は生まれ変わろうとしていた。無法の学園に秩序をもたらすため、凛りんちゃんは〈幹部会〉という組織を結成させたのだ。

　本来そのメンバーは選挙によって決めるべきだったが、そんなヒマも民主性も毒マムシ学園には無いので、臨時として凛ちゃんとぼくと鈴音、それから江え碕ざきさんを除いた四天王たちが務めていた。

　番長の打倒後、彼らはそれぞれ好き勝手にしていたが（旅に出たり、駅前で大道芸をしたり、アイドルを目指したり……）、しかし凛ちゃんの誠実な言葉を受けて、それぞれ幹部の役目を引き受けてくれた。この交渉に伴ったぼくと凛ちゃんの苦労については、まぁ機会があったら後にのべたい。

　凛ちゃん以外の幹部は〈若わか頭がしら〉と呼ばれている。

　組長と若頭の集まりだから幹部会というわけだ。

　幹部会は普通の学校でいうところの生徒会だが、その活動領域は生徒会などとは比べ物にならないほど広い。それは学園が長いこと生徒たちと向き合わないままに様々な問題を放置してきたからだ。

　例えば学食の運営なんかもする。これまでのボッタクリ食堂としての運営は完全に廃止され、今ではヤクザのテキ屋の拡大延長線上として運営されている。つまり全校生徒分の昼食の材料を権ごん田だ原わら組が自ら仕入れ、自ら調理し、自ら販売するのだ。利益管理なども凛りんちゃんに頼るばかりではなく、ヤクザたちへと自立的な委任がされるようになってきた。

　面倒くさがるヤクザももちろん多いが、商売に生きがいを感じ始めたヤクザもいる。料理に楽しみを見出したヤクザもいる。流通や簿記会計に興味を持ち始めた変なヤクザもいる。

　賭と場ばも金を賭かけることには若干の問題があるが、次第に大規模なエンターテインメントショーとして発展しつつあった。ラスベガス的な発展である。アイドルを目指すお菊きくを中心にバンドを結成した連中もいる。

　……これらもまた社会勉強の一環ということで、けっこう有意義な活動といえるだろう。



　幹部たちはみんな遅刻の常習犯である。ぼくと鈴すずの音ねが予定の五分前に会議室に到着しても、そこには誰だれもいなかった。予定の時間をわずかに過ぎたあたりから、流りゆう一いちやイチローたちがちらほらと姿を現して、会議室にロの字型に組んだ机にそれぞれ座っていく。

　だが、いつまで待っても凛ちゃんの姿が現れなかった。

「……今日って何日だっけ？」

　ふと思い当たることがあってぼくは鈴音にたずねた。

　返事を聞いてから、ぼくは確信を抱いて席を立った。

　ちょっとトイレに行ってくると言い置いて、会議室を抜け出した。

　毒マムシ学園の文化系部室が固まる一角には凛ちゃん専用の一室がある。これは別に彼女が親分だからと権力を濫らん用ようしたのではなく、元々茶道部の形だけの和室があって、和室だなんて上品なものを使おうとする人間が彼女ぐらいしかいなかったためだ。

　本人は〈凛ちゃんズルーム〉と称しているが、生徒たちはまるでスモウ部屋のごとく〈権田原部屋〉と呼んでいる。

　彼女は自由時間の大半を、ぼくのいる文芸部室か、その部屋のどちらかで過ごした。

　そしてぼくは、その部屋の合あい鍵かぎを唯一もっている人物なのだった。

　これはどういうことかというと、彼女の〈誰にも見られたくない姿〉を死守する役割を担わされているということだ。

　……凛ちゃんはやるときはビシっとやるが、やらないときはひたすらヘナチョコな人だ。

　江え碕ざきさんにウン子責めにされて涙目になっちゃうような人なのである。

　だからぼくはトイレに行くふりをして、その部屋に一人で向かったのだが、果たして部屋の前に立つと、ドアの向こうから「ううう……うう……うえぇぇぇぇん」と、女のすすり泣く声が聞こえてきた。

　……はっきり言ってけっこうウンザリする。ものすごく立ち入りたくない。だがぼくは彼女の傍そばに立つ者としての責任感から、ノックもせずにその部屋に踏み込んだ。

　果たしてそこには、畳の上をジャージ姿で寝転がって辞書みたいに分厚い少女漫画雑誌を読みながら泣き咽むせぶ女親分の姿があった。

「ケ……ケンくんが、ケンくんが～、うぇぇぇえええん……」

「ケンくんがどうしたの？」

　背後から問いかけてみる。彼女は漫画から目を離さないまま答えた。

「あのね、あのね、白血病で入院しててね、その間にヒロインのクミはケンくんのライバルホストのヤスにレイプされて妊娠しちゃって、だけどケンくんは膨らみかけたクミのお腹を自分の子供と勘違いして笑顔で逝っちゃって、クミはそのとき二つの生命が交わるのを感じて、堕おろそうと思っていたその子供を育てようと決意するの……うぇぇぇえええん」

「なるほど、犯人はヤスか」

「そんなクミを見て、ヤスは罪悪感にかられて自首するの。だけどヤスにも事情があって、ずっとクミのことが好きだったんだけど親友でありナンバーワンホストでもあるケンくんに遠慮とコンプレックスを感じていて、ねじくれた想いが暴発しちゃっただけなの、そしてクミも寂しさのあまりにそれを受け入れてもいいって気持ちがあったの、だから誰だれも悪くなんてなかったの……うぇぇぇえええん」

「そうか、ヤスは悪ないんだな」

「どう思う？」

「そんな気軽に死ぬなよって思う」

「でも、でも、ケンくんカッコいいよぉ……うえぇぇぇぇん」

　ぼくは次元を超えた嫉しつ妬とにかられてびくんびくんと震えながら泣く凛りんちゃんの頭をポカリと叩たたいた。すると彼女はようやくぼくの存在に気づいたらしく（今まで誰と会話をしているつもりだったのだろう）、こちらを振り向いて「あれっ!?　ケンくん!?　じゃなくてシンくん!!」と悲鳴をあげた。

「シンくん、なんていう格かつ好こうしてるの!?」

「そっちこそジャージ姿で何やってるんだよ！」

　とはいえ大体の予想はついていた――今日は某少女漫画雑誌の発売日。意外とスイーツで乙女な趣味をもっている彼女は、きっと登校途中のコンビニでそれを仕入れて、自室で時間を忘れて読みふけっていたに違いなかった。

「いやぁ……でも見ているのがシンくんで良かったよ。他の人に見られてたらえらいことになってたぜ」

　目をウサギみたいに真まっ赤かにした彼女が、微妙にヤクザ言葉に戻りながら言った。

　ぼくが合あい鍵かぎを渡されているというのは、つまりその素顔を見られる唯一の存在として認められているということなのだ。他のヤクザは、凛ちゃんのこの一面を知らない。

　そう思うと、ちょっと優越感がしないでもない。

「あのさ、この主人公、シンくんのつもりで読んでた」

　ぼくはもう一度彼女の頭をポカリと叩たたいてから、和服の着替えを手伝った。

「苦しゅうない」と、彼女は言った。

　彼女はもう自分ひとりで着付けが出来るはずだったが、それでも何な故ぜかぼくや鈴すずの音ねの手を借りたがった。ちなみに現在では和服でも下着を着るよう淑女協定を結んでいる。それでも出来る限り、目を逸そらしてはいるけど。

　けっこう世話が焼ける人なのである。

　甘えたいがためにそうしている節もある。

「それにしても……最近組長でいることに疑問を感じる……属性的に。だってほら、可愛さが足りねえ」

「わけのわからないことを言わないでよ」

　それから彼女を会議室へと連行した。授業開始まであと四五分、話し合いの時間はまだ十分に残っている。



「それではこれから生まれ変わった学園をどうしていくか話し合っていきたいと思う。改めて確認しておくが、ヤクザや元ヤンキーたちを一人前の漢にするようまとめて、それによって一般生徒カタギたちも安全に勉学に励めるよう教育機関としての正常化を図る、これが基本的な方針だ」

　と、さっきまで少女漫画で号泣していた女親分は凛りんとした口調で言った。

「……レディースも、一人前の漢にすんのか？」

　鈴音が苦笑いした。ぼくも同時に「お姉さまー」と黄色い声を上げて鈴音に殺到する百ゆ合り地じ獄ごく団だんの面々を頭に思い浮かべ、あれを漢にすると想像して気持ちが悪くなった。

「……言葉のはずみだ。とにかく、お天てん道とうさんの下を堂々と歩けるよう、どこに出しても恥ずかしくない一人前にするってことだ」

　今の生徒たちはどこに出しても恥ずかしいのである。

「最終的に、ちょっとヤクザっぽいのが特色でバカの更生に定評のある学園になる予定だ」

　毒マムシ学園の生徒たちが、バカたちが、世間から認められるようになる――それがひとつの理想である。

　どのような形で認められるかというと、基本的には偏差値や学力ということになるだろう。やっぱり世の中そういう風にできているので、ぼくとしてもそうしなければならないという風に諦あきらめを感じている。この方針を定めたのは、主にぼくの意見である。

　ともあれ、これは世間のはぐれ者たちの壮大なカムバック計画だ。

「ところでこれは議題というか報告だが……職員会議の結果、ある有名教師を新任として迎えることになった。保健教諭だ」

　おおっと会議室はどよめいた。

「ある有名教師？」鈴音がオウム返しにたずねた。

「おう……不良の更生率は百パーセント、生徒指導のプロフェッショナルといわれる伝説の保健教諭。その名も――坂さか本もと鉄てつ子こ！」

　凛りんちゃんのもったいぶった物言いに、ぼくたちは「わあ、すごい」という風に驚いた。が、鈴すずの音ねだけは「ゲッ」という表情をした。

　どうしたんだろう？　隣席の鈴音の反応が気にかかったが、それよりも先に、ぼくは疑問点を口にした。

「でも生徒指導の教師なんて呼んで大丈夫なの？　そりゃ生徒を一人前にするってゴールは、ぼくたちの立場でも生徒指導の立場でも同じだろうけど、そのために不良をヤクザにするっていうぼくたちの方針は受け入れてもらえないんじゃないかな」

　何といってもヤクザという響きが悪い。ぼくだって家族にこの状況をどう説明したものか考えあぐねて、けっきょく内緒にしているぐらいだ。

「確かに誤解はされるかもしれねえが、そこはきっちり経緯を話して何とか任にん侠きようってもんを理解してもらうしかねえだろう。何しろうちの学園の教師の質は最低だからな……」

　人材不足のしわ寄せをもろに被こうむっている凛ちゃんが苦い表情で言った。

　この学園の教師たちは無法の時代の後遺症でいまだに生徒たちに怯おびえきっている。それだけに彼らは生徒をシメる立場の組長に頼り切ることとなり、凛ちゃんは普通の学校でいう生徒会長なんてクソくらえというほど多忙な日々を送っているのだ。

　硬直した組織に変革をもたらすのは、いつだって外部からの風である。恐怖に凝り固まった職員室に伝説と呼ばれる教師を迎えるというのは刺激的なアイデアだった。

　保健教諭というのも一石二鳥だ。ちょうど最近、保健室を新設したところだった。恐ろしい事実だが、つい最近まで毒マムシ学園には保健室が無かったのである。

「……それにしても、よくそんな有名な教師を雇えたね。伝説になるぐらいだから簡単には雇えそうにないけど。給料とかも高くしないといけなかったんじゃないの？」

「いいや、二つ返事だったし、求められた給料も安かった」凛ちゃんは首を振った。

「は？」と、鈴音を除いた幹部たちは目を丸くした。

「すげえ安かった。うちの教師と比べても、給料はほとんど同じかそれ以下で請け負ってくれた」

「……なんで？」

　ぼくは嫌な予感をひしひしと感じながらたずねた。

「不良の更生率は百パーセントなんだが……その際に必ずといっていいほど生徒に暴力を振るうから教育界の鼻ツマミ者にされているらしい。通称〈ドサ回り先生〉なんて呼ばれてるとか……。交渉してみたら、むしろもらってくれって感じで簡単に雇えた」

「……大丈夫なの？　その教師……」

　ある意味、うちの学園にすごく相応ふさわしい気もするけど……。

「どんな先生なんだ？　交渉したってことは、実際に話をしているんだろう？」

　流りゆう一いちがたずねた。

「ちょっとだけ電話で会話したんだが……いきなり『担当のクラスはどこだ!?　三年Ｂ組を担任させろ！』とか言ってきたんで『保健教諭に担任を持たせるわけにはいきません』って答えると『そんなの関係ねえ！』っつうんで『そもそもうちの学園ではクラス分類がアルファベットじゃなくて数字なので、三年二組です』って答えたら『……信じられん、教師にとって三年Ｂ組がどれだけ大切な存在か理解できないなんて……』ってつぶやいて、切られた」

　ぼくたちはしばらく絶句した。

「その先生、いらなくない？」

「ああ、別に必要ねーな」

「今いる先生も、そう捨てたもんじゃないぞ」

「そもそもボクは保健室だっていらないって思うよ」

　しかし、凛りんちゃんは引きつった笑顔で答えてくれた。

「明日には、もう学園に来てくれるらしい」



　　　＊



　会議室のドアの前で、聞き耳を立てる一人の男がいた。

　その胸には燃え上がるような怒りと憎悪があった。身を寄せるドアに爪つめを突き立てながら、彼は気配を殺して会議の様子をうかがう。

「学園をマトモに変えようなんて、許さないぞ……」

　彼の名は――黒くろ川かわ骨ほね夫お。再び学園に無法の暴力をもたらすことを望む男……。

「……坂さか本もと鉄てつ子こ、とか言ったな。新任の女教師……」

　彼の頭脳は明めい晰せきに回転しはじめる。彼の頭脳は毒マムシ学園にあって決して低くない。こと悪巧みに関しては東大Ａ判定級といっても良かった。

「……誤解だ。坂本鉄子を誤解させて、幹部会と敵対させる。そしてその混乱に乗じて……よし、これで行こう。ふふふ、覚えていろよ、権ごん田だ原わら凛りん子こに五十嵐いがらし真しん太た郎ろう。ぼくは再び覇は権けんを握ってみせるぞ！　アーハッハッハ！」

　ドアの向こうから、「おい、なんか変な笑い声が聞こえねえか？」「さあ、気のせいじゃねーか？」と声がした。骨夫は慌あわてて口を押さえて、その場から立ち去った。



　新任教師、そしてそれに対する彼の悪巧みが、学園を揺るがす事件に繋つながるのだが――このときのぼくにはもちろん知る由もない。



    

  
    
      


　二章　驚きよう愕がくの授業参観





　授業中の生徒たちはさながら修行僧のごとく静かである。

　その風景を、ぼくも今さらながらちょっとビックリしつつ見回した。

　別に一人残らず居眠りしているから静かなのではない。一昔前だったら信じられないことだが、みんな鬼気迫る態度で授業に集中しているから静かなのである。まるで生徒たち一人一人に菅すが原わらの道みち真ざねの怨おん念ねんでも宿ったかのようだ。

　彼らは最下層の人間が味わうこの世の地獄をすでに知っている。『このままではやばい』という危機感、そして『今まで自分は何をしてきたのだ』という自責の念が、この受験生も裸足はだしで逃げ出すような緊張感を生み出しているのだ。

　そんな生徒たちの鬼気にビビりながら、教師は学園独自のカリキュラムで授業を進めていく。これも定例集会で決めたものだ。生徒のやる気に対して授業内容は中学一年生の初歩レベルなのがちょっとシュールである。……それでもついこないだまでツルカメ算をやっていたことを思えば、賞賛に値する進歩だが。

　さて、復習がてらにマジメに授業を受ければぼくにとっても基礎の再確認として価値のある時間なのだが……どうしても気になることがあって、ぼくの意識は授業の外へと飛んでいってしまった。

　ベスに権ごん田だ原わら組の存在がバレてしまった。

　ベスにそれがバレたということは、すぐさま父さんにも伝わるということだ。

　とっさのことで言い訳も何もできなかった。しかしぼくがヤクザと付き合い出したという事実は、彼らにどんな感想を与えるだろうか。

　……どう考えても、良い印象はもたないだろうな。

　下へ手たをすれば、権田原組を潰つぶしにかかるかもしれない。この田舎いなかの街に巨大な影響力を持つ大企業の社長である父さんなら、こんな地方公共団体からも見捨てられた小さな公立高校など「屁へのツッパリはいらんですよ」も同然だ。

　たらり、と嫌な汗が流れた。もしかしたら、けっこうやばいことになっているかもしれない。今夜にでも父さんに言い訳というか、この学校のヤクザは悪い連中じゃないことをきっちり説明しないといけないだろう。

　しかしどう説明したものか……。この学園を包む原理原則――すなわち〈仁義〉は、言葉で説明できる気がまったくしない。

　悶もん々もんとそんなことを考えながら、授業の時間は過ぎていく……。



　……授業が終わると同時に、すごい勢いで教室の扉が開いた。

　お菊きくである。割といつものことである。

　彼女はぼくを見つけ出すと、その直線上にあるあらゆる障害物を弾はじき飛ばしながらズドドドドドっと駆け寄ってきた。

　ぼくの肩につかみかかって叫び声に近い声で言った。

「シンタロー、聞いてっ、聞けっ！」

　耳元でわめかれて、聞かない方が難しい。

「ボク、昨日もオーディション受けたんだ！」

「へえ、どうだった？」

「特技としてヨーヨーを披露したら、審査員総立ちで拍はく手しゆ喝かつ采さいだった！　でも落ちたよ！」

　そりゃそうだよなぁ。

　肩をつかんでいた彼女は、そのままコアラみたいにぼくによじ登り始めた。彼女の辞書に慎みという単語は無い。

　彼女はそのままコアラみたいに両手両足でぼくの顔面に抱きついた。白い足がぼくの首あたりに絡みついている状態だ。匂においたつほどのヌクモリティーを感じた。

　ぼくとしては、慕われているという次元を超えて「何だコレ？」という気がした。

〈アイドル候補生〉という肩書きを手に入れた彼女は、見事にコンプレックスを解消し、手がつけられないほど明るく、元気で、行動的な女の子に進化を遂げていた。

　何というか、たとえば今この瞬間に世界が核の炎に包まれて、辺りが焼け野原になったとしても、あらゆるすべての事情を無視して彼女は無傷で走り回っていそうだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「でもいつかは世界を股またにかけるスーパーアイドルになるよ！」

　彼女は世界を股にかける前に、さしあたりぼくを股にかけながら言った。パンツ見えてる。中身が透けそうなぐらいにドアップである。

「いつか、ヨーヨーの魅力を理解してくれる審査員に出会えると思うんだ！」

「……理解してくれる人、いるかなぁ。ちょっとそのコンセプトは突飛すぎる気がするよ」

　ぼくは、パンツはやはり白がいいと理解した。

「そんなことないよ！　ヨーヨーは普遍的なアートだから大丈夫だよ！　アイドルである前にボクはアーティストなんだから！」

　ぐいんぐいんと、ぼくの顔面につかまる彼女が揺れた。

　……今にもぼくの首の骨的なものが折れそうだ。

「普遍的かなぁ……ものすごくニッチな気がするんだけど……」

「ユビキタスだよっ！」

〈ユビキタス＝あらゆる場所にあまねく存在する〉（ラテン語）

　ついにヨーヨーがこの世における神の次元に到達しちゃったよ。

　ていうか難しい単語を使うなぁ。どこで仕入れたんだろう。

「お菊きく」――ふと、声がした。

　ぼくの視界は完全にお菊のセーラー服で覆われているが、声だけで誰だれだかは判断できる。

　イチロー・クワタ・ガリクソンだ。

　次の瞬間、ベリっという感じでぼくの顔面からお菊が剥はがれた。イチローのたくましいアスリートの腕が、お菊の首根っこを捕まえてぶらんぶらんと持ち上げている。

「あーうー」と、お菊は手足をバタつかせた。ハムスターとか、そっち系の小動物っぽい。

「見回りをサボっちゃダメだ。行くぞ」

　意外なことに、権ごん田だ原わら組に一番積極的かつ真面目まじめに協力してくれている四天王はかつて番長の側近であった彼である。

「そ、それでは失礼します、先生」

　何な故ぜか怯おびえたような口調でイチローはぼくに挨あい拶さつした。……何でだ？

「やーだー」と手足をバタつかせるお菊を、彼はずるずると引きずっていってしまった。

　学園では時おり欲求不満の生徒が暴れたりしている。そういった生徒たちへの対策として、四天王に休み時間ごとに見回りをしてもらっている。いまだに生徒たちから畏い怖ふされている彼らは、いわば最強の風紀委員だ。

　さて、それはともかくぼくはひそかに冷や汗をぬぐった。お菊は無邪気にジャレついているだけなのだろうから、ぼくの方は紳士的に「何てことも無い」という風に対処しなければならない。……しかし天真爛らん漫まんすぎて色気というものをあまり感じさせない彼女だが、ああもひっつかれるとさすがに焦る。

　それにしても、お菊は来ても凛りんちゃんはぼくの教室にやって来ない。職員室と権田原組を駆けずり回って彼女はクソ忙しかった。

　いまやヤクザたちの面倒はほとんどぼくが見ているぐらいだ。

　家に招待してもらった昨日の放課後は貴重だった。

　何だかちょっと、寂しい気がしないでもない……。

「……なー、先生」

　声に振り向くと、今度は鈴すずの音ねがやってきていた。

　何だか浮かない表情をしている。先ほどから一転して、ぼくは気を引き締めた。そういえば、彼女は先ほどの会議のときも様子がおかしかった。

「あの新任教師の件、先生はどう思う？」

　開口一番、彼女はたずねた。

「……そうだなぁ」

　四天王を見回りに出してはいるが、学園はいまだまとまりきれていない。

　実は権ごん田だ原わら組のやり方に従わないという、いわば番長派ヤンキーの残党といった生徒も少数ながらいるのである。もちろん彼らを暴力で従わせるわけにはいかないから、何とかして対話の機会を持ちたいのだが……見回りの連中に探させているのだが、どこに潜伏しているのか発見できていない。

　つまり革命直後のこの学園は、まだまだ土台固めの段階だ。

　ただでさえ、毒マムシ学園と権田原組が掲げる方針――すなわちヤンキーをヤクザにしてしまうという不良更生教育（？）は、誤解を招きやすい。一見すると、不良をさらに悪の深みに引きずり込んでいっているようにしか見えない。ぼくだって最初はそう思った。

　そんな状態の学園に第三者を呼び込むのは……。

「外から人を呼ぶのは、時期尚しよう早そうなんじゃないかなぁ。一刻も早くマトモな教師が欲しかったっていうのもあるんだろうけど……」

　しかしその教師がマトモかどうかも、話を聞いていると怪しいものだ。

　ぼくは凛りんちゃんがどこか焦っている風なのを感じていた。

　彼女は何かを急いでいる。それでただでさえ忙しい身をさらに大回転させているのだ。口には決して出さないけれど……。

　鈴音は、表情をしかめていた。

「実は坂さか本もと鉄てつ子こって女教師……」

　そうだ、彼女の様子がおかしくなったのは、その女教師の名前を聞いたときからだ。

　ぼくは彼女の方に身を乗り出した。と、その瞬間にチャイムが鳴った。

　鈴音は仕方なく口を結んだ。彼女は後ろ髪を引かれるような様子で、ぼくの席から去っていった。幹部のぼくらが学園のルールを破るわけにはいかなかった。
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　五十嵐いがらしエリザベスは鏡に映る自分の姿を見て満足げに息をついた。

　金髪碧へき眼がんのベスは、メイド服を着るといかにも本場イギリスからやってきたブリティッシュ・メイドという感じがする。

　しかしメイド服を脱ぎ、セーラー服に着替えてみるとどうだろう。

　金髪ツインテールのセーラー服女子高生……間違いなく性格はツンデレである。今にも転校初日から主人公とケンカして罵ののしりあいながらもドロドロの恋に堕おちそうだ。

　メインヒロインよりも人気が出るに違いなかった。

　オタク文化から日本語を学んだベスは、自分のコスプレっぷりにとても満足した。メイドも良いが、ツンデレ女子高生も悪くない。

　そしてドキドキワクワクと高まっている自分の胸の鼓動を自覚した――昔から、日本の学園生活というものに憧あこがれを抱いていたのだ。

　ご主人様からある命令を受けた――学園への潜入任務である。

　それゆえ彼女は駅前にある『コスプレショップ田た代しろ』でセーラー服を調達し、こうして変装をしたのである。別に趣味だけでやっているのではない。もちろん趣味でやっている部分もある。相変わらず田代さんの店の服は最高だ。生地も良いが、なんといっても縫製技術が高い。ベスは常連だった。

　下された命令を、脳裏で忠実に反はん芻すうする。

〈汝なんじ、毒マムシ学園に潜入し、権ごん田だ原わら組なる学生暴力団の実態を明らかにせよ〉

〈そして――それが息子にとって害あるものならば、その手で壊滅させよ〉

　ベスはただのメイドではなかった。ご主人様の海外出張の際にはボディガードも職務に含まれている、世にも珍しい武闘派のメイドなのである。日本の漫画でメイドの流儀を学んだ彼女は、メイドたるもの二丁拳けん銃じゆうが扱えて当然だと考えている。

「ご主人様！　ベスは……ベスはやります！　殺やりますよ！」



　ネットから印刷した地図を片手に、ベスは田舎いなか道を進んだ。

　潜入捜査の緊張感もあって、彼女は注意深くキョロキョロとした。

　田舎道の周りは鬱うつ蒼そうとした林である。ベスは緑が生おい茂しげっているのを見ると思わずゲリラが潜んでいないか警戒してしまう癖くせがあった。若いころの生業なりわいの名な残ごりだ。

　ふと行く手に怪しい人物を見つけた。その怪しさのあまりに、ベスは思わず道端に捨てられていた段ボール箱に身を潜めた。通称メイド・スネークモードである。

　それはセーラー服の女だった。

　怪しい。何が怪しいかというと、こんな昼間からセーラー服を着ているがどう見ても十代ではないのである。

　女としてはかなり背が高い。ガタイも良い。そして胸がバイン！としていて尻しりがボイン！としている。〈ハリウッド〉という単語が、なぜか脳裏に浮かんだ。そんな大迫力ボディーが清せい楚そなセーラー服に収まっているのだから、凄すさまじくバランスが悪い。

　バインボイン女は道のど真ん中で立ち止まり、辺りをキョロキョロしていた。

　女はさらに怪しい行動に出た。道路から林に逸それて、おもむろにそこいらの木に逆水平チョップをかましたのである。そしてへし折れた断面を覗のぞいて「……あっちが南か……」などとつぶやいた。怪しいだけではなく地球環境の敵でもあった。

　ちなみにこういった場所では年輪は必ずしも正しい方角を示さない。隣接した樹木の枝葉が複雑に陽を遮るため、南側が一番日当たりが良いとは限らないからだ。ベスは普通のメイドじゃないのでサバイバル知識にもくわしい。

　だが危険人物が何をしているのかはハッキリしたので、段ボール箱から抜け出した。

「道にお迷いですか？」

「ん？　ああ、そうなんだが……」

　振り向いた顔が美人だったのでベスは驚いた。長髪を大おお雑ざつ把ぱに縛っている、涼しげな顔つきの美人である。ちょっと目つきが怖いが、怖いほどの美人という感じもする。

「……毒マムシ学園という高校への道がわからないのだが、教えてもらえないか？　実は明日からそこに通う転校生なんだ」

　と、バインボイン女は言った。間近で見るともっとすごい。セーラーの胸元がいまにもピリピリ裂けそうで、服が可哀かわい想そうになった。

「そうなんですか。奇遇ですねえ、私もそこの転校生です」

　それから間近で向かい合った二人は、「あっ!?」と驚きの声をあげた。

　二人のセーラー服がまったく同じもの――『コスプレショップ田た代しろ』のものだったからだ。本物の転校生がまさかコスプレショップのセーラー服を着ているはずがなかった。

　田舎いなか道のド真ん中に立ち止まって、お互いに言葉を失っていると、その横をてくてくとセーラー服の女の子が通り過ぎようとした。

　女の子は何事も無く通り過ぎてから、ふと何かに気づいてはっと振り向いた。

　ベスとバインボイン女もはっと気づいてその女の子を見た。

　三人は「あああっ!?」と同時に声をあげた。

　その女の子の着ているセーラー服も、メイドイン田代だったからである。

「あなた、何者ですか？」

　ごくりとつばを飲んでから、ベスは女の子にたずねた。

「私は……毒マムシ学園に明日から通う転校生です。ちょっと下見して来ようかと」

　三人はお互いを注意深く見つめあいながら黙りこくった。

　誰だれもが嘘うそを吐いていることは明白だった。

　しかしそれを指摘することは、自身の嘘を白状するのと同じであった。

「目的が同じなら」沈黙は長く続いたが、バインボイン女――その本名、坂さか本もと鉄てつ子こが口火を切った。「みんなでいっしょに行かないか？」

「こうしてめぐり合ったのも何かの縁、旅は道連れですね」

　三人目のコスプレセーラー女――お志し津づが頷うなずいた。

「……そうですね、同じ転校生同士、キャッキャウフフするとしましょう」

　ベスも同意した。



　……三人はそれぞれ異なる事情から、毒マムシ学園へ潜入しようとしていた。

　ベスはご主人様の命令を受けて、権ごん田だ原わら組の実態を探るために毒マムシ学園に潜入しようとしていた。

　お志し津づは権田原凛りん子この周りのオトコトモダチを調べだし、痛い目に合わせるために毒マムシ学園に潜入しようとしていた。

　そして生徒指導に命をかける女教師、坂さか本もと鉄てつ子こは――

（日本一のヤンキー学校と知られる毒マムシ学園……そこに赴ふ任にんするとなると、まさに私の人生における最大の山場！　教師の目線では見えないこともある。是非ともそうと知られず潜入して、下見をしておきたい……）

　それぞれの目的を果たすためには、三人は共犯となった。

　三人のコスプレ女は仲良く足並みをそろえて毒マムシ学園に向かう。

　そこで待ち受けるものを、彼女たちはまだ知らない。
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　授業が終わると、ぼくは鈴すずの音ねが坂本鉄子について言おうとしていたことが気になって席を立った。さっきの休み時間はチャイムに邪じや魔まされたけど、今度こそは聞かないと。

　しかし席を立った瞬間――足元の床がパカっと開いた。

　え？　と思ったときには、ぼくは奈な落らくの底に吸い込まれていった。

　何が起こっているのかまったくわからない。まるでウォータースライダーのようにぼくは狭くて暗いところを滑り落ちていく。右に曲がったり左に曲がったりさらには宙返りしたりした。ベルトコンベアみたいなローラーがぼくの身体からだを勢いよく加速させた。

　……これは、やばい。

　足元に光が見えてようやくゴール、と思うとぼくの身体はよくわからない空間のベッドの上にズザーっと滑り落ちた。

「ようこそ、私の研究所ラボへ」

　誰だれかが言った。しかしぼくはその声を相手にすることができず、こみ上げる衝動に従ってリノリウムの床にしこたまゲロを吐いた。

「あ、何てことをするんですか」

　さして慌あわてた風でもない声に顔をあげると、そこには白衣姿の江え碕ざきさんがいた。

　彼女はぼくのゲロを見て、顔をしかめた。

「私は臭い有機物は嫌いです」

「……ぼくだって好きじゃないよ」

　とつぜん心の準備もなくジェットコースターみたいな目に遭あえば、だれだってゲロの一リットルや二リットル吐き出すに決まってる。

　わが身に何が起こったのかを把握しようと、ぼくはぐるりとあたりを見回した。

　壁も天井も床も、一面真っ白な寒々しい部屋である。

　空間自体はそこそこ広いが、わけのわからない機械が大量に置かれてみっしりと狭い。よくわからないモニターやら計器やらがあって、ＳＦ小説の世界観だ。

　壁の一角にアンパンスーツがハンガーにぶら下がっていた。質感がかなりリアルなもんだから、まるで人間の生皮を剥はいで干しているみたいだ……。

　ぼくはというと、いかにも実験台といった感じの鉄パイプベッドの上に身体からだを転がされていた。なるほど、大体の状況は把握できた……。

「ここは……昨日言ってた地下研究所か……」

　どうやら江え碕ざきさんが用意したわけのわからない装置か何かで、ぼくはここに呼び出されたらしい。

「ええ、そのとおり。あなたに会いたくなったとき、私はスイッチ一つであなたを呼び寄せることができるという寸法です」

　たぶん校舎を改造し、研究所を地下に移設させたときに、いっしょにこの装置も仕込んでいたのだろう。……ぼくと彼女の間に、ぷうんと酸っぱい臭いが漂った。

「……最短距離をまっすぐに滑り降りるのではつまらなかろうと思って、右に曲がったり左に曲がったりわざわざ遠回りをさせたのですが……お気に召さなかったようですね」

「当たり前だ！」

　ぼくは口の奥からの酸っぱい後味に苛さいなまれながら怒鳴った。

「計算どおりです」

「ただの嫌がらせかよ!?」

「しかし臭い有機物を吐き出すのは感心しませんね。消化途中で出してしまうのはもったいないです。あなたの栄養源となるべく屠と殺さつされたブタさんが可哀かわい想そうです。生命の無む駄だ遣いはいけません。カエサルのものはカエサルのもとに。食肉はウンコに」

　江碕さんはペラペラと早口で言った。思考のペースが速いのだ。こっちはちっともついていけない。ツッコミを入れる隙すきも無い。ちらりともう一度ぼくの嘔おう吐と物を見た。

「あなたの朝食が豚肉なのも私にはお見通しです。それは質感から分析できます」

「他人のゲロから想像力を膨らませるな！」

　やっとツッコめた。

　ぼくのツッコミを受けて、彼女はガーンとショックを受けたような顔をした。

「そんな、大好きな人のことなら何でも知りたいって思うのは仕方ないじゃないですか！」

「え!?」

　ぼくは予想外の告白にドキっとする。まさか……そんな……。

「冗談に決まってるじゃないですか。うわ、本気にしてる人がいる。バ～カが～いるぅ～」

　彼女は妙なポーズでくねくねしながら、嘲あざけるようにぼくを指差した。

　やばい、この人むかつく。このぼくが翻ほん弄ろうされるだなんて……！

　そもそもぼくはこの人が苦手なのだ。

　自分より頭がいい奴やつなんて、気味が悪いったらない。

「自分より頭がいいから苦手なんて殺生なこと言わないでくださいよ」

「言ってないよ！」

　心を読まれた!?

「私実は天才じゃないですから！　これただのキャラ作りですから！　ちょっと中二病こじらしただけで！　苦手なんてひどいこと思わないでください！　うわーん！」

　いつも余裕あふれる笑みを浮かべていた彼女は、突然それをかなぐり捨ててぼくにすがりついてきた。腰のあたりにぎゅっとしがみつく――ぼくはあわてた。

「ちょ……なんで急にそんな必死!?」

「抱いてーっ！」

　混乱したぼくは思わず彼女の頭をどついて振り払った。彼女は「ぎゃん！」と悲鳴をあげて倒れて、「脳細胞がーっ！　私の脳細胞がーっ！」とのたうち回った。

　しばらくのたうってから、立ち上がって「やれやれ」と余裕あふれる笑みを浮かべた。

「失礼。ウフフ、少しはしゃぎすぎました」

「……どこまで本気なのか全然わかんないよ」

　というか何がしたいのか全然わかんない。彼女はふふふ……と笑う。

「ともあれ、あなたがどれだけ私を避さけようと思ってもこうして私はスイッチひとつであなたを呼び寄せることができるのです。ふふふ。知らなかったのですか？　……天才からは逃げられない」

　大魔王みたいな発言だが、ただのはた迷惑な寂しがり屋だった。

「江え碕ざきさんが人恋しくなるたびにぼくはゲロを吐かされるのか……」

「いつ床に穴が開くかわからず、常にそわそわとしていただけたら幸いです」

「性タ質チ悪いよ！」

「ちなみに最短距離コースも用意していますが加速しすぎてたぶん死にます」

「天才ならそれぐらい加減しろよ！」

「そんなこと言われてもこっちは殺す用に用意したコースなので……」

「殺さないでください！　お願いします！」

　ああもう、天才のペースに付き合ってると無む駄だ話が長くなる！

「それで、今度はどんな用事があるんだよ……。まさかまた妙なギャグを思いついたってだけじゃないだろうな」

　ぼくは鈴すずの音ねと話がしたかったのに……。

「ああ、そう、用事です。もちろん用事があって呼んだのですよ」

　彼女はポンと手を叩たたいた。

「まぁちょっと寂しい気分がしたというのが理由の大部分で別に大したことではないのですが、とりあえずコレを観てください」

　やっぱり寂しかったらしい。お願いだから友達をつくってくれ。

　彼女が壁に備え付けられた液晶モニターを指差すと、ピッと音がして、何やら映像が出力された。リモコンが見つからないときに便利そうなテクノロジーだった。

　モニターは学園の校庭を映していた。……校庭の真ん中で寝転がって、ジタバタと手足を動かす男がいる。

「……何コレ？　隠し撮り映像？」

「二年四組の下しも島じまコースケ、通称〈トビウオのコースケ〉です。毒マムシ学園唯一の水泳部員なのですが、プールが無いので彼は廊下や校庭で泳ぐのです」

「そういえば廊下で泳いでるのを見たことあるな。だけど校庭じゃ泳げてないじゃん」

「最近泳げるようになりました。これが最新の映像です」

　彼女が再びモニターを指差すと、ピッと画面が切り替わった。

　最新の映像では、コースケはバタフライのフォームで校庭を縦横無尽にビヨーンビヨーンと跳ね回っていた。

「気持ち悪っ!?　巨大なバッタのバケモノみたい!?」

「ちなみに彼は授業の時間に泳ぎの練習をしています。泳ぐのが速すぎて見回りも捕まえることが出来ていません。あとで私がバイクで捕獲しようと思っていますがね」

「なんだって!?」

「彼は学園の方針を理解していませんし、〈授業を受けさせられている自分〉に違和感をもって溜ため込んだ鬱うつ屈くつを水泳に叩たたきつけて暴走しています。不満なのです。授業を受けないのはもちろん生徒として問題ですが、しかし彼のような人間を本当に活かそうと思ったらおしきせのカリキュラムを押し付けるよりももっと考えるべきことがあるでしょう」

「そういうことは、まったく考えていないわけじゃなかったけれど……」

　学生が社会に認められるための手段は学力だけではない。もちろんそれが王道なのは間違いないけれど……。

　だけどそれと外れた方法をとろうとしたら、とんでもない労力が求められることになる。

「まぁ、彼のためにプールを新設するのは金銭的に無理ですけどね。ただこういう生徒は彼だけじゃありません。学園の方針を理解してない人や、学力というベクトルに不満を感じている人は学園にかなりの人数います。そして彼らの大半は突飛な個性を持っています。もっと柔軟な思考が必要です。この学園は、他の学校に比べてはるかに縛りの少ない、自由な学校なのですから」

　そうなんだけど……さらに大変になるよなぁ。今でもけっこう大変だよ……。

　凛りんちゃんが職員室とのかけひきに忙しい分、そういうのを考えるのはまるっきりぼくの仕事になってしまっている。だけどこれ以上仕事を増やすのは、正直怖い。

　しかし、それにしても……ぼくは感心して江え碕ざきさんを見つめた。

「そんな『いい女だな、レイプしてえ』って目で見ないでください」

「いや、そんなことは考えてない。だけど江え碕ざきさん、ちゃんと学園のことを考えていてくれてたんだな」

「別に、ただの暇つぶしですよ。もともとヤンキーやヤクザは私の興味の対象、研究材料でしたからね」

「……会議とかにも出てくれればいいのに。こういう映像を隠し撮りしてるってことは、ぼくたちの行動も観てるんだろ？　今日言ってくれたことだって、会議の場で言ってくれればみんなにも直接伝わるしさ」

　饒じよう舌ぜつな彼女が、むっと黙り込んだ。

　なんだか誤解していたけれど、彼女もこの学園のことを思ってくれているなら、そんな彼女がぼくたちの輪の中にいないことが残念に思えた。

「こんなところに独りで籠こもってないでさ、今度会議室に来てよ。力を貸してくれ」

「……乞こわれれば参加することはやぶさかでもありませんが、色々思うところがあるわけです。私はみんなをずっと騙だましていた身ですから」

　騙すっていうと、あのアンパンスーツを着ていたことだろうか？

「そんな細かいことみんな気にしないよ。来てくれたらみんな歓迎すると思うよ」

「……さようですか」

　彼女はとつぜん自分の頬ほおをぺちーんとビンタした。

「……考えておきましょう」

　頬をりんごみたいに赤くしながら言った。

　うん、意味はよくわからないが、考えてくれるならそれでいいや。

　来てくれたらいいな。ゲロを吐いたのも無む駄だじゃなかった。

「ところでこのゲロどうしよう。掃除ロボットとかいないの？」

「そんな無駄なものは作りません。人間の手でできることをわざわざ機械にやってもらおうとするのは愚かです。吐かせたことのお詫わびとして私が後で掃除しましょう」

「天才の発言か、それ？」

「だって何でもかんでも機械にやってもらうのは簡単ですけど、そんなことしたら太っちゃうじゃないですか」

「ずいぶん俗なことを気にする天才だな」

　彼女はぐっと握り拳こぶしをつくって主張した。

「テクノロジーの力であらゆることを楽しておいて、週末になるとジョギングなどと称して意味も無くセントラルパークをぐるぐるぐるぐる無駄に走り回る現代人の本末転倒さに私は警鐘を鳴らしたいのです。なんと迂う遠えんなエントロピーですか！」

「あっそう」

　ぼくはちらりと腕時計を見た。また鈴すずの音ねと話しそびれたな。

「ところでぼくはどうやって教室に戻るの？　エレベーターとかは……」

「もちろん階段を昇ってください」

　ですよねー。



　　　＊



　往来に立ち止まった三人のコスプレ女たちは、とりあえず自己紹介をすることにした。

「私は坂さか本もと鉄てつ子こ。だが本名は気にせずキンパチと呼んで欲しい」

　鉄子が胸を張ってそう言うと、ベスとお志し津づは（なんてずうずうしい人なんだろう）と呆あきれた。呼び名も服装も無茶だった。

「私はエリザベスです」

　ベスが続いて自己紹介した。お志津は（どこかで聞いたことがある名前……）と神妙な顔をし、鉄子は「おお、外人だ」と歓声をあげた。

「私はお志津と申します」

　ベスは（どこかで聞いたことがある名前ですね……）と神妙な顔をし、鉄子は「おお、和風美人だ」と歓声をあげた。

「よし、それでは三人で仲良く学園を見学としゃれ込むか」

　鉄子は年長者らしく二人を先導するように歩き出した。

「はい、鉄子さん」「はい、坂本さん」二人は声を合わせて返事した。

「キンパチと呼んでくれ」



　坂本鉄子は二十五歳である。教師としては若いが、セーラー服が似合うほど若くはない。

　美人である。だが美人だからといってセーラー服が似合うというわけではない。彼女の成熟した肉体の起伏は、セーラー服を破きそうなほどに自己主張をし、ことその豊満な胸部にいたってはセーラーの襟元が今にもピリピリと悲鳴をあげそうだった。

　こんな無茶に耐えうるのも『コスプレショップ田た代しろ』の店主田代さんの生地へのコダワリと熟練した縫製技術のおかげだろう。

　彼女は駅前のその店で、一番スタンダードかつ目立たない女子制服を買い求めた。すると田代さんは「こいつが今一番の売れ筋」と言ってそのセーラー服を勧めたのである。「何だかよくわからないが、こいつが続けざまに売れている」

　言うまでも無く、ベスとお志津が続けざまに買ったというだけの話だった。こうして鉄子は二人とお揃そろいのセーラー服に袖を通すことになった。

　ベスとお志津はセーラー服が違和感なく似合っていたが、鉄子は違和感の塊だった。しかし当の本人は「ちょっと前まで女子大生だったのだからセーラー服を着れば女子高生に成りすますのも簡単だろう。女子高生も女子大生も似たようなものだ」などと思っていた。自分の成熟しきったパッツンパッツンボディに無自覚な彼女だった。

　その男前な性格から恋愛経験が無く、女としての自覚が徹底的に欠ける鉄子である。

　だから彼女は堂々としていた。その堂々さに、ベスとお志し津づはちょっと引いていた。

　決戦の前には戦場の下見をしなければならない――コスプレしてまで彼女が毒マムシ学園へ潜入しようと思い立った理由は、そういうことだ。

　何しろヤンキーの聖地として名高い毒マムシ学園である。生徒指導に命を賭かける彼女が毒マムシ学園に赴ふ任にんするというのは、野球少年が甲子園に行くのと同じようなものだ。

　堂々と前を歩く鉄てつ子この後ろで、ベスとお志津が会話した。

「ちょっと事情があって、今まで高校に通っていなかったんですよ。だから高校の学園生活に憧あこがれていました」

「奇遇ですね、私もそうなんです。やぁ、どんなものかちょっと楽しみですねえ」

　奇妙な会話に、鉄子は興味を惹ひかれた。……後ろの二人は何者だろう。

　嘘うそを吐いているのは確かである。だが彼女らの様子は「うしろめたい嘘を吐つく」という風ではなく、「正しいことのために嘘を吐く」という雰囲気がある。

　だったら事情を詮せん索さくする必要は無いのかもしれない。

　自分も彼女らも、自らが正しいと信じることのために毒マムシ学園にやってきたのだ。

　鉄子は不良と呼ばれる生徒であっても、自分の信念のために堂々としている人間には単純に罰則を与えるのではなく、まずはその生き方を信じてみることにしていた。彼らは彼らなりの道理を持っているのだ。それを全肯定することはできないかもしれない。だけどまずそれを理解してやらなければ、相手がこちらに心を開くことはない。



    

  
    
      



    

  
    
      　それに高校に通っていないという二人が、コスプレショップで買ったセーラー服を着て毒マムシ学園に潜入しようというのは、何だかものすごく気の毒な事情を感じさせた。

　きっとワケアリなのだろう――二人とも外見年齢よりも内面が大人びている感じもする。

　どんな理由でも構うまい。自分は仲間として、この二人を応援しよう。

　前を歩いていた鉄てつ子こが前触れもなく立ち止まって二人を振り向いた。それが急だったものだから、ベスとお志し津づはビクっと怯おびえた。

「仲良くやろうな」

　とつぜん鉄子は二人の肩に手をのせて言った。

「は、はぁ……」「……はい」

　ベスとお志津は引いた。



　やがて三人は毒マムシ学園にたどり着いた。

　校門を入ると、そこで彼女たちは奇怪なものを目にして思わず立ち止まった。

「極めた！　俺おれは極めたぞ！」

　奇声をあげながら、海パン一丁の男が校庭でバタフライをしていた。

　当の本人が「極めた」などと言っているが、確かにそれは人間技ではない。校庭の砂の上で、しかし彼はまさしくプールにいるのとまったく同様に泳いで見せているのである。驚くべきことにそれは、ちゃんと前に進んでいるのだ。バタフライということでビヨーンビヨーンと前方に跳ね飛ぶ姿は、まるで巨大なバッタの妖よう怪かいみたいでひどく気持ちが悪かった。

「モヒカンを剃そったおかげで抵抗が減ったに違いない！」

　そんなことを叫んでいるが、陸上での水泳に抵抗もクソもあるはずがなかった。

　三人がショックで硬直していると、校舎の方から砂すな埃ぼこりをあげてバイクが走ってきた。

　それはまっすぐ海パン男に向かっていき、委細かまわず減速せず、そのままの速度で、まるでその存在に気づかないかのように――海パン男の背中を轢ひいた。

「○×△□！」

　たまぎる悲鳴をあげて、海パン男は気絶した。

「じゅ、授業サボっちゃダメだゼ……」

　バケモノみたいに巨大な改造バイクにまたがる、これまたバケモノみたいに巨大な男が気絶した男の海パンを引っつかみ、校舎へと引きずっていった。

　男の海パンが尻しりに深く食い込みつつ遠ざかるのを、三人は呆ぼう然ぜんと見送った。

　ものすごい学校に来た――三人は等しくそう思った。



　　　＊



　授業が終わり、昼休みになると、風かぜ斬きり音おんとともに何かがぼくの席に飛んできた。

　慌あわててキャッチすると、それは硬球だった。運動が苦手のぼくにしてはナイスキャッチである――それには手紙が付いていた。矢文ならぬ球文だ。

　イチローの仕業だろう。どうして伝言ひとつも普通にできないのか……。教室の入り口を見ると、イチローがわずかに開いたドアの隙すき間まからこちらの様子をモジモジとうかがっていた。リアクション待ちされている!?

　目が合ってしまったが、ぼくはぷいと無視をして手紙を開いた。……手紙には、凛りんちゃんが職員会議に呼び出されたので昼休みの定例集会は中止だと書かれていた。

　ぼくはショックで目の前が真っ暗になった。別に集会が無くなったこと自体がショックなのではない。だが昼の定例集会は、凛ちゃんといっしょに弁当を食べられる貴重な時間なのだった。もちろん二人きりというわけではないけれど……。今日は気合を入れて弁当を用意したから、ぜひ彼女にも食べてもらいたかったのに……。

　ぼくはショックのあまり球を思いっきりイチローに投げ返した。そしてキレの良い動きでキャッチされた。イチローが爽さわやかな笑みを返してきたことさえ憎らしかった。

　ぼくはカバンから弁当を取り出しながら「うーん」と唸うなった。

　さて、どこで誰だれと食べようか。ここであらかじめ注意しておきたいが、ぼくが弁当をもって困っているのはいつものパターンが壊されたからであって、友達が少ないからではない。こういうとき昼休みの学生というものは、周囲から〈友達が少ない奴やつ〉というレッテルを貼はられる前に速やかに相手を見つけなければいけない。

　いや、この学園にそんな細かいことを気にする奴はいないけど。

　とはいえぼくも今まで普通の中学校とかに通っていたわけで、肉体に染み付いた癖くせは簡単には消えて無くならない。弁当をいっしょに食べる相手がいない――そんな状況を思うと全身をカっと熱くするような焦燥感にかられずにいられない！

　……とか思っていたら目の前を特攻服姿の鈴すずの音ねが横切ったので、ぼくは陸上選手のような瞬発力で彼女に飛びついた。

　こういうときに真っ先に女の子に飛びつくのはいかがなものだろう。

　軟派というか、男子生徒として恥さらしかもしれない。

　だが仕方が無いじゃないか。さすがに流りゆう一いちやイチローと弁当を食う自分はあまり想像したくなかった。

　我ながら理屈っぽい思考だが、とにかく、ぼくは叫びながら飛びついた。

「鈴音!!　弁当いっしょに食べよう!!　今すぐに!!」

　この瞬間、ぼくは性別を越えた友情の存在を信じた。

　そして鈴音は、ビビっていた。ちょっと唐突過ぎただろうか。

　しかし困惑する鈴音というのは滅多に見れるものではないので、ちょっと快感でもある。

「あー、いや、その」彼女は曖あい昧まいな言葉をもらしてから、ちらりと視線を泳がせた。

　ぼくとの間にどんな邪じや魔ま者がいるのかと思ったら、百ゆ合り地じ獄ごく団だんの面々が廊下から教室に顔を覗のぞかせていた。

「あいつらといっしょに食べる約束してるんだわ」

　ああ、だから特攻服だったのか――彼女は状況に応じてイチイチ服を着替えるのだ。

　考えてみれば、百ゆ合り地じ獄ごく団だんからしてみれば、普段は定例集会でいっしょに昼ごはんを食べられない鈴音お姉さまを捕まえることができる珍しい機会だ。

　……この場合は、さすがに彼女たちにゆずるのが筋かもしれない。二人きりでないというだけで、ぼくは定例集会でいつも鈴すずの音ねといっしょに食べているのだから。

　だが百合地獄団は教室に入ってくると、ぼくたちの脇わきでとつぜん円陣を組み始めた。その様子はもしかしてキングスライム的な合体をするのではないかと思われたが、そのままスクラム状態でひそひそと何やら相談し始めた。

　数十秒後、彼女たちは円陣を解いて鈴音に向き直った。

　代表者と思しき女の子が、さめざめと言った。

「お姉さま……今回は私たちがひきます」

「へ？」鈴音が意外そうに声をもらした。

「殿方とのこと……大事にしてくださいましっ!!」

　彼女たちはキラキラと光る涙を輝かせながら、少女漫画風に走り去っていった。

　意味がよくわからない。性別を超えた友情の勝利ということでいいのだろうか？

「まー、いっか。じゃあ食おうぜ」鈴音はケロリと言った。

　それから、「ゴンと飯が食えなくて残念だったなー」などとぼくを笑った。



    

  
    
      



    

  
    
      　ぼくは弁明しなくてはならなかった。

「ぼくだっていつも凛りんちゃん凛ちゃんと凛ちゃんのことばかり考えてるわけじゃない。鈴すずの音ねとの友情だって重く、大事なものとして捉とらえているつもりだ」

　身振り手振りを交えて、ぼくは情熱的に訴えた。

「友情なー。うん、友情は大事だ」

　鈴音は神妙な顔で頷うなずいた。

「うん友情。大事だ」

「シンタロー!!」

　不意にすさまじい大声が耳をブッ叩たたいた。

　そして腰から胸にかけて衝撃を受けた。振動で視界が揺れた。弁当を落としそうになる。

「シンタロー！　てーれー集会が無いからいっしょに弁当食べよう!!」

　廊下から教室へ一直線に走ってきて直撃したのは、確認するまでもなくお菊きくだった。大量の菓子パンを両手にもった彼女は、そのままぼくに抱きついてくる。

　さて、唐突な状況だが冷静に分析してみよう。彼女の身体からだはペッタンコなので抱きつかれた感触はけっこう硬い。痛い。ぼくのことを力一杯にギリギリと抱き締めてくるが、小柄で線が細いくせしてやたらと腕力がある。痛い。

　ふむ……ぼくの背骨的なものが折れそうだ。

　さてはこれ、サービスシーンじゃないな……。

　冷静な思考をしつつ、ぼくの脳裏にバキボキベキという破砕音が響き渡る。アウチ。これはイメージ音だがこのままだと本気で折れてしまう。

　べりっという感じでお菊が引ひき剥はがされた。

「おいこら、先生はあたしと弁当食うんだから邪じや魔ますんじゃねー」

　彼女の襟元をひっつかんで引き剥がしたのは、鈴音だ。お菊は不満げな顔をした。

「なんでだよー。シンタローはボクと食べるんだよー！」と、手足をジタバタさせる。

「そもそも先生の方からあたしに食おうって言ってきたんだぜ」

「それはその場にたまたま鈴音がいたからだろー！　近くにいるからこいつでいいやって程度のもんじゃんかよー！」

「とにかくあたしが先着だ」

「先着ってバーゲンとかそういうのじゃないんだからさあっ！」

　唇を尖とがらせるお菊に対して鈴音は、何となく雰囲気を変えて強い口調で怒鳴った。

「あたしは前々から先生と弁当のおかずのとっかえっこする約束をしてたんだからな！」

　それ冗談じゃなかったの!?

「な、なんだよそれー！　そんなのよりボクとヨーヨーについて語らいながら食べた方が楽しいよ!!」

　……鈴音といっしょに食べた方が楽しそうだな。

　とか思っていたら、お菊の瞳ひとみに涙が浮かんで「う～！」とうなった。これには鈴音もたじろいで「ひ、卑ひ怯きようじゃねーか」ともらした。

　ていうか何だよこれ!?　何でケンカみたいになってんの？

「三人で食べればいいじゃないか」

　ぼくがポツリと主張すると、二人はピタリと言い争いを止めた。

「それはまぁ、そーだが、今さら、なんつーか……」鈴すずの音ねが気まずそうに言いよどみ、

「……うー」とお菊きくがコクリと頷うなずいた。

　鈴音がポカっと自分の頭を小突いた。

「まったく、あたしは何を必死になってるんだか……」



「……そういえば二人とも自分で弁当つくってるんだっけ？」

　片手でチョココロネをパクつきながらお菊が言った。

　ちなみにもう片方の手にはメロンパンを携えていて、はたで見ていると栄養バランスについて説教をしたくなる。

　ぼくと鈴音が同時に頷くと、お菊は「一口ちょうだい！」と鈴音の弁当に手を伸ばした。

　鈴音の弁当はごく平凡なハンバーグ弁当である。ハンバーグにポテトサラダやニンジンのグラッセなどが添えられていた。

　お菊は鈴音から箸はしを奪うと、容赦なくメインのハンバーグを食べた。

「美味い！」

「勝手に食うんじゃねーよ！」

　だが一口と言わずお菊は次から次へとおかずに手を伸ばす。

「何だこれ美味い！　これも美味い！」

「てめー、食い過ぎだ!!」

　お菊は弁当箱にそっとチョココロネのシッポを入れた。

「これあげる……」

「いらねーよ!!」

　その様子を見て、ぼくも鈴音の弁当に対して興味心がもたげた。

　まぁ、まさかぼくが作る料理より美味いということはないだろうが……。

　メラメラと燃え上がるこの気持ちは、もはや興味の範はん疇ちゆうではないかもしれない。

「鈴音、ぼくにもちょっと一口ちょうだい」

「これ以上とられたらあたしの分が残らねーよ」

　鈴音は涙目で答えた。

「ぼくのおかずあげるから。とっかえっこということで」

「まぁ、そういうことなら……」

　彼女は照れくさそうに頬ほおをかいた。それに対してぼくは血走った目で彼女の弁当を見下ろした。ふむ……やはりどれも珍しくもない料理だ。

「おう、うめー」

　ぼくの対抗心をよそに、鈴すずの音ねはぼくの〈本格フレンチ弁当三段重ね〉を食べてのほほんと感想をのべた。ついでにお菊きくもぼくの弁当を勝手に食べているが放ほうっておく。自分で作っておいてなんだが、三段も食えん。だが食べた分の代わりにメロンパンのカケラを弁当に突っ込むのは止めてほしい。

　ぼくは胸のうちにめらめらと炎を燃やしつつ、ゆっくりと彼女のハンバーグを取った。焼き加減は上等、弁当に詰められて時間が経過していてもなおふっくらと柔らかい。冷めているにもかかわらずソースの香りも芳しい。だがぼくは肉質が白っぽいことを見抜いていた。牛肉よりも豚肉の割合がかなり多いのだ。ぼくは勝利を確信して笑みをもらした。

　そしてゆっくりと緊張感をまといながら、料理を口に運んだ。

「どーだ？」

　ぼくはポロリと箸はしを手から取り落とした。味付けの加減、焼き加減、そういったすべてのバランスが完かん璧ぺきだ。ぼくの鋭敏な舌をもってしても隠し味の正体がつかめない。……彼女の調理の腕は卓越していた。ここには素材や調理法に驕るような気持ちはカケラも無い。謙虚にして芳ほう醇じゆん。齢十六にしてすでにオフクロの味という域に達している……！

　ぼくは料理を通して人間性を糾弾されたような気分になって、がっくりとうな垂れ、敗北宣言をした。「美味い！」

「そーか、よかった」

「ぼくの負けだ……」

「そーか？　先生のこれとこれとかうめーぞ。なんて料理か知らねーけど」

「それはカツオ叩たたき風アンチョビソースマリネと長なが茄な子すのバルセート風味温度卵ソース」

「名前聞いてもよくわかんねーや。でも弁当向けの料理じゃねーかも」

　ぼくは、高級料理のレシピに溺おぼれて弁当の本質を見失っていたということか……。

「しかし鈴音はどうしてこんな料理を？　素人しろうとの域じゃないぞ」

　お菊がモシャモシャとぼくの弁当を食いまくっているのを捨て置いて、ぼくは鈴音に問いかけた。

「いや、先生の方がよっぽど素人料理じゃねーと思うけど……。あたしは今、居い候そうろうしてっから料理ぐれーしねーと。それに、バイト先も小料理屋だし」

「へえ、バイトなんてしてたんだ。……居候？」

「あー、うん。色々あんだよ」

　語りたくなさそうに視線をそらしたので、ぼくは深く追及することができなかった。

「あ、そういえば、朝の休み時間に何か言おうとしてなかったっけ？」

　すっかり忘れていたけど、何か深刻そうだったはずだ。

「あ、ああ。そうなんだけど、今ここじゃ……」

　ちらりと彼女はお菊を見た。ぼくだけに言いたいことであるらしい。

　そしてふと気がつくと、ぼくの弁当箱はメロンパンで埋まっていた。
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「それではお志し津づさん、鉄てつ子こさん、学園を観てまわりましょうか」

「はい、そうしましょう。わぁ、何だかワクワクしてきましたね」

「キンパチと呼んでくれ」

　セーラー服の三人娘は授業中の校舎へと歩みを進めた。

　そこには予想外の静寂が待ち受けていた――廊下に人影は無い。不良たちの痴態もどこにもない。新築校舎の清潔さとあいまって、まるで神殿のように厳おごそかな静寂だった。

　三人は授業中の教室に近づいて、恐る恐る中を覗のぞき見みた――

「それでは黒板に図説したピラミッドのような、生物群集の捕食するもの、されるものの関係を俗に何と呼ぶか、漢字四字で答えてください」

　食物連鎖についての授業のようだ。

「二番、安あん藤どうくん」

「弱肉強食」

「いっそ正解にしたいほど惜しいけれど違います。三番、石いし垣がきくん」

「焼肉定食」

「先生もそう答えてくれるのを期待していました。違います。四番、ガリクソンくん」

「読よみ売うり巨きよ人じん」

「先生も金の力でスター選手をかき集めるあの球団のやり方は嫌いです」

　――その授業風景に、三人は顔を見合わせた。ベスがはしゃいだ声で言った。

「あ、私これに似たやりとりをラノベで読みましたよ！　本家の方が面白かったけど。さてはこの授業、壮大なパロディですね。ちなみにタイトルはバカとテストと……」

　嬉き々きとして作品語りをしようとするベスの口を、お志津が素早く塞ふさいだ。

「声が大きいです、色んな意味で」

「……しかしこれ、中学校レベルの内容だぞ。ここ高校だったよな」

　鉄子が不審げにクラスを観察すると、あろうことかそこは三年生の教室なのだった。

　――しかし実はこれでもマシになったのである。ほんの数週間前まで彼らの学力レベルが小学生程度であったことなど、三人は知る由もない。

　レベルは低いが、しかし生徒たちはみんな真剣である。むしろ生徒たちの熱気に教師の方が圧おされている感がある。

　――何としても教師の問いに答えてやる。不退転の決意に燃えた生徒が挙手をした。

「先生、スーパーひとしくんをお願いします」

　それにしても……どうしてみんなして大昔のヤクザみたいな着流し姿なのだろう。

　三人組は教室を後にして、次に職員室を覗いた。そこは五時間目の授業中にもかかわらず職員会議中だった。昼休みにやっていた会議がヒートアップしすぎて長引き、授業のある教師だけが抜けて延長しているという様子だった。

　だが会議の中心にいるのは教師ではなく、一人の生徒だった。和服を着た美しい女子生徒が、単に美しいだけでなく凛りん然ぜんとした活気を放って大人たちを圧倒していた。教師たちは彼女の意見に対して、へどもどしていた。

　しかし授業中だというのに授業ではなく職員会議に参加しているとは、彼女はいったいどういう立場なのだろうか。

「何だかおかしな学校ですねえ」ベスはため息をついた。

「ですが、思いのほかにマジメな学校のようです」

　そう言うお志し津づに、「いやいや待て待て」と鉄てつ子こが首を振った。

「学校の善よし悪あしは屋上見ずして語るなかれ」

「「屋上？」」ベスとお志津は声をあわせた。

「そう、屋上。屋上こそが不良生徒の聖地。そこを見ずして結論を付けるのは早計だ」

　鉄子はくいっと屋上に親指を向けた。

　そして三人組は、今度は四階建て校舎の屋上を目指した――五時間目の授業が続いているこの時間にそこに生徒がいるとすれば、それはサボりということだ。

　屋上への鉄扉は、何か禍まが々まがしい気配を発しているように思えた。鬼が出るか蛇が出るか、ズッシリと重いそれを、三人は力を合わせて押し開けた。鍵かぎはかかっていなかった。よく見ると、鍵が壊された形跡があった。

　ズッシリとした抵抗は、風が吹いているせいだった。

　扉を開けると、明るい陽光と共に風が入り込んできた。

　踊る髪を押さえながら、三人組は見た――広々とした屋上を、しかしところ狭しとばかりに古式ゆかしいウンコ座りするヤンキーの群れを！　彼らはみんな天に届けとばかりにモヒカンを伸ばし、肩にトゲトゲのついた革ジャンを羽織っていた！

　鉄子の言うとおりだった！――そこは新しい学園の方針についていけない番長派ヤンキーの残党が集うスラムだったのだ！

　暗い、淀よどんだ色をたたえた瞳ひとみが、いっせいに屋上入り口に立つ三人組に向いた。

「女スケか」

「見回りかと思ったぜ、ビビらせやがって」

「……おい、でもこいつらハクくね？」

「ああ、ハクい女だぜ!!」

　ベスは首を傾げた。

「日本語はアニメや漫画でけっこう勉強したつもりですが、言っている意味がわかりません」

「ああ、かなりローカルな方言だからな。それより、二人とも下がっていろ。こいつら並の不良とは比較にならないオーラをまとっていやがる」

「オーラですって？」

「私ほどのエキスパートになると、見ただけでも不良の格がわかる……こいつらは誰だれ一人をとっても他よ所その学校なら転校して初日で番をはれるほどのヤンキーだ！　日本最大のヤンキー学園は伊だ達てじゃない!!」

「へへへ、嬉うれしいこと言ってくれるじゃん、お姉ちゃん」

　ふらりとヤンキーの一人が鉄てつ子こににじり寄った。

「褒ほめてねえよ、バカヤロウ！」

「ぐえっ!?」

　にじり寄ったヤンキーを、鉄子は鮮やかに殴り倒した。

「……こんなところで青春の無む駄だ遣いをしやがって。おまえ、本当は誰だれかに叱しかられるのを待ってたんだろ？　誰かに殴ってもらえるのを待ってたんだろう？　これからは、私が殴ってやるからな」

　倒れ伏すヤンキーを見下ろしながら、鉄子は嬉しそうに言った。

「……いや、そんなもん待ってねえけど」

「まだ素直になれないかっ！　先生は悲しいっ！」

　鉄子は獣のように倒れるヤンキーに躍りかかり、その両足をつかんで、自分の右足をヤンキーの股また座ぐらに添えた。

「ま、まさかあいつっ!?」怯おびえを含んだ声が、周囲のヤンキーたちからもれた。

「これは……愛のムチだ！」

　鉄子の右足が凄すさまじい勢いで振動し、ヤンキーの股こ間かんを激しく刺激した。

「ぎゃああああああああああっ!!」

　それは削さく岩がん機きのように激しい電気アンマだった。屋上に悲鳴が響き渡った。

「どうだどうだ、オラオラここが前ぜん立りつ腺せんかコノヤロウ！」

「ギャアアアアアア！　いた、痛キモチイイイイイイイイ!!」

「素直になる気になったかコノヤロウ!!　素直になるまで続けるからな!!」

「らめ、らめええええええ！　こ、股間が熱いのおおおおおお！　削られちゃう、大事なところ削られちゃううううううう!!　これ以上やられたらおれ、おれ素直になっちゃうううううううう！　ひぎいいいいいいいいいいいいい！！！」

「青春を清く正しく過ごす気になったか！　なったなら先生に誓え!!　録音してやるから!!」

「誓うっ、誓いましゅうううううううううう！　先生には逆らいましぇえええええん！　ん……んあああああああああ!!　なにかくる、ビッグウェーブがくるううううう!!」

　ガクリとヤンキーは気絶した。

「更生完了」のっそりと鉄子は立ち上がった。その顔は妙にツヤツヤしていた。

「な、なんて奴やつだ……」

「あ、あんなムチムチ美人なお姉さんに、あ、あんなことされたら……ゴクリ」

「天国のような地獄を覗のぞき見みた心地だぜ……！」

「あの女に手を出すのは危険だ！　両りよう脇わきの若い方の女に行くぞ！」

　ヤンキーたちが、今度はベスとお志し津づに殺到した。

「あ、おまえら卑ひ怯きようだぞ！　二人とも屋上から逃げろ!!　それに私だってまだ若い!!」

　だがベスとお志津は逃げようとしなかった。

　怯おびえた様子を微み塵じんも見せず、彼女たちは迎え撃った。

　ベスは懐から携帯ホウキを取り出した。懐にも収まる穂先だけの手軽なものだが、彼女が片手で振ると長い鉄製の柄が伸びて、それをまるで剣術のように構えた。

「メイドスラッシュ！」

　説明しよう。メイドスラッシュとは掃除をサボるメイドが一人でホウキを振り回してチャンバラ遊びをしているうちに剣理を修めた必殺剣である。

　必殺剣を受けてヤンキーが吹っ飛んでいった。

「あの女もやべえ！　こっちの大人しそうな方を狙ねらえ！」

「汚物は消毒だ！」

　ヤンキーたちはぐるりと方向転換してお志津に向かっていった。

　だがお志津は懐から一いつ升しよう瓶びんを取り出した。

　何のつもりかと困惑しつつ迫ってくるヤンキーの前で、彼女は酒をラッパ飲みした。

　そして顔の前にライターの火をかざした。

　勢い良く口から酒の霧を吹くと、それは猛たける炎に変わった。

「伊い賀が忍法ファイヤーブレス！」

　説明しよう。伊賀忍法ファイヤーブレスとは決して人に向かってやってはならない宴会芸である。

　ヤンキーたちは炎の渦に包み込まれて、数人まとめて消毒された。

　か弱い女かと思われた三人がいずれも一筋縄ではいかない相手だとわかって、ヤンキーたちはたじろいだ。

「エリザベス……そういえば聞いたことがあります」

　ベスと背中合わせになりながら、お志津がつぶやいた。

「私のことを知っていますか」

「メイド業界であなたを知らない人間はいません。商社社長の五十嵐いがらし家当主、五十嵐龍りゆう拳けんが中ちゆう東とうに出張したときに現地で雇い、そのまま日本にメイド兼ボディーガードとして連れ帰った元傭兵。あらゆる重火器と武器格闘術の扱いに長たけた人間凶器、まるで漫画みたいなメイドだと」

「……そうですか。私もあなたのことは聞き及んでいます。権ごん田だ原わら家当主、権田原藤とう三さんが家政婦として雇っている伊賀忍者の末まつ裔えい、ご主人様のために陰で家事はもちろん諜ちよう報ほう活動までこなす、まるで市いち原はら悦えつ子こみたいな家政婦だと。……ニンジャを家政婦に雇っちゃうなんて、田舎いなかの金持ちの考えることって怖いですねえ」

「あなたにだけは言われたくありませんし、市原悦子は忍者じゃありません」

「今日ここにやってきたのは……権田原さんちのご主人様の命令を受けて、保護者代理として授業参観といったところですか」

「まあ、そんなところです」

　鉄てつ子こは「え？　え？　何それ？」といった表情で、二人を交互に見た。

「……私のことは知ってたりしない？　坂さか本もと鉄子。二十一世紀のキンパチとして教育業界では知らない人間がいないんだけど」

「え？　知りません」「存じません」

　鉄子はしょんぼりとした。

「だが、どうやら二人とも心配はしなくていいようだな」

「戦えないメイドは日本では二流ですから」

「同感です……ひっく」

　お志し津づは酔っていた。



　　　＊



　五時間目の授業が終わった。ぼくはもう辛抱たまらんと思った。

　凛りんちゃんに会いに行こう。忙しいようなら顔を見るだけでも構わない。

　なんでこんな麻薬中毒者みたいに思い詰めているのか我ながらよくわからないが、そもそもぼくは凛ちゃんを追ってこの学園に転校してきたほどの男だ。凛ちゃんといっしょにいることはもはやぼくのアイデンティティーと言ってもいい。

　このよくわからなくも崇高な気持ちは、女の子の尻しりを追っかけまわす情けない男といったナンパな感情とはまったく別種のものなので、そこらへんは勘違いしないでもらいたい。

　そんなわけでぼくは崇高な気持ちのおもむくままに、勢い良く席を立った。

　が、そんなぼくの前にナンパな男が立ちはだかった。

「待て、五十嵐いがらし。おまえに用がある！」

　ガラっと勢いよく教室の扉が開いたかと思うと、その男は天高く舞い上がり、スピンしつつぼくの机の上にウンコ座りで着地した。

　ミシっと机から破滅の音がした。なんということだろう、どうでもいい男のどうでもいい登場演出のせいでぼくの机が危機に瀕ひんしている……。

　ぼくの前に立ちはだかった、いや、座りはだかったのは神かみ風かぜ流りゆう一いちだった。

「何だよ、ぼくは忙しいんだ」

「どこに行くつもりだ？」

「凛ちゃんに会いに」

　ぼくはいっそ男らしく宣言したが、彼は怒り出した。「俺おれにケンカを売ってるのか！」

「ケンカってどういうことだよ。何でおまえが怒る筋合いがあるんだ？」

「いいから、まあ座れ」

　流一がぼくの机をぽんぽんと叩たたくので、しかたなくぼくは席に座りなおした。

「いいか。怒る筋合いならある。まあ聞け。俺おれが凛りん子こに惚ほれていたのは知っているな？」

　ぼくは頷うなずいた。しかし机の上でウンコ座りした人間に見下ろされるというのは異質な風景だ。ものすごく謙虚な気分にさせられる……。

「だが俺は、凛子から手を引いた。おまえのせいで諦あきらめざるを得なくなったのだ……」

「え？　ぼくのせいなのか？」

「そうだ、おまえのせいだ！」

「何で？」

「それを俺の口から言わせようとは！　辛抱たまらん！　ケンカを売ってるのか!!」

　わけわかんねーよ……。

「俺はおまえのせいで凛子を諦めざるを得なくなったのだ！」

　流りゆう一いちはバンバンと激しくぼくの机を叩たたいた。そろそろ壊れるぞ……この机。

「だからおまえは俺に対して責任をとらなければならない！　わかるか!?」

　ぼくは勢いに圧おされて頷いた。

　流一が凛りんちゃんに寄せていた想いは本物だ。ぼくのせいで彼がその想いを諦めざるを得なくなったというなら、やはり多少の罪悪感はあった。諦めた理由はよくわからないが。

「よし、わかったか」

　流一は満足げに鼻息を噴いた。

「そういうわけで、おまえには俺の新しい恋愛を手伝けしてもらう」

「恋愛の手助け？」

「そうだ。いいか、見ての通り俺はイケメンだ。しかも強い。つまり非の打ち所がない」

　流一はぼくの机の上で、ビシっとキメポーズ（Ｍ字開脚）をとった。

　ああもう、いっそ壊れないかなこの机……。

「なのに、奇妙なことに彼女いない歴＝年齢だ。何な故ぜだ？」

「知らん」

「やり方が不ま味ずかったのだ！　俺自身に問題がないなら、恋愛へと到るまでのアプローチに問題がある。そこでおまえの協力を仰ごうというわけだ。おまえはこれより俺の恋愛のための参謀となれ」

「参謀……だって？」

　ちょっとカッコイイ響きじゃないか。クールな頭脳派で、熱くなりがちで放ほうっておけない誰だれかさんのピンチを鮮やかに助ける役どころ。なるほど、ぼくにふさわしいぞ。

　思わずその気になっていると、流一がポンとぼくの肩を叩いた。

「頼りにさせてもらうぜ」

「ふっ、任せておけ」ぼくはクールに鼻の下をこすった。

「これよりおまえのことは、ラブ軍師☆孔こう明めいと呼ばせてもらおう」

「ダサっ!?　おまえのセンス最低だな!!」

「☆がカッコイイだろう!?」ギャキィッ！（セリフに対するイメージ効果音）

「そこが致命的だよ！」

「女ウケはいいんだ」

「むしろ女をバカにしてる感じがするよ！」

「うるせー」

「それ参謀に一番言っちゃいけない言葉だろ!?」

「落ち着け孔こう明めい、話を進めるぞ」

　バカに落ち着けと言われるとどうしてこんなに腹が立つんだろう。

「じゃあ、話を進めるとして……それで、おまえが新しい恋愛を始めたい相手っていうのは誰だれなんだよ」

　まさか鈴すずの音ねやお菊きくや江え碕ざきさんじゃないだろうな。

「まだ決まってない」ビシっと流りゆう一いちは言った。

　それから教室を見回した。「誰にしよう……」

「ああ、そういえばおまえはそういう男だよな……」

　数週間前のあの事件の後、この男は新しい愛を探す旅に出た。

　しかしそんなわけのわからない長期欠席を認めるわけにはいかないし、四天王のみんなには新しい学園のために協力してもらいたかったので、ぼくと凛りんちゃんは彼を追いかけた。

　彼の足取りを追うのは難しいことではなかった。

　彼は銀色の例のスーツを着て、道行く女性を片っ端からナンパしていたからだ。

　最終的に彼と再会した場所は交番だった。長い旅路の果てに、彼は警察に補導されていたのだ。そこで、ぼくと凛ちゃんは学園へ戻るように説得した。

　流一はあっさりとそれに従い、権ごん田だ原わら組の幹部となることも快諾した。

　何な故ぜあっさり従ったかというと――学園が平和になったことにより、今まで不登校状態だった一般生徒が再び登校するようになった。それによって女子生徒が飛躍的に増えた。この事実を、凛ちゃんが伝えたからだ。

　確かにこの男の凛ちゃんへの想おもいは本物だった。しかしそれは凛ちゃんが学園で一番の美少女だったからというだけで、美人であったらわりと誰でも良いのだ。

　どうしてこんな奴やつの恋路を手助けしなきゃならないんだろう……。

「どんな感じの子がいいんだ？　とっとと対象を絞っておまえの恋愛を終わらせよう」

「建設的な意見だぞ孔明。まぁ終わりじゃなくて始まりだがな。……うーむ、そうだな」

　流一はとつぜんうつむいて、両手で頭を抱えた。

「む、むぅ、きた、降りてきたぞ、イメージが！　電波が!!」

「大丈夫かおまえ」

「みえた！　……大人しげな外見だけど、それに似合わず酒をラッパ呑のみするような和服姿の少女がいい」

「いやに具体的だな……まぁそれが第一候補として、他には？」

「うむ。インスピレーションが湧わいてきたぞ。活発でお茶目な性格のアニオタでホウキを持って暴れだす金髪メイド服のロリ系少女が良い」

「……それは心当たりがないではないけど、他には？」

「パッツンパッツンなナイスバディで白衣を着ていてちょっとＳッ気があって電気アンマが得意なお姉さん」

　ぼくは流りゆう一いちの頭を叩たたいた。「具体的すぎて逆に探しづらいわ!!」

　とか何とか言っていると「先生、流一さん、大変です！」と、生徒が駆け寄ってきた。

　割と古株のヤクザだ。いちいち顔を覚えているわけじゃないが、髪の毛の生え具合でわかる――新入りはみんなモヒカン剃そりたてでツルッパゲだから。

「どうしたの？　ついに他校のツッパリ集団がカチコミしてきた？」

　絶対いつかそういう展開がくると思う。北関東番長連盟とかそういうの。

「いえ、そういうわけじゃありやせんが……屋上でケンカ沙ざ汰たのようです。妙な物音がするって報告がありやす」

「ケンカ？」それからぼくは流一を見た。

「見回りでは何か異常はあった？」

「知らん」

「知らんって……何でだよ」

「だって屋上は立ち入り禁止ではないか」

「バカか。だからこそ変なのがたくさん溜たまるんじゃないか」

「バカとは何だ！　だってだって立ち入り禁止なんだから立ち入るのは禁止だろう！　俺おれたちだって立ち入っちゃいけないんだからしょうがないだろう！」

「見回りぐらい立ち入ったって構わないよ！　ぼくたちはちゃんと鍵かぎも管理してるんだから！　大丈夫だろうな、鍵とか壊されたりしてないか？」

「見回ってないから知らん」

「ああもう！　とりあえず行ってみよう!!　これでやっと男同士の会話シーンも打ち止めだ！　長すぎだろこれ」

　慌しくぼくたちは教室を駆け出し、ヤクザが「いってらっせえ」とハンカチを振った。
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　三人の女を取り囲んで、ヤンキーたちは立ち竦すくんでいた。うかつに飛び出した者は、あっという間に腰砕けにされたりブッ倒されたり黒コゲにされたりした。

　ヤンキーたちは、とあるヤンキーご用よう達たしの少年漫画雑誌の人気漫画に描かれていた理屈を思い起こした――同時に四方の敵を倒せれば、全世界の六十億人とケンカしても負けはしない。いくら人数がいたところで、同時に襲いかかれるのは四人が限度だということだ。疲労だとかスタミナが一切考慮されていない理屈だがそこらへんは気にしないで欲しい。そういう漫画なのだから……。

　だが自分たちはすでに四方からかかって、あっさりと返り討ちにされた。つまりこの三人組と自分たちには、人数で埋められないほどの実力差があるということだ。

「お待ちください！」

　ヤンキーたちの群れから、一人の男が飛び出した。

　その男の目は細く吊り上がり、口元がくちばしのように尖とがっている。狐きつねみたいな男だった。暴力的なヤンキーとはちょっと違った雰囲気だ。

「何だおまえ？」と鉄てつ子こがたずねた。

「はい、私はこの集団を取りまとめている黒くろ川かわ骨ほね夫おと申します。お三方の凄すさまじい実力を目にいたして慌あわてて飛び出した次第でございます。というのも、どうか聞いてくださいませ。このヤンキーどもがこんな屋上で青春の無む駄だ遣いをしていることには、聞くも涙、語るも涙の理由がございますのです。お三方は、権ごん田だ原わら組という集団をご存知でしょうか？」

　骨夫はしくしくと泣きながら、いかにも哀れみを誘うような仕草で言った。

「知らないが？」鉄子が答えた。三人のうちでその名前を知っているのはベスのみだ。

「権田原組とは、この学園をメチャクチャにしているヤクザ集団でございます」

「ヤクザだって!?」「ヤクザですって!?」鉄子とお志し津づが驚きの声をあげた。

「はい、彼らはリーダー格の権田原凛りん子こを中心に、学園に自分勝手なルールを敷き、それに従わない者を迫害しているのです。私たちもついにその暴力によってこの屋上まで追いやられてしまったのです！　私たちも本当は、マトモに学校生活を送りたかった!!」

「何ということだ！」鉄子は義憤の声をあげた。「私も色んな学校を見てきて、色んなヤンキーのグループと戦ってきたが、学校にヤクザがいるなんて初めてだぞ!?」

　そりゃそうだ。

「権田原組とは名前だけ聞いたことがありましたが、悪い集団なのですか」

　そう問いかけたのはベスである。骨夫はしくしく泣きながら答えた。

「悪も悪、極めつけの悪、悪の枢軸でございます！　今世界が不況に陥っているのは彼らがインサイダー取引によって株式市場を混乱させたからです。その性根は極めて残虐で、子供がぺろぺろキャンディをなめていたら奪い取って泣かさずにはいられず、ブロッケンジュニアのお父さんが歩いているのを見かけたらキャメルクラッチで胴体を真っ二つにして死体をこねてこねてラーメンにして食べずにはいられません。弱い人間を痛めつけて私腹を肥やすのが大好き。彼らがいなくなれば世界のジニ係数（社会の不平等さを測る指標）がバツグンに改善されて世界から貧困が無くなり完全平和が実現するでしょう」

「わかったぞ！」とつぜん鉄子が大声で叫んだ。その目には涙が浮かんでいる。

「つまりおまえはこう言いたいのだな。私たちがおまえたちを率いるリーダーとなってその権田原組を潰つぶせと！」

「ご明察でございます！　どうか、どうか私たちにお力を!!」

「協力するぞ！　必ずや学園に平和を取り戻し、おまえたちを更生させてみせる!!」

　鉄子は瞳ひとみに浮かんだ涙をぐしぐしと拭ぬぐった。ものすごく単純な人間だった。それゆえに不良から信頼されることも多いのだが……その後ろでベスとお志し津づは顔を見合わせた。

「権ごん田だ原わらさんちの家政婦としては、今の話はどうなんです？」

「ひっく。凛りん子こさんはそんな子じゃないです。ですが……私は凛子さんのオトコトモダチをみな成敗するよう命令を受けています。どうやら権田原組を潰つぶせば、必然そういうことになりそうです。ひっく」

「なるほど……だったらちょうどいいわけですね」

「五十嵐いがらしさんちのメイドはどうなさるのです？　立ち位置がよくわからないんですけど」

「そうですね……シンちゃんはどうやら権田原組と関かかわっているようで、ご主人様からその正体を調べるよう命令されたのですが……」

　ベスは眉み間けんにしわをよせた。日ごろは悩ましい表情とは無縁の女である。

　彼女は近ごろ真しん太た郎ろうが勉強をないがしろにしている風なのを思い出していた。机に向かう時間は変わっていないが、何やら勉強とは違うことをしている様子なのだ。

「……〈ヤクザごっこ遊び〉みたいなのは不愉快ですね。東大に行くシンちゃんにそんなことをしているヒマは無いはずです」

「では潰しましょうか」

「そうしましょう。ではチーム名は反逆組織『デラーズ・フリート』ということで」

　などとやっていると、屋上の扉の向こうから何やら不穏な声がした。

「わ、本当に鍵かぎが壊されてるじゃないか！　しかもこれ、そうとう前からだぞ。どうしてこんなのをずっと放置してるんだ!?」

「そりゃあ、立ち入り禁止だからだろう。俺おれたち、立ち入らなかったモン」

「『モン』じゃないよバカ。こりゃ間違いなく溜たまり場にされてるぞ」

「いいから早く開けろ孔こう明めい」

「いやだって、ちょっと緊張するじゃないか。うわぁ、怖ぁ。やっぱりおまえ先行けよ」

　その声に、ヤンキーたちはどよめいた。

「見回りだ！　見回りがきやがった!!」「ついにきやがったか！　……普通、まっさきにここに来るよなぁ」「あいつらも存外バカだな」「そんなことより逃げねえと！」「逃げろったって逃げ道なんてねえよ、屋上だぞここは！」「しかもあの声は四天王の神かみ風かぜだぜ!?」

　四天王が来た！　その事実にヤンキーたちがみんなそろってガタガタ震えだした。

　その過剰な反応に、ベスは首を傾げた――四天王？　ここまでビビらなくちゃならないほど恐ろしい奴やつらがいるのか？

　重々しい音を立てて、鉄扉が開かれた。そこに立っていたのは、五十嵐真太郎と神風流りゆう一いちだ。二人はヤンキーの群れを目にして目を剥むいた。

　それに対して、ヤンキーたちの顔面も蒼そう白はくである。……どうしてたった二人を相手にこんなに恐怖しているのだろうと、ベスは首を傾げた。シンちゃんは戦力じゃないから、問題はあの派手な男の方だ。

「では、あの派手な男を倒して突破口を開けばいいんですね」

　そう言って、ベスは一団から前に出た。

　次の瞬間、ベスはすでに両者との間合いを詰めていた。

　真しん太た郎ろうと流りゆう一いちがギョッとしたのは、その動作がまるで見えなかったからだ。

　速くてよく見えなかったというレベルではなく、虚を突かれたというだけでもなく。

　完全に視界から姿が消えていた。

　まるで一流のメイドや使用人が、用事の無いときは完全に気配を消しているかのように。

「メイドスラーッシュ！」

「ぐああああああああ！　だが、俺おれは美少女には手を出さん！」

「メイドスラッシュ！　メイドスラッシュ！　メイドスラーッシュ！」

「ぎゃああああああ、ぎゃあああああああ、ぎゃあああああああ!!」

　屋上に流一の悲鳴が響き渡った。

「見ろよ、あの神かみ風かぜのＨＰがすでにゼロだぜ！」

「今のうちに退散だ!!」

　神風が倒れると、ヤンキーたちの群れはいっせいに屋上の出入り口に殺到した。

　ヤンキーの群れに真太郎が弾はじき飛ばされた。その動乱のさなか、真太郎は尻しり餅もちを突きつつ、ようやく気がついた――セーラー服姿だから気づくのに時間がかかったのだ。

「おまえ……ベス!?　べぶっ！」

　返事代わりに、何やら小包が飛んで来て真太郎の顔を直撃し――それを払いのけて再び屋上を見回したとき、そこにはすでにヤンキーも三人組の女たちも残っていなかった。

　小包の中身は小さくたたまれた学生服だった。
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「流一、流一！　大丈夫か!?」

　ぼくは倒れ伏す流一を思い出し、慌あわてて駆け寄った。

「こ……孔こう明めい……蒼そう天てんすでに死す……」

「どうした流一、遺言か!?　聞くぞ!?」

「孔明……惚ほれた……」

「はぁ？」

「新しい恋愛の相手……今ここに定まったり!!」

　ボロボロだったはずの流一が、バネ仕掛けのオモチャみたいに勢い良く立ち上がった。

「惚れたって……あの三人の誰だれに？」

「全員だ!!」

　イヤッホー！っと流一は屋上でびよーんと飛び上がり、ぼくは事態がさらに面倒くさそうになったことに頭を抱えた。



    

  
    
      


　三章　気の進まない宿題ホームワーク





「あれ、シンくん着替えたんだ？　その学生服どうしたの？」

「……まぁ、色々あって」

　くそ、忘れ物を届けるなんて保護者的な行動をしやがって、ベスの奴やつ。ぼくはすでにバスローブで今日という一日をまっとうする決意を固めていたというのに……！

　そうだ、色々あったといえば、凛りんちゃんに色々報告しなくちゃいけない。

　あれから時間は過ぎて今はもう放課後になった。放課後の会議室――権ごん田だ原わら組での集まりで、ぼくはようやく凛ちゃんに再会できた。実に六時間ぶりである。

　本当はもっと情の通った会話を楽しみたいところだが……やはりそれよりも先に屋上でのケンカ騒動を話さなければならなかった。

　ぼくは屋上の扉の鍵かぎが相当前から破壊されていたらしいこと、そこでケンカがあったらしいこと、自分と流りゆう一いちが駆けつけるとケンカはすでに終わっていて、番長派ヤンキーの残党と目される連中と三人組の女がいたこと、流一が三人組の女に惚ほれたこと、そしてその女の一人はぼくの実家のメイドであったこと――などを話した。

　凛ちゃんは「？？」と言った顔で首を傾げた。

「つまり、どういうこと？」

「さあ、実はぼくにもさっぱりわからない」

「つまり――シンくんはメイドが好きなの？」

　ぼくはズッコケた。

「何でそうなるんだよ！　メイドなんてのはぼくがもっとも憎悪する人種だっ!!」

　ぼくの反論の勢いに、凛ちゃんは「たじっ」とした。

「だってわざわざ雇うぐらいだから、それぐらいメイドが好きなのかと……なんかそういうの、男子の間で流行ってるっていうし。そ、それに女ヤクザなんかよりもその、よっぽどかわいいのかと……」

　凛ちゃんがそんなことを言うと、それに反応してあたりにいたヤクザたちが「ふぬおおおおっ！　メイドさん萌もええんっ！」と奇声を張り上げて転がった。うるせー！

「言っておくけどなあ！　現実のメイドなんてそんなに良いもんじゃないぞ！　死んだ母さんの代わりのメイドだけど、たいして年も違わないくせに保護者ヅラされるなんて最低なんだからな！」

　――しまった。

　失言に気がついて、ヤクザたちから凛ちゃんに目を向けた。

　ああ！　死んだ母さんなんて湿っぽいワードを出したせいで、凛ちゃんの表情が見る見るうちに湿っぽくなっていく!?

　凛りんちゃんは勝手に母親が死んだというぼくの境遇を想像し、勝手にぼくの気持ちを想像して涙ぐみはじめていた。想像力というのは優しさの異名かもしれない。

「シンくん……苦労してるんだな……ううう」

　苦労なんてしていない。もうとっくに立ち直ってることなんだから。

　さんざん会えないでいてようやく話ができているというのに、どうして凛ちゃんのこんな表情を見なきゃいけないんだ！　とっとと明るい話題に変えなくちゃ！

「ところで凛ちゃんは部屋の蛍光灯どこのメーカーの使ってる？　ぼくは何てったってパナソニックのパルックプレミアなんだけど（とっさに思いついた精一杯の明るい話題）」

　――というところで会議室の扉が音をたてて開いた。慌しく教師の群れが闖ちん入にゆうし、何事かと思ったら彼らはガシっと凛ちゃんの腕をとった。

「へ？」

「組長、緊急で議題が！」

「今すぐ職員会議をするので来てください！」

「ええええええっ!?　今日は授業もほとんど受けないでずっと会議に参加してたのにっ！　この上まだ決めなきゃいけないことがあるの!?」

「権ごん田だ原わら組長がいないと決められないことなので！」

　ぼくは思わず片手を伸ばして叫んだ。

「凛ちゃん！」

「シンくん！」

　凛ちゃんも叫び返してくれる。しかし何ということだろう！　教師たちに引っ張られて、その姿は見る見るうちに遠ざかっていく!!

「凛ちゃあああああああああああん!!」

「シンくぅううううううううううん!!」

　凛ちゃんってけっこうノリがいいよね。

　彼女の姿が廊下の向こうに消えて、ぼくは片手を遠く伸ばした姿勢のままガクリと膝ひざをついた。

　そんなぼくの頭が、ズゴスっと揺れた。

「うるせーよ！　今生の別れじゃあるめーし」

　振り向くと鈴すずの音ねが拳こぶしを握り締めていた。彼女が悲劇に沈み込むぼくの脳天にツッコミを入れたのだ。

　ていうか鈴音も室内にいたのか。凛ちゃんに気をとられて目に入らなかった。

「……ねえ今やけに強く叩たたかなかった？〈ズゴス〉ってツッコミに相応ふさわしい効果音じゃないよね？　ちょっと新開発されたジオニック社のモビルスーツみたいな音だよ。ズゴス」

　超痛いんだが。

「さあ？　何だか妙に腹が立ったから。よくわかんねー」

「理不尽だ……何もかも理不尽だ……まだ凛りんちゃんと地の文を含めても原稿用紙三枚と半分ぐらいしか会話していなかったのに……」

「リアルの会話を原稿用紙換算するのやめろよな。すげー器用だな」

「流りゆう一いちとの会話は十枚近くあったんだぞ!?　おかしいじゃないか!!　誰だれが得する配分なんだよコレ!?」

「今の先生が一番おかしーよ」

　鈴すずの音ねにかわいそうな人を見るような視線を向けられてしまった。

　ちょっと取り乱しすぎたな。落ち着け、ぼく。

　ぼくは背筋をシャキっとさせた。

「そういえば、鈴音はぼくに何か話したいことがあったんじゃなかったっけ？」

　考えてみれば、朝からずっと何かしらに邪じや魔まされて聞きそびれているんじゃないか。

　ぼくにしか聞かれたくないということだが、この会議室はけっこう広いし、あたりのヤクザたちはみんな「ふぬおおおおっ！　メイドさん萌もええんっ！」と奇声を張り上げて転がっている。「雪さぁぁあああああんっ！」たぶんもうしばらくはマヨイガから現実に帰ってこられないだろう。こうして見ると、メイドって客観的には凄すごいのかもしれない。

「ああ、そーいえばそーだ」

　鈴音の方も忘れていたらしく、マヌケな顔をしてポンと手を叩たたいた。

「何だ、大したことじゃなかったの？　けっこう気にしてたんだけど」

「いや……けっこう大切なことなんだけど、先生とゴンがイチャイチャしてんのを見てたら何な故ぜか頭から飛んでたぜ」

　イチャイチャはしてないよ。

「よし、じゃあ今こそ話してよ」

「よし、じゃあ話すぜ」

　鈴音はあたりをキョロキョロと見回して、そっとぼくに顔を近づけた。よほど他の人には聞かれたくないのだろう。

　鈴音は、顔は怖いけれど何というか肌が白いな。髪の毛もさらさらしてる。ケアしているような性格に思えないが唇もキレイだ。……顔が近いと、何だかドキドキするな。

　――というところで会議室の扉が音をたてて開いた。慌しくヤクザの群れが闖ちん入にゆうし、何事かと思ったらぼくたちのそばにやってきて叫んだ。

「せ、先生！　大変だ!!」

　タイミングがタイミングだったので、ぼくは心臓が悲鳴をあげそうになるほど驚いた。

　鈴音も飛び跳ねるようにぼくから遠のいた。

「な、何だよ!?　カチコミか!?」

　一応こう聞き返すけど、まさかカチコミなんてあるとは思っていない。

　だって権ごん田だ原わら組はヤクザとはいっても、抗争する相手が今のところいないからね。

　だけど、とりあえず緊急事態にはカチコミを疑うのである。

　それがヤクザとしての様式美という奴やつだろう。

　ま、ぼくはヤクザじゃないけどね。

「へい！　カチコミでござんす！」

　ぼくは心臓がヨガフレイムを吐きそうになるほど驚いた。

「カ、カカチコミだって!?　いったい相手は誰だれだ!?　誰がカチコんで来たんだ!?」

「へい！　メイドとニンジャと女教師が群れを率いてこっちにやってきやす！」

「メイド!?」ぼくは叫んだ。

「女教師!?」横で鈴すずの音ねも叫んだ。

　ぼくと鈴音は心臓が石破ラブラブ天てん驚きよう拳けんを撃ちそうになるほど驚いた。

　どういうわけか、ピッタリと息をそろえて驚いたのだ。

「え？　驚くところそこでござんすか？　あっしはニンジャが一番の驚きどころだと思いやすけど……」

　それもそうだな。ぼくが驚いたのはメイドのベスが念頭にあったからだけど、はて、鈴音はどうして驚いたのだろう？　女教師……？

　――というところで会議室の扉が音をたてて開いた。慌しく三人組の女が闖ちん入にゆうし、彼女らを先頭に、ヤンキーの群れが雪崩れ込んできた。

　会議室に衝撃が走った。響き渡る怒号――そして床に転がって悶もだえていたヤクザたちが一気に蹴け散ちらされた。

　完全なる奇襲だが、衝撃が大きかったのはそれだけが理由ではない。

　その陣頭に三人の女――それぞれメイド服、白衣、くのいち装束を着ている女がいたからだ。コスプレ女たちからの襲撃――意味が全然わからなかった。何だこのカオス。

　カオス!?　ああ、そうか！　屋上のあの連中がコスプレしてやってきたのだ！

「権ごん田だ原わら凛りん子こはどこだ!?」

　白衣を着た教師風の女が言った。

「……いないようです。ひっく」

　こいつが一番意味不明だが――くのいち装束を着た女が答えた。左手に一いつ升しよう瓶びんを握っているのがカオスに拍車をかけていた。

　そして、ぼくはその女を見つけてしまった。ぼくの家のメイド……！

「ベス！　おまえ何やってるんだ!?」

「鉄てつ子こ叔お母ばさん！　あんた何やってるんだ!?」

　ぼくと鈴音の声が重なった。

「「へ？」」ぼくと鈴音は互いの顔を見交わした。

　それからぼくは、白衣の女と鈴音の顔を見比べた。鈴音は叔母さんと言ったが――髪の色こそ鈴音よりちょっと薄いものの、色白の肌に、見る人を威圧しているかのようなキレ長の目――二人の顔は合わせ鏡のようにそっくりだった！

　もう一つの違いはといえば――ぼくはその白衣の女の体型を見て戦せん慄りつした。鈴音も成長したらこんなにボインボインになるのだろうか……頭の中をＤＮＡの螺ら旋せん構造がギュるギュると回転した。それはぼくの心を宇宙、そして生命の神秘へと誘うものだった。

「おまえ、この学校に通ってたのか？」

　鉄てつ子こと呼ばれた白衣の女も、目をパチクリとさせてつぶやいた。

「ほへえ」ベスがマヌケな声をあげた。

「鉄子さんの姪めいさんですか。すると。私たちこれは――ちょっとした保護者会みたいなものですねえ！」

　保護者会だって？　また母親ヅラ、保護者ヅラしやがって。

　ぼくはもう母さんのことは吹っ切れて、赤の他人に世話を焼かれなくても自分ひとりで何でもできるってのに……。

　ん？　保護者会？　ということはこのコスプレくのいちは何者だ。……まさか！

　彼女のこの顔は、よく見ると――凛りんちゃんちの家政婦のお志し津づさんじゃないか!?

　これは本当にどういう状況なんだ!?

　――というところで会議室の扉が音をたてて開いた。慌しく銀色の男が闖ちん入にゆうすると、彼は天高く跳躍し、スピンしながら会議室のロの字型に並べられた机の上に着地した――ウンコ座りの姿勢で。

「待てい、そこの女ども！」

　言うまでもなく神かみ風かぜ流りゆう一いちだった。

　一同全員の注目を一身に浴びながら、彼は大声で主張した。

「好きです。付き合ってください」



　……誰だれもが混乱の極地に立たされていた。ヤクザも、カチコミをしてきたヤンキーも、ぼくたちも、三人の女たちも、時間が凍りついたかのように固まっていた。

　カチコミ、コスプレ保護者、そして告白……。ただでさえカオスだった状況を、流一はさらなるカオスへ導いた。

　次に起こった変化――流一の誰に向けたともよくわからない告白を受けて、鉄子とお志津さんが顔を赤らめてうつむいた。

　あんなメチャクチャな告白でこんなリアクションしちゃうの!?　どれだけ耐性が無いんだよ！

　しかしその告白に動じなかった女がいた。アキバ通いが趣味の外国人――ベスだった。

　ギャルゲーを日本文化の極みと豪語し、無数の仮想恋愛で愛の告白を経験してきたこの最低の外国人に、こんなシチュエーションで動揺する道理は無かった。

「残念ですが、私は自分より弱い男には萌もえません」

　そう言って不敵に笑った。

「美少女には手を出さない主義だが……ふ、そういうことなら望むところだ」

　ウンコ座りの流一はすでに臨戦態勢といえた。その両手足にぐっと力がこもるのが見てとれる。……まずい。

「待て、流りゆう一いち！　その女には手を出すな！」

「孔こう明めい、おまえが指図していいのは恋愛だけだ！」

　怪鳥天を舞う――流一がベスに飛びかかった。

　誰だれもが、カチコミに来たヤンキーたちですら、みじろぎ一つせずその両者を見守った。

　合戦における、名乗りをあげた武将同士の決闘のような感があった。

〈四天王〉神かみ風かぜ流一は、権ごん田だ原わら組を代表する男として不足は無いだろう。だけど……。

　風を切って迫る流一に、ベスはわずかに数歩、横に滑るように動いた。ベスがやったことはたったそれだけだ。メイド服のスカートがひるがえる優雅な動作。

　これまで無数のヤンキーを相手にし、空中を自在に飛び、華麗かつ正確無比な打撃を必勝パターンとしていた男、流一は――このとき空中でいきなり慌あわてたように両手両足をバタつかせ、寸前までベスが立っていた地点にブサイクな恰好で墜落した。

　ヤンキーとヤクザたちは、その様子を呆ぼう然ぜんと見守った。まるで手品でも見たような顔つきだった。彼らの前で流一がこれほど無様な姿を晒さらすのは、初めてのことに違いない。

　起き上がる流一に対して、ベスは遊んでいるかのように追撃せず、軽く間合いをとって余裕の笑みで見下ろした。

　流一の表情は、今も目の前で起こった現象が信じられないといった風だ。

　ぼくだけが、その瞬間に何が起こったのか理解していた。



    

  
    
      



    

  
    
      　恐らくベスの姿が急に流りゆう一いちの視界から消えたのだろう。理不尽に空中で的を見失った流一は、パニックを起こして受身も取れず落下した。

　彼女本人から聞いたことがある――現実に目の当たりにしたのは、屋上でのときが初めてだったけれど。

　視野角の範囲内でも、人間の眼球には認識しづらい死角がある。すなわち盲点。

　五十嵐いがらし家のメイド、ベスにはそれが経験でわかるらしいのだ。

「流一、そいつは年とし頃ごろは同じぐらいに見えるかもしれないけど中身は別物だ！　無数の戦場を渡り歩いた妖よう怪かいババアだぞ！　本物の傭兵だった女なんだ!!」

　どよっとあたりがどよめいた。「どんなメイドだよ……」という呆あきれた声ももはや空しく響き渡る。そもそもそういう部分が父さんに気に入られて、メイドとして雇われた女なのだ。

「中ちゆう東とうではゲリラ戦の若き天才〈迷彩いらずの金髪鬼ヴアンパイア〉の異名を持った生きた伝説なんだ、こんな奴やつと戦っちゃ駄目だ！」

「カッコイイでしょう！　私の中二病プロフィール!!」

「傭兵!?　だからどうした！　俺おれは学生だ!!」

　しかしぼくの制止はかえって火に油を注いだようで、流一は勢い良く起き上がった。

「そういうレッテルを越えるために、俺たちは学園を変えたんだろうが!!」

「!?」そのセリフに、思わずぼくはギョっとした。

　ただ女にモテればいいだけの男だと、ずっと思っていたから。

　彼が権ごん田だ原わら組に協力していたのは、ただただ凛りんちゃんのためだけだと思っていた。……そうではなかったのだ。

「事情はよく知りませんが面白いことを言いますね、ウンコ座りのヤクザさん」

「神かみ風かぜ流一だ。もっと面白いものを見せてやる。……貴様は恋愛対象ではなく〈敵〉と認識した。……これ以上、この学園を嘲あざけることは許さん」

　そして再びウンコ座りの姿勢をとった。ベスは動かない。屋上のときのように鉄ホウキを使ったりもしない。ただ静かに、試すような視線を流一に向けた。

　しんと静まり返った会議室内で、空調音がやけに大きく耳に響いた。

　屈された流一の両足がぐいとさらに一段深くなったと思った瞬間。

　解放されたバネのように流一は飛んだ。

　何の芸もなく余技もない、ただの飛とび蹴げりだった。

　だがそれは華麗さも装飾もかなぐり捨てて、ただひたすら速かった。

　流一の全てが凝縮し、一直線に飛ぶ槍やりとなった。

「!?」

　ただひたむきに、一途に速く――ベスが死角を感覚する間も無いほどに。

「せいやああああああああああああああっ！」

　一瞬遅れて響き渡る声に、会議室が振動した。それは彼の怒号に圧おされた人々の震えだったかもしれなかった。

　だけど憎たらしいぐらいに冷静に、ベスは最小限の動きで、彼の速さに反応できていた。

　刹せつ那なに、流りゆう一いちが悔しそうな顔をするのが見えた。

　半歩身体からだをずらしたベスの側面に、流一の飛とび蹴げりが過ぎた。

　ベスの手の平が流一の顔を捉とらえた。その手に遮られて流一の勢いが止まった。ベスの手が流一の身体を逆方向に押し返し――その身体を頭から、会議室に置かれた机へと、叩たたきつけた。その容赦の無さからベスの本気が知れた。

　轟ごう音おんとともにステンレスの机が倒れ、流一が床に転がった。それで彼は動かなくなった。



　その決着に火ひ蓋ぶたが切られたように、会議室の別の一角で口論が始まった。

「鈴すずの音ね、おまえ家に帰らないで何やってんだ!?　まだレディースなんてやってんのか！」

　怒鳴り声をあげたのは鉄てつ子こだった。

「……叔お母ばさんには関係ねーだろ」

「関係ないわけあるか！　教師の娘が、みっともないことしやがって……」

　鈴音がキッと鉄子を睨にらみ返した。

「体面の話かよ!?」

「姉さんの家の事情は知らないけど、義兄さんもいったいどういう育て方をしてたんだか……どうしてこんな風に……」

「てめえ、親父は関係ねーだろ、あたしを悪く言っても親父の悪口言うんじゃねーっ!!」

　とたんに鈴音が獣のように躍りかかって拳こぶしを振り上げた。

「うわ、おまえ叔母さん相手に本気で殴りかかってきやがったな!?」

　鉄子は素早く身をかわし、そして、

「自分のこと言われたら無視して、親のこと言われたら逆上かよ。甘えんな！　おまえが悪く言われるようなことすりゃ親も悪く言われて当然だろうが!!」

　鉄拳を鈴音に見舞った。

　カウンター気味で猛烈な一発を受けた鈴音は、軽々と吹っ飛んだ。

　そっくりとはいえ二人の違いはスリーサイズだけではない。大人の鉄子と比べると、鈴音の身体は一回り小さかった。彼女は流一がちょうど倒れているあたりに飛んでいき、折り重なった。机が再び軋きしんだ音を立てた。



　呆ぼう然ぜんと見守っているうちに、〈若わか頭がしら〉が二人やられて会議室は騒然とした。

　しかしヤクザとヤンキーが本格的にぶつかり合ったわけでは、まだなかった。

　廊下の方から、慌しい声と足音が響いた。

「カチコミらしいぞ！　急げ！」イチローの声だった。

「シンタロー、ボクだぞボクが来たぞー！」

　見回りに出ていたイチローとお菊きく、それに食堂や賭と場ばなどに分散していたヤクザたちがいっせいに戻ってきたのだ。

「四天王だ！」怖気づきつつあった会議室のヤクザたちは歓声を上げた。

「奇襲は失敗ですね。一いつ旦たん退ひきましょう」

　ベスが、女たちとヤンキーを見回して言った。

「こちらが優勢ですし、このまま暴れ続けて一気に終わらせていいんじゃないですか？」

　とお志し津づさんが言ったが、ベスはちらりと倒れた流りゆう一いちに目を向けて、

「退いた方がいいですよ。あの〈四天王〉って連中はどうやら特殊なようです」

「よしおまえら退くぞ！　とりあえず今日は帰宅しろ!!」

　ヤンキーたちはその指示に対して従順に会議室から抜け去っていった。三人の女たちも、潮が退くようにそれに続いた。

　鉄てつ子こがこちらを振り向いて、捨て台詞ぜりふを残した。

「私たちは保護者を代表して保護者会組織『デラーズ・フリート』を結成し、この学園に宣戦を布告する！　明日の放課後まで首を洗って待て！　では！」

　ぼくも含めて、追いかける気力を持った人間は会議室に一人もいなかった。

　本格的にぶつかったわけでもないのに、負け戦のような空気が立ちこめていた。
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　ぼくは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたが、気がつくとヤクザたちの心細げな視線がぼくに集中していた。

　誰だれも彼もどうしていいかわからないのはいっしょのことだ。まがりなりにも〈若わか頭がしら〉などと呼ばれているぼくが事態の収拾をつけなければならなかった。

　ていうかそうだ！　まずするべきことは……。

「みんな、流一と鈴すずの音ねを保健室に運べ！」

　保健室を新設して良かった！　今この瞬間ほどそう思ったときは無い。保健教諭はまだいないけれど、薬なんかはすでに配備されている。

　倒れている二人には深刻な雰囲気が漂った。特に思いっきり机に叩たたきつけられて気絶している流一の安否が気になった。

　見る見るうちに、倒れる二人にヤクザたちが群がっていった。

「わっしょい！　わっしょい！」

　ヤクザたちがまるで神輿みこしみたいに二人を運ぼうとしたので、ぼくは悲鳴をあげた。

「バカ！　今この瞬間ほどおまえらをバカと思ったことはないよ！　このシリアスな事態に何だ『わっしょいわっしょい』って!!　もっとそうっと運べ！　丁寧に!!　頭を打ってたらどうするんだ!!」

　二人は大丈夫だろうか？――胸のうちに不安がどろどろと広がっていく。ケンカとはいえ、頭なんかを打ったり内臓をやっちゃったりすればタダではすまないこともあるのだ。

「お、おい！　あたしは別に平気だぜ!?　流りゆう一いちだけで良い!!」

　鈴すずの音ねがむくっと起き上がって何か言っていた。だけどぼくの頭はカッとしていた。

　この二人に何かあったら、ぼくは悔やんでも悔やみきれないだろう。

「鈴音！　口から血が垂れてるじゃないか！　平気じゃ全然無い！　ほらみんな急げ！　急いで運べ！　急ぎつつ、しかし決して揺らさないように丁寧に運ぶんだ！　特に階段を降りるときに気をつけろ！　落としたら破門だからな!!」

　口から流血なんて、まるでドラゴンボールだよ！

「へい兄貴！」

「ぼくは兄さんじゃないっ！　先生だっ！」

　そうしてぼくたちはぞろぞろと大名行列のごとく、急ぎつつしかし丁寧に、保健室へと向かって行った。



「だから！」

　ミイラのように包帯をグルグル巻きにされた鈴音が叫んだ。

　隣のベッドでは気絶していた流一がミイラを通り越して蚕かいこの繭まゆみたいになっている。狭い保健室に大量のヤクザが押しかけて、まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんのパニックだ。

「あたしはそんな重傷じゃねーって言ってるだろーっ！」

　大おお慌あわてで介抱しようとしたら、ヤクザたちが勢い余ってやりすぎたのであった。鈴音の剣幕にヤクザたちはしゅんとうな垂れた。

「バカ、みんなやりすぎだ！　綾あや波なみレイみたいになってるじゃないか！　状況はエヴァンゲリオンじゃなくてドラゴンボールなんだよ!!」

　しかしとっさに止めることができずさせるがままにさせていたぼくもぼくである。やはり混乱しているらしい。鈴音は包帯だけではなく全身にひんやりとした消毒アルコールを意味も無く塗られ、ガタガタと震えながらベッドの布団をかぶった。

「へい先生、しかし傷の度合いがわからねえからどうしていいのかわかんなくって……」

　弱々しい声で言い訳が返ってきた。

　ここは、やはりぼくが頑張るしかあるまい。尊い命を救うために……！

「幸いにして意識はある。ぼくが問診をするからおまえらはあっち行ってろ」

「お、お医者さんごっこ!?　意外と大胆……」

「アホ！　バカ！　とっととあっち行ってろ！」

　ぼくはヤクザたちをしっしと保健室から追い出した。あっという間に保健室はその場に相応ふさわしい静寂を取り戻す。よし、これで患者と二人きりだ（蚕に成り果てた流一は除く）。

「おーい、先生……話聞いてくれよー……」

「ああ、もちろんだ。さあ問診を始めるぞ」

　ベッドの上で、ぼくは鈴音と向かい合った。

　医療なんてもちろん何もわからないが、エリートであるぼくは保健体育も常に５だから問題ないはずだ。応急処置も理解しているし、なんだったら人工呼吸だってできる。

「どこか痛いところはないか!?」

「口が痛え」

「口か。しかし口は粘膜だから治ち癒ゆが早い箇所だ。まずは放ほうっておいていいだろう。それよりもっと重じゆう篤とくなところがあるはずだ！　口から血が出てるんだから！　内臓とか！」

「いや、舌を切ったから血が出ただけだ」

「……は？」

　口から血っていったら、こう、腹をボスって殴られて「げはっ！」って感じじゃないの？

「いやいや、あたし腹なんて殴られてねーよ。殴られたのは顔だっつーの」

「……いやそれにしたって、殴られてあんなに吹っ飛んだんだから」

「自分から後方に飛んで衝撃を殺しただけだぜ」

「ほぼ無傷じゃん！」

「だからそう言ってんのに……先生が聞いてくれなかったんじゃねーか」

　ぼくはガックリとその場に跪ひざまずいた。それから、自分の胸に手を当てて、息を吐いた。……おいおいまだ心臓ドクドクいってるよ。

　しんとぼくたち二人は静まり返った。

　空回りが心にしみた。……実のところ、過剰に慌あわてふためいたぼくも、「わっしょいわっしょい」などとわめきだしたヤクザたちも、重苦しい空気をどうにかしたかっただけだったのだろう。とりあえず騒いで、事態の深刻さを先送りしたかったのだ。

　保護者会を名乗るわけのわからない連中がヤンキーの残党を率いて襲ってきた。そしてぼくたちは敗戦した。彼らの方から退却していったのだが、残されたぼくたちには敗戦の意識がくっきりと刻み込まれた。

　――そして彼らは明日の放課後にまた来ると宣言したのだ。

　しかし、まぁでも、無事でよかった。

「まったく、あたしにしてもあっちの流りゆう一いちにしても、これぐらいのことで慌ててたら毒マムシ学園で生きてけねーよ。何だってそんなにオロオロしてんだ。心配いらねーって」

　鈴すずの音ねはハッとしたような顔をして、ふいと目をそらした。

「あ……いや、心配してくれたから慌てたんだよな。わりー……」

「……まぁ、そうだけど」

　ぼくは安あん堵どのせいで力が抜けて、弱々しい声で返事した。

「あたしなんか心配しなくていーんだよ、バカ」

　開け放たれた窓から風が吹いて、ベッドを隔てるカーテンがさらさらと揺れた。

　彼女が寒いといけないので、ぼくは立ち上がって窓を閉めた。

　それを合図にしたように、彼女は口を開いた。

「ごめん、あの白衣着てた女、あたしの身内なんだ。学園に迷惑かけちった」

　ぼくは定例集会での鈴音の様子を思い出す。彼女が落ち着きを失ったのは、あの会議で〈坂さか本もと鉄てつ子こ〉という名前が出てきたときからだ。

　そしてあの白衣の女は鉄子と呼ばれていた。すると――あれこそ凛りんちゃんが呼んだという、生徒指導のエキスパートだ。

　誤解されるんじゃないかと不安に思っていたが、すでに手遅れだった！　あろうことか彼女はヤンキーの残党のリーダーとなり、学園に内乱を起こした。

　ヤンキーの残党を放ほうって置いたらこんなことになるかもしれないと、思ってはいた。権ごん田だ原わら組に馴な染じめなかった彼らを放置してはいけない、それは新たな弱者を生むだけだ。だから見回りをして、彼らを見つけ出してアプローチをしたいと思っていたのだ。

　なのに、こんな形で破は綻たんするなんて。

　変革した学園――その行く手にどろどろと暗雲が立ち込めたかのようだ。

　その行き詰った先に、ぼくの実家のメイドがいる。鈴すずの音ねの叔お母ばさんだという教師がいる。

　まるでぼくたちが学園を変えたことさえ、子供じみたことだったと嘲あざ笑わらうみたいに……。

「鈴音、家に帰ってないの？」

　ぼくは鈴音と坂本鉄子さんのやりとりで、気になった点についてたずねた。

　鈴音はむっつりと黙り込んだ。だけどぼくは、彼女が語らない事情を、何となく想像できるような気がした。

　具体的なことがわかるわけではない。しかし頭をよぎるのは、あの篭ろう城じよう合宿での夜――彼女の気持ちの一部分に触れたときのことだ。

　素顔の彼女は臆おく病びよう者ものだ。彼女をそうさせるだけの悲しいことが、きっとたくさんあったのだろう。

　彼女は自分を卑下することで、他人と正面から向かい合うことを避けている。

　他人から期待されることから逃げている。

　最初から駄目なら、傷つくことも無いから。それでレディースの仮面を被り続けている。

　自分を慕ってくれる妹分たちは、彼女にとっても居心地の良い逃避先になった。

　だから叔母だという鉄子さんに問いかけられて、彼女は逃げ出したのだ。

『自分のこと言われたら無視して、親のこと言われたら逆上かよ。甘えんな！　おまえが悪く言われるようなことすりゃ親も悪く言われて当然だろうが!!』

　鉄子さんの、傍はたで聞いているこちらの胸が痛くなるほど厳しい言葉は、しかし正論だ。

　エリートになるべく頑張ろうとするぼくと、レディースとして自分を卑下しながら頑張ろうとする鈴音は、どこか似ていた。

　だからぼくは彼女の心に踏み込みたいと思った。

「鉄子さんと、ちゃんと話さないと駄目だよ」

「あたしのことなんて、先生には関係ねーだろ……」

　ぼくから顔を逸そらして、悲しい答えが返ってきた。

「あたしのことなんて、だなんて言うなよ。担当じゃないか。ぼくといっしょに戦っていく仲間だ。ぼくの担当はそんなに無価値な人間じゃない！」

　ぼくがそう言うと、彼女はびくりと身を震わせた。

　レディースというレッテルをあえて被り続けた彼女にとって、〈担当〉という肩書きは重たいはずだった。そしてたぶん彼女にとっても大事なものだったはずだ。

　その震えを止めたくて、ぼくは彼女の両肩をつかんだ。彼女の顔に自分の顔を寄せて、間近に向かい合った。目と目の距離が近づいた。彼女の瞳ひとみが不安げに揺れた。

「目をそらさないでよ」と、ぼくは釘くぎを刺した。

　彼女は自分に自信を持てるだけのものを、すでに積み重ねているはずなのだ。

『そういうレッテルを越えるために、俺おれたちは学園を変えたんだろうが!!』

　流りゆう一いちの声が頭に蘇よみがえった。

　彼女は自らに科した負のレッテルを超えて、本来の自分を取り戻さなくちゃいけない。

　彼女はあの鉄てつ子こさんという人を、言葉で撃退しなきゃいけない。

「自分を卑下するのを止めて、あの鉄子って人に胸を張って自分の気持ちを話しなよ。詳しい事情は知らないけれど、鈴すずの音ねの本当の姿はあの人を失望させるほど無価値なものじゃない。仲間のぼくがそれは保証する。……万が一それが伝わらなかったとしても、ぼくは鈴音をバカにしたりはしない。ぼくと鈴音はいっしょに戦う仲間のままだ。ぼくも、この学園も、捨てたりはしない。この学園は、そういう場所のはずなんだ」

　彼女の瞳が揺れる。返事が無くても不安が伝わってくる。

「この学園で失敗を恐れる必要なんて無いじゃないか」

　ぼくやこの学園の生徒――鈴音の仲間たちは、そのための勇気を与える存在でなくちゃいけないのだ。

　小さなぼくたちが、大きい何かを越えるために。じゃないと学園を変えた意味が無い。

　鈴音が鉄子さんに勝たないと、ぼくたちはあのヤンキーの残党グループに敗北し、築き上げたこの学園を失うような気がする……。

　鈴音の言葉が、鉄子さんがこの学園に抱いている誤解をとくはずだ。

　これは誤解をとく闘いだ。

　両肩をつかむぼくの手に、その存在を確かめるように、鈴音の手が重なった。

「……裏切らねーだろーな」震える声が問いかけた。

「任にん侠きようの絆きずなは血よりも濃い」

　なんか、そういう演歌の歌詞があった気がする。

「……あたしなんか」

　いつもさばさばとしていた鈴音の表情がくしゃくしゃと歪ゆがんだ。素の表情だった。だからぼくは彼女の肩をつかむ手に、より一層の力を込めた。

「鈴音はバカでも無価値な人間でもないんだ。何回も言ってきたことじゃないか。ありのままの自分に戻ればいい」

「ありのままの、あたし……」

　彼女の両肩から力が抜けた。それから、ずっと彼女の表情を縛っていたこわばりが、ゆっくりと溶けるようにほどけた。いつも怖い顔をしていた彼女が――そのときぼくは、初めて彼女の本当の笑顔を見た。しばしの間、ぼくは彼女に見み惚ほれた。

　それから、ずいぶんと長い間ぼくと彼女は見つめ合っていた。

　不意に、急激な勢いで彼女の顔が紅潮した。何だ？と思うと、ドンと弾はじき飛ばされてぼくはベッドから転がり落ちた。

「バ、バカヤロー！　きょ、距離が近えよ!!」

「へ？」

　距離が近いって……ぼくと鈴すずの音ねの距離感なんていつもこんなだったじゃないか。

　というかいつも鈴音の方から寄って来てたじゃないか。

　しかしぼくが彼女の前に戻ろうとすると、再び弾き返された。

「わ、バカ、こっち来んじゃねーっ！」

「ええ!?」

　何で急にそんな冷たいことに!?　ベッドから転がり落ちたぼくはショックに震えた。

　……ちくしょう、意地でもベッドに上ってやる！

「何でそんなに寄ってくるんだよーっ！」

　迫り来るぼくに鈴音は悲鳴をあげた。今までに無かったというぐらい顔が赤かった。

「何で!?」

　友達だと思ってた同級生女子に悲鳴をあげられるというトラウマ体験に、ぼくは泣きそうになった。

「ぼくたちは友達じゃないか！　仲間じゃないか!!　作家（志望）と担当じゃないか！」

「わ、ちょっと待て！　待ってくれ！　こ、心の準備をくれって!!　む、胸が！」

　胸？　なんのこっちゃ。彼女は自分の胸に手を当てて、真まっ赤かな顔で叫んだ。どういうわけか異様にテンパっている。こんな彼女を見るのは初めてだ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　とつぜん背後でくぐもった悲鳴が聞こえた。

　振り返ると、隣のベッドの包帯でできた繭まゆがドシンドシンと揺れている。

　包帯の膜の中から、流りゆう一いちの声が聞こえてきた。

「な、なんだこれはーっ！　前が見えん！　白い！　ただひたすら白い！　そして身体からだが動かん!?」

「あ、流一のこと忘れてた」

「孔こう明めいーっ！　孔明助けてくれーっ!!」

　流一に気を取られた隙すきに、鈴音はベッドから飛び出して保健室から逃げ出してしまった。

　これで大丈夫なのだろうか――彼女は鉄てつ子こさんと向かい合うことが出来るだろうか？

　流一が暴れる繭のかたわらで、ぼくは彼女の足音を聞いた。

　彼女はきっと大丈夫だ。ぼくの、頼れる担当なのだから。

　そしてぼくはベスに権ごん田だ原わら組が悪いヤクザじゃないことを説得しなければならない。
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　廊下の窓から夕ゆう陽ひがさしこみ、廊下が暗いオレンジ色に染まるころ、凛りん子こはようやく職員会議から解放された。その顔は心なしかやつれ、歩くために振られる両手足にはぶらーんぶらーんと力がこもっていない。凛りんとした任にん侠きようとしての顔も、さすがに疲労で削ぎ落とされたかのようだ。

　校内は妙に静かである。廊下を行き交う生徒の人影も無い。

　無性に誰だれかと話をしたい気分だったが、もしかするともう組としての活動をすべて終えて、みんな帰宅してしまっただろうか。

　シンくんとお話したいなぁ……。シンくんからまろやかなエネルギーを補給して明日への活力にしたいなぁ……。

　もう帰っちゃったかな……。

　そう思ってきょろきょろと辺りを見回しながら、下駄箱へと向かう。誰もいない。凛子はしょんぼりとした。

　凛子が多忙なのは、組長として全校生徒の〈顔〉だからである。凛子の代わりに全校生徒をまとめることは誰にも出来ないし、全校生徒の代表として職員会議に出ることも誰にもできない。真しん太た郎ろうだって、それは代わることが出来ないのだ。

　彼は彼で負担を少しでも軽減しようとしてくれているが、しかし彼には文芸部の活動に集中して欲しいという気持ちもある。彼にははっきりとした夢があるのだから。

　だから凛子は誰にも弱音を吐くわけにはいかなかった。自分の弱音は全校生徒の弱音に変わる。みんなが前向きでいるためには、凛子が前向きでなければならない。

　それが辛つらいとか辛くないとかは、任侠にとってどうでもいい。

　虚勢である。それがみんなに勇気を与えるのだ。だから彼女は女だてらにもろ肌も脱ぐのだ。弱い人間が勇気を持てずさらに弱い気持ちでいれば、どこにも登りつめることなどできやしない。

「……シンくんや鈴に甘えるのは、せめてものご褒ほう美びだよね。それまで奪わないでくれよう……」

　誰もいない廊下で、凛子はぼやく。

「あ、組長！　いたいたーっ！」

　背後から声が響いたので、凛子は思わずビクリと背筋を震わせる。

　……まさか、さっきのぼやきを聞かれていないだろうな。

　振り向くと、無人の廊下の彼方からお菊きくがトテトテと走ってきた。

「なんでえ、お菊じゃねえか！」

　凛子は腹に力を込めて、ヤクザの声を出した。

「何い時つにも増して威勢がいいね組長！」

　上機嫌なお菊きくが言った。

　うん、そう言ってもらえるなら大丈夫だ。自分は頑張れている。

「あたしを探してるみてえだったけど、何の用だ？」

「うんそうそう、そうなんだよ！」お菊がニコニコ笑顔で言った。

　何だろう、あまり良い予感がしない。

「報告なんだ！　さっき組長が職員室にいる間にカチコミがあった!!」

「カチコミ!?」

「そうなんだー、ビックリしたよ。番長の仲間だったヤンキーの残党が反旗をひるがえしたんだ。毒マムシ学園内乱だよ！」

　即座に凛りん子こは真しん太た郎ろうから報告された、休み時間の屋上でのケンカ沙ざ汰たを思い返した。それは前兆だったのだ。

　内乱――また暴力がぶつかり合うことになるのか。凛子は内心でウンザリした。自分は任にん侠きようとしてもろ肌を脱いで先陣を切らなければならない。

　学園は今、そんなことをしている場合じゃないのに……。

「……どうしてお菊はそんなにうれしそうなんだ？」

「だって、これはシンタローに良いところを見せるチャンスだもん！　ケンカだったらボクは役に立てるから!!」

「良いところ？」

　呆ほうけたように問い返すと、お菊は挑発的な目で凛子を見た。

「組長――凛子はさ、別にシンタローにとって特別な存在じゃないよね。前まではいっしょに東大に行くって約束しあってた関係だったけど、それ、もうほとんど反故されてるよね。凛子もシンタローも、もう東大には大して興味ないみたいだし。だったら、二人はただの幼おさな馴な染じみだよね？　確かなものって何も無いよね」

　血の気を失うように、凛子の思考が真っ白になった。

「ボクはシンタローにふさわしくないからって、あの番長との抗争のときに思ったよ。だからシンタローのこと諦あきらめようとした。でもよくよく考えたらそれって違うよね。あの抗争の意味って、誰だれもが夢を叶かなえる力を持っていることを教えてくれたことだと思うんだ。だってボクは猿じゃなくて人間なんだから。……だからボクは、誰からもバカにされないようなアイドルになるんだ！　それでシンタローだって捕まえるんだ!!　誰にも不可能なんて言わせないっ!!」

　満面に笑みを浮かべるお菊に、かつて彼女を支配していたコンプレックスの影はカケラも無い。明るいエネルギーと行動力にただひたすら満ち溢あふれていた。

　まるで凛子を嘲あざ笑わらうみたいに。

　宣戦布告――彼女は騙だまし討ちのような真似はしなかった――お菊の宣戦布告を受けて、凛子は寸前まで取り繕っていた任侠の仮面をも取り落として凍りついた。

　彼女は凛子の返事を待たず、背中を向けた。言うだけのことは言ったと、その背中は優位の自覚に満ち溢あふれていた。

「そういうわけだから！　ボク組長のことも感謝してるよ。だけどこれは譲らない！　言っとくけど、鈴すずの音ねだってシンタローのことどう思ってるかわからないよ。じゃあね！　ふふふ、今夜は徹夜で秘密兵器のヨーヨーを作るんだ！」

　彼女はトタトタと、下駄箱の方に駆けて行った。

　窓の外で夕ゆう陽ひが沈んで、廊下はろうそくを吹き消したようにすっと暗くなった。

「えええ……」

　凛りん子こはふらりと崩れる自分の身体からだを、壁に手をついて支えた。

「何この展開……」

　自分に温かさを与えてくれた存在が、いきなり自分から離れて遠ざかり始めたような。

『確かなものは何も無い』

　そ、それは確かにそうだけど、だからってこんな、まるで横取りみたいな……いや横取りってわけでもないのか、シンくんは別に私の所有物じゃないから、するとじゃあ……。

『とっととシンくんを捕まえちゃわないからそうなるんだよ』

　凛子の中のもっとも強気な部分がそう言った。

『お、男の子を捕まえるって、捕まえるだなんて！　そんな……あわわ……』

　凛子の中の大部分を占める弱々しい部分が、自分の強気な部分の発想に怯おびえて震えた。

　自分はどうしたいのか。どうすべきなのか。

　今はヤクザとして忙しいっていうのに……。

　いや、ヤクザというのが可愛くなくていけないのだ。

　そういうしがらみさえ無かったら、きっと自分とシンくんは曖あい昧まいな関係をあっさりと乗り越えられていたに違いない。

　凛子は誰だれかに自分の気持ちを打ち明けて、愚痴りたくなった。悩みを相談し、いつだって力になってくれた人――真しん太た郎ろう、鈴音。だけどもはや今回はこの二人に頼るわけにはいかなかった。問題の中心にいるのが彼らだ。

　――そうか、鈴音も真太郎が好きなのかもしれないのか……。

　あの頼れる親友――自分が男だったらぜひ嫁にしたいと思う大好きな親友のことを想って、凛子はしおしおと自分に対する自信を失わせた。

「せ、世界すべてが敵に回ったような気分がする……」

　誰か、自分を助けてくれる人はいないだろうか。

　無力感が彼女を支配して、強敵二人に到底勝てる気がしなかった。

　不意に、電撃的に頭に浮かんだ名前があった。

　アン子さん……じゃなくて、ゥン子さん……でもなくて、江え碕ざきレオナ。

　本当か嘘うそか、ＩＱ３１４の少女。

　こうなったら天才の力を借りるしかない。

　恐慌状態に陥った彼女は、藁わらにもすがる思いで携帯電話を操作した。
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「おかえりなさいませ、シンちゃん。晩ごはん何を食べたいですか？」

　帰宅するなりベスが当たり前に出迎えて、ぼくは面食らい、思わず怒鳴った。

「飯もクソもあるか！」

「飯とクソですか。それって新手のカレーライス？」

「茶化すなよ！　おまえ、学園にまで来て何やってた」

　本当は冷静な口調で権ごん田だ原わら組についての誤解を晴らすつもりだったのに、ベスのおちゃらけた表情を見ると、つい声を荒げてしまった。

　下駄箱からリビングへと続く細長い廊下で、ぼくとベスは向かい合った。

　睨にらみつけるぼくをベスは笑顔で受け流した。……どんな人生経験を持っているか知らないが、ぼくよりちょっと年が上ってだけでこの余裕面がたまらなく腹が立つ。背丈だってぼくよりちっこいくせに。

「シチュエーション的にはこうですね……勇者のパーティーがとある村にやってきたら、そこは魔物の被害に苦しんでいて、哀れな村長が『どうかお力を貸してください』と勇者に言い、『よし任せろ！』、そして伝説へ……」

「ぼくたちは魔物なんかじゃない！」

「そう、そういえば私からもお尋ねしたかったのですが、シンちゃんは権田原組とかいうヤクザ集団の中で、何をやってるんですか？　放課後の会議室に幹部が集まるって聞いて行ったらシンちゃんがいたもんだから驚きました」

「何って……ぼくはあいつらの、仲間だよ」

　ぼくは文芸部だし、自分がヤクザだって名乗るのには未いまだに抵抗があるけれど、仲間だということは間違いない。

　ぼくの答えを聞いて、ベスは「そうですか」と眉まゆをひそめた。

「私はご主人さまから権田原組について調べて、それが悪いものだと判断できたら潰つぶすように命令をいただきました」

　やっぱり……そういうことか。

　ぼくは深呼吸をして気持ちを落ち着けた。

「それは誤解だよ。権田原組はただのヤクザじゃない。任にん侠きようなんだ。悪い連中じゃない」

「……ヤクザじゃなくて任侠だから問題ないだなんて、どうみてもパンツ丸出しなのにズボンをはいてると言い張るようなものですよ！　今のあなたはパンツじゃないから恥ずかしくないもん！というアニメと同レベルです！　恥ずかしくないんですか!?」

「いきなりわけのわからないアニメを引き合いに出すな！」

　ベスは「言いたいことが言えた……」という満足げな表情をした。

　こっちがせっかく冷静に話をしようとしていたのに、人をバカにしやがって！

「無法の学園を平和にして、偏差値をちょびっとばかり上げたらしいですね……権ごん田だ原わら組については私なりに調べてあります。あなたが言う任にん侠きようってことについても」

　ようやくまともな表情で、ベスが口を開いた。

「その上で、プロのメイドの判断として潰つぶすと決めました。だからシンちゃんがどれだけ綺き麗れいな言葉で何を主張しようと聞く耳を持ちません。プロというのはそういうものです」

「……え？」

　気合を入れて、権田原組の誤解を晴らそうと、言葉を尽くそうと思っていたのに――いきなり取りつくしまもなくシャットアウト？

「何だってそんなに一方的な!?」

「シンちゃんはこの件に関して、あまりにも無責任です」

　いきりたつぼくに、ベスはぴしゃりと言い放つ。

　それは完全に想定外の言葉だった。

「無責任？　ぼくが？」

「そうです。ベスはプロのメイドなので、子供の言い訳は聞いてあげられません」

「どうして!?」

　冷静に話すつもりだったけれど、その一言に――ぼくを子供扱いする言葉に、けっきょくぼくは逆上した。

「どうしてぼくが無責任だっていうんだ！　子供の言い訳なんかじゃない、ぼくは子供じゃない!!　ぼくはちゃんと責任をとるつもりで……」

「それは責任に対する認識が甘いんです。ベスが言う責任ってわかりますか？　わからなかったら、自分の胸に聞いてみなさい」

「自分の胸にだって……？」

　――ベスが命令口調でぼくに何かを言うのは、これが初めてのことのような気がした。だから思わず素直に、ぼくは自分を省みた――責任。ヤクザたちや、学園の生徒全員に対するぼくの責任、役割、立場……。

　考え付くより先に、ベスが答えを告げた。

「権田原組は良い集団、良い集団だからそこで頑張りたい……だから東大はもうどうでもいいですか？」

　ギクリとして、ぼくは返事を失った。

　東大――考えの外の言葉だった。懐かしささえ感じる……ぼくのスタートラインだった。

「ちゃんちゃらおかしい話ですよ、それ。シンちゃんは東大に行くって豪語して、今までその通りに努力をできていたから、だから毒マムシ学園への転校なんて非常識な話が通ったんじゃないですか。何のために東大に行くって言っていたのか聞いたことは無かったけれど、ずいぶんあっさりと手の平を返しましたよね」

　吐き捨てるように言葉を続けた。

「こういう人間の妄言に付き合ってると、同胞が戦死します」

「だって、それは……」

　そもそもが凛りんちゃんに会うためだったから。

　それを取り除いたら、せいぜいぼくのエリート要素が増えてそれだけ調子に乗れるぐらいの意味合いしかない。

　女の子目当てだった。

　その不名誉な動機を――見み栄えっ張りなぼくは吐き出すことが出来なかった。

　この女の前でぼくは弱みを見せるわけにいかなかった。

　ぼくは完かん璧ぺきなエリートじゃなきゃいけなかったから。

　黙りこくるぼくに追い打ちをかけるように、ベスは言葉を重ねた。

「そもそも権ごん田だ原わら組が良い集団っていうのも私たちには関係ありません。ベスの判断基準はシンちゃんにとって益があるか害があるかですから……シンちゃんの毒マムシ学園に対する執着の源をすべて叩たたき潰つぶして、それから普通の学校に転校させるのが、私たちにとって一番いいんじゃないですかね？」

　いつの間にかうつむいていたぼくは、その言葉にハッとして顔を上げた。

　――権田原組については私なりに調べてあります。

　彼女はどこまで深く、ぼくと権田原組について調べたのだろう。

　ぼくの、毒マムシ学園に対する執着の源を潰すって、それは……。

「凛りん子こって女の子に、シンちゃんは騙だまされてるんじゃないですか？　私の経験からいって綺き麗れいごとで組織をまとめるトップは腹黒いですよ。だって人間だもの」

「凛ちゃんはそんな人じゃない！　凛ちゃんはみんなのことを心から思ってる任にん侠きようだ！」

「任侠、仁義って、自分を美化してバカを従わせるのに都合の良い御託ですよね。だから昔っからヤクザはそれを持ち出してたんでしょうし」

　話は終わったとばかりに――最後まで一貫してぼくの言葉に耳を傾けないまま、彼女はくるりと背中を向けた。

「ともあれ、今のシンちゃんの言葉には聞く耳を持ちません。だって無責任ですもん。ただ私はその権田原凛子を、シンちゃんを悪い道に誘った悪い友達として見なします。どうするかは明日決めますが」

　ベスは顔を振り向けて、最後に好戦的な笑みを残した。

「明日は放課後にやってきますよ、私たち。学園の時間割は尊重しますから」

　けっきょく暴力でぶつかり合うのかよ。

　殺し合いで金を稼いでいたような奴やつと。

　彼女の背中が遠ざかって、廊下からリビングの方へと消えた。

　ぼくは階段を駆け上がって、父さんの部屋に向かった。

　ベスに命令を出しているのは父さんだ。ベスがぼくの主張を聞かなくても、父さんを説得すれば済む話だった。

　だけど父さんの部屋は空だった――当たり前だ、まだ仕事をしている時間だろう。

　ぼくの焦りを見透かしたように、ベスの声が階下から響いた。

「ご主人さまは出張で、明日の夕方ごろにこっちに戻ってくる予定です」

　珍しいことではない。商社社長である父さんは年がら年中ヘリコプターであっちこっちへと飛び回っている。こんな田舎いなかに住居をかまえているのも、こうなると都心に住むのも田舎に住むのも大して変わりがないという豪快な理由からだ。

「ふざけろ！」壁を殴った。声と物音があいつに聞こえていたら、たまらなくみっともないけど、そうせずにいられなかった。

　偉そうな顔して鈴すずの音ねに叔お母ばさんと話し合うように諭しておいて……。

「……ぼくの方は、話を聞いてもらうこともできないじゃないか」
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　何でこんなに胸が落ち着かないのだろう。

　電気を落とした暗い部屋の中で、鈴音は眠れない上体を起こして考えた。傍らには、自分を居い候そうろうさせてくれているバイト先の先輩が寝息を立てている。もちろん同性だ。

　居候とはいっても、それほど迷惑をかけているわけではないだろう。バイト代で家賃は折半しているし、家事のほとんどいっさいを自分はこの怠惰な先輩のために引き受けている。客観的に見て対等なルームシェアと言っていいはずだった。

　だけど自分を卑下する鈴音は、どうしても自分を居候、厄介者、迷惑者と考えてしまう。その結果、料理の腕や家事技術ばかりが自分でも気づかないうちにどんどん上達しているのだった。彼女の個性はこのようにして磨かれていた。

　隣で眠っている先輩を起こさないように気を使いながら、彼女は自分の胸に手をあてる。

　あのときだ――真しん太た郎ろうに「ありのままの自分」でいるように言われたときから、自分の胸はやけに落ち着かない。

　いつも卑屈で、一段低いところから周りを見ていた自分。

　だのに百ゆ合り地じ獄ごく団だんみたいな連中を相手には、世話を焼いてみせてちっぽけなプライドを充足させていた自分。

　だから真太郎みたいな人間に対して、〈担当〉として役に立てることがうれしかった。

　担当という立場に、心から満足していた。

　だけど、卑屈さも担当という役割も棚上げして、ありのままの自分になろうとすると――その瞬間に、真太郎と見つめ合う自分の胸がうずいたのだ。

　同じベッドに座る彼に、もっと近づきたいと思った。身体からだを寄せたいと思った。

　唐突に湧わき上あがるその感情が怖くて、胸がどきどきとした。それで彼を弾はじき飛ばしたりした。わけがわからない。

　本当の自分が、真太郎に対してどんな気持ちでいるのか。

　これは――

「……恋じゃよ」

「こ、恋!?」

　隣で寝ていた先輩が、とつぜん口を開いたので鈴すずの音ねは驚いた。

　先輩はゴロリと寝返りを打った。

「さあ……？　適当に言っただけだから……わからん……ぐーっ」

　先輩はすぐにまた寝息を立てて、「ぶっ」と淑女としてあるまじき放ほう屁ひをこいた。

　駄目だ、この人は当てにならない。

　しかし、まさかあたしみたいな人間が恋だなんて……。

「そんな度胸、ねーよ……」

　それに、それどころではないのだ。自分が考えなくてはならないことは、本当はそっちではない。

　鉄てつ子こ叔お母ばさんに自分の姿を示せと真しん太た郎ろうは言った。叔母さんに今の自分の姿を認めさせることは、そのままこの学園を認めさせることになるのだろう。

　人とつながることが、そのまま勇気になるということを教えてくれたこの学園を……。

　それを叔母さんに伝えるのだ。そうすれば戦いは止まるかもしれない。事情はいまいちわからないが、叔母さんがヤンキーの残党の中心的な役割を果たしているのは間違いない。

　伝えるのだ。

「……何だか先生真太郎みてーだな。伝えるって……」

　大丈夫、失敗しても真太郎が、学園のみんなが、受け止めてくれる――。

　――そのとき彼女は気づいていない。

　自分の表情が自然とほころんで笑顔になったことに。

　その笑顔に、ずっと長い間自分の印象を支配していたこわばり、表情筋の緊張が消えてなくなったことに。

　頬ほおを染めるほのかな熱に。

　星と月しか見ていない暗い夜の部屋で、彼女は自然な笑顔で笑っていた。



    

  
    
      


　四章　大人気ない試験たたかい





　その日の夜から翌日にかけて、ベスはぼくの世話をいっさい焼こうとしなかった。

　ぼくはいつもどおり自分のことを自分でしてから学園へと登校した。

　いつもより遅く登校した毒マムシ学園には妙な緊張感が漂っていた。怯おびえた様子のヤクザもいれば、ヤクザになったばかりの元ヤンキーは血が騒ぐといった風でもある。奇襲の場に居合わせたヤクザたちを中心に、ある程度すでに話は広まっているらしい。

　定例集会の後、全校のヤクザを集めて号令をかけなければならないだろう。

　人数ではこちらが圧倒的に有利である。こちらが迎え撃つ側で、敵が来るタイミングもわかっている。……だが三人の女といい、ヤンキーたちの残党といい、暴力でぶつかり合うのが正しいものか疑問だった。

　新生毒マムシ学園の最初の戦いとは、そういう戦いになりそうだった。



　教室に入った瞬間、鈴すずの音ねと目があった。

　昨日、不自然な別れ方をした彼女は、ぼくと目が合った瞬間すぐに逸そらして、だけどまた気を取り直したようにぼくを見た。

　彼女は肌が白いので、赤面しているのがわかりやすかった。

　教室の入り口でつい立ち止まったぼくに、彼女は早歩きで寄ってくる。

「よよよう、先生！」

　鈴音は声が震えてわけのわからないことになっていた。ラッパーか。

「おはよう鈴音……どうしたの？」

　おかしくなってるのは昨日からだけど。

「どうって、どどどどうもしねーよ。遅かったじゃねーか。よし、定例集会行こうぜ」

　ぐっと彼女はぼくの肩を抱いて、会議室へ向かおうと促す。この男友達感覚の距離感はいつもの彼女のものだ。いつも彼女は無む駄だに距離が近くて、ぼくを無む闇やみにドキドキとさせた。だけど今日の鈴音は何か無理しているように感じる。何な故ぜだろう。

　必死で間を埋めようとしているようで、言葉や態度がいちいち焦っている。

「ねえ、鈴音……」

「な、何だよ、これぐらい別に何ともねーぞ!?」

　妙にテンパった返事がきた。

「いや、定例集会までまだ時間あるけど……」

　彼女は腕時計を見てうっと言葉につまった。

　やっぱり何かおかしい。いつもどおりの距離の近さだけど、なぜか落ち着かない。



　定例集会の時間になったが、会議室に凛りんちゃんの姿は無かった。イチロー、お菊きく、流りゆう一いち、そしてぼくと鈴すずの音ねが来ても、凛ちゃんの姿は無い。

「また遅刻？」

　ぼくが驚きの声をあげると、「さあ？」という風にお菊が肩をすくめた。

「昨日ちゃんと伝えたんだよね」ぼくはお菊に確認した。

　ぼくは鈴音との保健室のやりとりの後、ついうっかりそのまま帰ってしまったのだ。

「伝えたよ！　激しくエモーショナルに伝えたよ!!」

　何だよそれ。

「まぁ……とりあえずぼくたちだけでも、これからのことについて話し合おう。授業を予定通りに受けるとしたら、放課後まで時間はそれほど多くない」

　ぼくはあの場にいなかったお菊とイチローに詳しい話を聞かせた。

　イチローは流一の敗北に目を丸くした。

「何者なんですかそのメイドは」

　どうしてイチローはぼくに対して敬語なのかね？

「ぼくんちのメイド。数年前までバリバリ現役で世界中の戦争に参加してた元傭兵だってさ」

「……どうしてそんなのをメイドに雇ってるんですか？」

　イチローに呆あきれた顔をされたが、そんなのぼくだって疑問だ。

　父さんの趣味ですとしか言いようが無い。

　中ちゆう東とうだかどっかへ怪しげな取引に出張した際、現地で雇ったんだって聞いたけれど。

「……考えるべきは、あいつの対策だな」

　ぼくは唸うなった。自分の身内だが、あれが最悪の敵戦力であることは疑いようが無かった。

「対策も何も、こっちも最強のカードをぶつけるしかねーじゃねーか」

　鈴音はようやく自分のペースを取り戻したかのように言った。

　会議室のロの字型に置かれた机で、いつもだったらぼくのすぐ横に座る彼女が、今日はもっとも遠い位置である対角線上に座っていた。

　ぼくと距離ができたから落ち着いたのかもしれない。

　そうだとしたら、ちょっとショックだ。

「最悪なのはそのメイドみてーなバカみてーに強い奴やつが一気に突撃してきてゴンがやられちまうことだろ？　こっちも出し惜しみせずに最大戦力をぶつけねーと……」

「つまり、四天王をぶつける？」

　鈴音は頷うなずいた。流一だけでは敵わなかったから、今度は四天王をまとめてぶつける。

　確かに最悪のケースは凛ちゃんがやられてしまうことだ。士気に関かかわるのはもちろんだが、そもそも彼女は権ごん田だ原わら組をまとめている求心力そのものだ。その彼女がやられでもしたら、戦線がばらばらに崩壊しかねない。寝返るものも出てくるだろう。人数が少ないヤンキー残党を相手に決定的な敗北があるとしたら、このケースだ。

　しかし江え碕ざきさんを除いた三対一であっても、どうだろう……。

「ベス……あのメイドは倒すというよりも、食い止めてその間に他のヤンキー残党を全滅させるって考えの方がいいかもしれない……」

　ぽつりともらしたぼくの発言に、鈴すずの音ねは怪け訝げんな表情をした。

「やけに弱気じゃねーか。うちの四天王がまとめて相手して、それでも負けちまうなんて、そしたらそいつ、もう人間じゃねーぜ」

　確かにそうかもしれない。流りゆう一いちの空中格闘……お菊きくのヨーヨー……イチローの魔球…………こいつらだって十分人間離れした連中だ。

　しかしそれでも、ぼくの胸には不安がこびりついていた。

　四天王はまだ全員ではない。江碕さんが……ぼくたちに協力してくれればいいのに。

「……天才に来て欲しそうな顔ですね。来ましたよ」

　声に振り向くと、ガラリと扉が開いて、そこに彼女が立っていた。

「アンパ……江碕さん！　来てくれたのか！」

　ぼくが驚きの声を向けると、江碕さんは「ふふふ」ともったいぶった笑い方をした。

「別にあなたに呼ばれたから来たわけではありません。私の天才的頭脳を求める声がしたから来たのです。人類の共通財産である私の頭脳は、私の頭脳を求めるすべての迷える子羊へ平等に恵みを施すでしょう」

　何かよくわからないけれど、彼女の協力が得られるらしい！

「そして天才たるもの手ぶらでは来ません。秘密兵器を用意してきました」

　会議室がいっせいにどよめき、座っていたぼくたちは立ち上がって江碕さんの下にわらわらと集まった。

　この人が秘密兵器などというと、いったい何をしでかすのかさっぱり想像できない。

　秘密を持たないで欲しい人ナンバーワンである。

　だが、よくわからないが、言葉を聞く限りではぼくたちのためになるもののようだ。

　戦いを前にして湧わき上あがるこの漠然とした不安――それを払ふつ拭しよくするような何かが飛び出してくることを、ぼくたちはみんな期待した。

　彼女はくるりと反転して、会議室の入り口に向き直った。

「さあ、来てください。出番ですよ」

　来てください？

　彼女の呼び声に応えたのは、凛りんちゃんだった。彼女は真まっ赤かな顔をして、何やら妙にもじもじと会議室の入り口から顔だけを覗のぞかせている。

　江碕さんは頬ほおをふくらませた。

「ぶー。そんなところで縮こまっていては意味がないではないですか」

「よ、予想以上に恥ずかしい……」

　消え入るような声で凛ちゃんは言った。

　よくわからない。彼女はいったいどうしたというのだろう。

　秘密兵器とは彼女のことか？

「あなたは天才の手によってドレスアップされているのだから、もっと自信を持ってください。ほら」

　江え碕ざきさんは会議室から出て、ぐいっと凛りんちゃんの腕を引いた。

　凛ちゃんの〈全体像〉があらわになり――会議室はシュールな衝撃に包まれた。誰だれもが声をあげることもできず、ぽかーんとした。ぼくもあ然としてそれを眺めた。

「どうですか!?」

　江碕さんはぐっと握り拳こぶしを掲げて言う。

「いや、どうって言われても……」

　これで放課後の戦いをどうしろというのだ……。

　彼女は握り拳をぶんぶん振りまわしながら、それについて解説してくれた。

　それはメイドとスクール水着とバニーガールを組み合わせたまったく新しいコスプレなのだという。メイドとスクール水着は言うに及ばず、そこにバニーガールをプラスすることにより、ややオッサンじみた嗜し好こうにも対応することが可能となった。スクール水着の上にメイドのエプロンドレスを着ている形だが、エプロンドレスには大胆な軽量化が図られている。袖はオミットされており、スカートは極めて短く水着がほぼ露出している。配色も黒から紺色中心となり軽やかな印象だ。頭上にはヘッドドレスではなくウサ耳が装着されて可か憐れんさを表現しつつも、その両脚は網タイツが見事な脚線美を飾り立てている。スクール水着は全体的なバランスを考えて一般的に人気な旧型タイプのものよりもハイレグの競泳タイプをチョイスした。バニーガールの意匠としての網タイツは脚全体を覆うものではなくオーバーニーソックスのごとく膝ひざ上うえまでを覆い、その上の太ももはあるがままに露出させている。競泳タイプの深い切れ込みと網タイツにむにっと圧迫された柔らかな太ももが表現する絶妙なバランスの素肌が、メイドの持つ「どんな命令にでも応えてくれそう」な従順さと組み合わさり、淫いん靡びな妄想を無限大にかきたてる。そう、このコスチュームと対たい峙じした者は誰もが「これを自由にしていいのか……ゴクリ」と生なま唾つばを飲まずにはいられない。スクール水着の健康的ないやらしさとバニーガールの攻撃的ないやらしさが一見してケンカするように見えて、しかしメイドの従順さと可憐さが全体の印象を柔らかく包み込み味わいをまろやかに変えている……ええい、説明無む駄だに長いよ！

　彼女はそこはかとなく自慢げに瞳ひとみを光らせた。「ま、大したことじゃありませんけどね」

「知るかーっ!!」

　ぼくは全力で彼女の脳天にバゴシっとツッコミをいれた。

「あいたっ！　脳細胞がーっ！　私の脳細胞になんてことをーっ！　〈バゴシ〉ってツッコミに相応ふさわしい効果音じゃないですよね？　ちょっと新開発されたジオン軍の戦艦みたいな音ですよ。バゴシ。ああ、でも痛みがちょっとカ・イ・カ・ン」

　江碕さんはほうっとため息を吐いた。

「先生といっしょにいると、私、バカにされちゃいますね……」

　もうやだこの人。

「ううう」と真まっ赤かな凛りんちゃんがうなった。

「もうメイドになるしかないと思った……今では反省している……」

　凛ちゃんはもしかしてぼくを喜ばせるためにこんなことをしたのだろうか。

　とっさに昨日の彼女の発言が思い出された――

『だってわざわざ雇うぐらいだから、それぐらいメイドが好きなのかと……なんかそういうの、男子の間で流行ってるっていうし。そ、それに女ヤクザなんかよりもその、よっぽどかわいいのかと……』

　彼女は、そんなことを言ったのだ。

「なんてアホな……」ぼくは目眩めまいを覚えてふらついた。

　今はこんなことをしている場合じゃないのに！

　だけどぼくは、凛ちゃんの、こちらの反応を窺うかがうような弱々しい視線にすっかりと力が抜けてしまった。

　優しい人なのだ。

　子分が見ていないところではマヌケでヘッポコな空回りをすることもある。

　だけどいつだって他人のことばかり考えている。

　素直で、その行動からは何の邪気も感じられない。



    

  
    
      



    

  
    
      　……こんな人を、誤解させたままにしてはいけない。昨晩のベスとのやりとりが頭をよぎり、ぼくの胸はカッと熱くなった。ぼくは女の子目当てでこの高校にやってきた、家族から見れば最低のどアホウだ。だからぼくはどんな風に言われても仕方ないけれど、彼女のことを悪く言わせるのは許しちゃいけなかった。

「えっ？　シンくん、ちょっと……」

　疑いの視線がこの優しい人を奪い去っていくような気がして、ぼくはその細い身体からだを抱いていた。

「別に、そんな格かつ好こうしなくてもいいんだ。凛りんちゃんのこと、ぼくはちゃんと知っている」

　この人のことを、ちゃんと伝えないといけない。たとえぼくがどんな人間だと思われたとしても。

　くだらない見み栄えよりも大事なものがあった。

　ぼくは彼女目当てでこの学園に来たことを、恥じてはいけなかった。

「あわわ。そ、そんなこと急にされたら……きゅう」

　凛ちゃんはなぜかそのまま気絶した。良く見るとその顔色はあまり良くなく、目元にはくっきりとくまができている。もしかすると彼女は徹夜でこの服を用意したのかもしれない。なんという空回りぶり。

　彼女はいつだって、自分のためではなく他人のために必死なのだ。

「おい、今はそれどころじゃねーだろーがよー」

「シンタロー、いつまでひっついてんだよっ」

　二つの不機嫌な声が、ぼくと凛ちゃんを引ひき剥はがした。鈴すずの音ねが何やらぷんぷんしながら凛りん子こを抱き上げて、恐らく保健室に連れて行くのだろう、会議室から運び出した。

　ど、どうして怒ってるんだろう……鈴音が何だか情緒不安定だ……。

「ふふふ……結果オーライ」

　傍らで江え碕ざきさんがにやりと笑った。「ま、大したことじゃありませんけどね」

　この人には何というかガッカリだ。
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　その頃ころ、ヤンキーの残党は性懲りも無く屋上に集まった。かえって盲点なのか、見回りの気配は無かった。

　空は鮮やかに晴れ渡っているが、ヤンキーたちはそれとは対照的にぐったりだらだらとウンコ座りをしていた。いかにも「人生の無む駄だ遣いをしています」という面構えである。

　そんなヤンキーたちを見回して、ベスは「ククク……」と薄笑いをもらした。

「ククク……よくぞ集まりました。気炎万丈たるデラーズ・フリートの精鋭どもよ……」

「どうしたんですかベスさん、急に悪役ヅラして？」

　傍らでお志し津づが首をかしげた。「ククク……」と無理やりな笑い声を出しつつ答えた。

「今、私の中で悪役気分が盛り上がっているのです……ククク」

「ああ、そういうことですか。わからないではありません」

　お志し津づはしょんぼりとうな垂れた。三人の女たちの中で、誰だれがもっともモチベーションが低いかといえば彼女だ。

　ご主人さまの命令とはいえ、凛りん子このオトコトモダチみんなを痛めつけろというのは支離滅裂というか意味不明だ。

　何と妙な仕事をしているのだろうと彼女は自分の境遇に呆あきれた。……彼女の忍術修行は小学校卒業後から始まり、親から毎日修業を強要された。中学校はほとんど登校できないまま、卒業日数が全然足りていないにもかかわらず一方的に卒業証書が家に届いた。もちろん高校には進学しておらず、十七歳で権ごん田だ原わら家で働くようになって、彼女は学生生活というものをまったく経験していない。同年代が甘酸っぱい青春を謳歌していたころ、彼女は恋愛経験値ゼロのままひーひー言いつつ手裏剣を投げたり壁をよじ登ったりしていたのだった。

　そんな彼女が仕事で高校を訪れたと思ったら、やることは凛子の学園生活の妨害である。

　凛子の真しん太た郎ろうへの気持ちを勝手に想像して、彼女は胸が切なくなった。苦労人ではあるが、恋愛経験が少ない分だけ純真なのだった。

「悪役ですよねえ」

　お志津は冷たい秋空にため息を吐いた。その横で、ベスは「ククク」と笑っていた。

「よしみんな、手て筈はずを考えるぞ！　集まれ！」

　鉄てつ子こが号令をかけると、ぞろぞろと人々は彼女の周りに集まった。三人の女の中でもっともモチベーションが高いのは彼女である。この屋上で怠惰な時間を過ごすヤンキーたちを、本来いるべき学園生活の枠組みに戻すため、彼女は燃えていた。

　その傍らで、骨ほね夫おは企みに満ちた笑みを浮かべていた。

「さて、放課後から権田原組を潰つぶしにかかるわけだが、さてどうしよう。先生もさすがに集団対集団のケンカは勝手がわからん」

　鉄子が胸を張ってそう言うが、ヤンキーたちも「俺おれたちだっていつも力ずくで殴ってるだけだぜ」「でも権田原組はなんか戦略だか戦術だかケンカの勉強もしてるらしいぜ」とざわついた。

「キツツキ戦法でいきましょう」

　ベスが提案した。

「キツツキ？」

「まず私がひとりで打って出ます。私は昨日の奇襲で強い存在感を向こうに与えているはずです。だから彼らは私に対して精鋭部隊――恐らく四天王とかいう連中を差し向けてくるでしょう。その間に、鉄子さんがヤンキーたちを率いて背面を叩たたき、権田原凛子を討ち取ります。これぞ武たけ田だ信しん玄げんが川かわ中なか島じまの戦いで用いたキツツキの軍略」

　彼女は指で細長い校舎を描いた。

「東端と西端に階段があるシンプルな構造をしている校舎を、私がどちらか片方から先行して攻めて、時間差で鉄てつ子こさんが逆側から攻める形です。こうすることで、鉄子さんたち主力部隊は四天王とぶつかり合うことを避けます」

「四天王ってのは、避ける必要があるほど重要か？」

　鉄子が質問した。彼女は正面からぶつかる方が性に合うという顔をしていた。

「四天王をどう扱うかがこの戦いのキモです」

　ベスはあたりのヤンキーを見渡した。

「何な故ぜなら、ここのヤンキーたちは四天王を見ると縮こまってしまうようですから。まぁ士気の問題ですね」

　ヤンキーたちはその指摘に身をすくませた。それは番長が学園を無法支配していた時代のトラウマである。彼らは自分より強い人間を絶対的に恐怖していた。

「あの……私は何をすればいいのでしょう」

　おずおずとお志し津づが挙手した。

「攻めると言っても、権ごん田だ原わら凛りん子こが学園のどこに陣を構えているかわからないことにはどうしようもありません。というわけでお志津さんは私よりも先に潜入して、偵察と攪かく乱らんをしてもらいます。できますよね？」

「はぁたぶん」

　くのいちはおっとりと返事した。

「なるほど、三段重ねの戦術というわけか。それっぽいぞ」

　鉄子は満足げに頷うなずいた。ヤンキーたちも何となく理屈が通っている感じがしたので納得して頷いた。いつの間にか残党の中心は鉄子からベスに変わっていた。

　計画通り――ヤンキーたちの輪から一歩離れて、骨ほね夫おがそんな風に笑った。
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「お志津だって!?　お志津が来てるのか！」

　凛りんちゃんはウサ耳をびよんびよんさせながら声を荒げた。それ、取れよ。

　放課後の保健室である。彼女はけっきょくそれまでずっと眠りっぱなしだったのだ。

　その間に、すでにヤクザたちは一階の保健室を守る陣容で配置されていた。しかし敵の気配は未いまだなく、戦いは何も始まっていない。

「聞いてなかったの？」

　ぼくがたずねると、凛ちゃんは「聞いてねえ！」と悲鳴をあげた。お菊きくに目を向けると「誰だれそれ？」と首をかしげた。

　そうか、お志津のことを知っているのはぼくだけだったんだ。

　ぼくが伝えなきゃいけないのに、土ど壇たん場ばまでうっかりしていた。

「だったらやべえぞ！　気をつけろ、あいつは忍者だ！　すでにどこかに忍び込んでやがるかもしれねえ、こっちの陣構えも筒抜けにされちまう!!」

　ただのコスプレじゃなくて本気ものの忍者だったのか！　保健室に集まる幹部たちは声にならない悲鳴をあげた。とんでもない家政婦がいたものだ！　まるで市いち原はら悦えつ子こだよ!!

「むぅ、電波を感じる」

　そんな中、とつぜん流りゆう一いちがうなった。

「流一……やっぱり昨日の戦いで頭を……」

「違う、頭がどうとかではない……これは愛だ！」

　こいつはもう駄目かもしれないな。

　そして流一は「愛だ、愛を感じる……」とわけのわからないことを言いながらどこかへ駆け去った。

「流一!?」

　ぼくは慌あわてて追おうとする。

「シンくん、あたしも行くぜ！」と凛りんちゃんが上体を起こした。

「凛ちゃんは来ちゃ駄目だ、大将なんだから！　とりあえずぼくが追う！」

　まだ敵の気配が無いからって、あいつ何をとち狂ってんだ。

　そしてぼくは保健室を飛び出した。



　流一はぼくよりもはるかに足が速いが、妙にキョロキョロしながら走っているのでぼくでも追いつくことができた。

「どこへ行く気だよ!?」

「いいから俺おれについてこい！」

　併走してたずねるぼくに、流一は自信ありげに答える。彼は階段を駆け上り、二階の職員室のあたりにたどり着いた。

　職員室の周辺ということでヤクザもあまり多くは配置していなかった。戦場としての重要性は皆無な一角である。だが職員を通して情報だけは集まる場所だ。

　そこで流一は「胸がきゅんきゅんする……ここか!?」と立ち止まった。

「そこだーっ！」一声叫んで、懐から取り出した硬球――イチローから借りたものだろう――を天井に投げつけた。

「いたいっ」

　天井から悲鳴が聞こえたかと思うと、〈天井の模様が描かれた布〉が一枚、ひらひらと落ちてきた。そしてそれが落ちてきた天井の一点――そこにくのいちが虫のように張り付いていた！　お志し津づさんだ！

「どうして私の居場所を!?」

　お志津さんが驚きよう愕がくの声をあげた。

「愛の力だ!!」

　流一がバカなことを叫んだ。

　すると――なんという純情っぷりだろう、お志し津づさんの顔が見る見るうちに赤くなり、天井からドンガラガッシャンと落下した。

　目に見えて狼ろう狽ばいしながら、よたよたと立ち上がった。何だこの人、ちょっとかわいいぞ。

「好きだ！　愛してる!!　結婚してくれ！！！」

　本来長い時間をかけて熟成させる愛の言葉の三段活用を大安売りしながら、流りゆう一いちはお志津さんに向かって疾走した。

　だがお志津さんは一いつ升しよう瓶びんを握って迎え撃った。

「忍びに愛など不要！　伊い賀が忍法ファイヤーブレス！」

　彼女が酒の霧を吹くと、それは猛烈な炎に変わって流一に襲い掛かった！

「その炎を飛び越えて来い（ｂｙ三み島しま由ゆ紀き夫お『潮騒しおさい』）というわけだな!!」

　日本でもっとも偉大なラブストーリーのひとつである作品の名台詞ぜりふを叫びながら、流一はその若い肉体を躍動させて宙高く飛んだ。その跳躍は、肉体の尊厳を誇示するように――人類はここまで高く飛べるのだと思い知らせるように高かった。

　銀色のその男の姿に、ぼくは空を翔かける天馬を幻覚した。

　流一は悠々と、炎の壁を飛び越えたのである。

　だが炎を吹くお志津が顔を上に向けたので、ジャンプしても無む駄だだった。

　炎は逃げる流一を捕まえるように包み込んで、彼は真っ黒コゲになった。

　しかし流一は身体からだを炎に焼かれながらもまったく気にすることなくお志津へと向かっていく。服の上半身が焼け焦げて、よく鍛きたえられた身体が露出する。それは火傷やけどを負いながらもたくましい肉体美であった。

　そんな流一が、お志津を固く抱きとめた。お志津は抵抗できなかった。

「もう逃がさないぜ」

　情熱的な笑みをたたえた流一が、さわやかに歯を輝かせると、お志津は真まっ赤かになった顔をうつむかせたのだ。力が抜けた手から一升瓶が落ちて、とぽとぽと床に中身を流した。二人の足元を酒の泉が浸した。いや……ていうか、何だコレ。

　呆ぼう然ぜんと見守っていると、ガシャーン！と窓ガラスが割れた。

「なんという体たらくだ、お志津！」

　巨大な何かが凄すさまじいスピードで視界をよぎった！

「毒マムシ学園よ、俺おれは帰ってきた……！」

　二階の窓ガラスはすべて防弾ガラスのはずだった。だが声の主はそれをいともたやすくぶち割り、外から廊下へ飛び込んできた！

「やはりこの学園は、この俺……ストライクニート泰たい蔵ぞうが自ら潰つぶすしかないようだな！」

「泰蔵さん!?」

　驚きよう愕がくの悲鳴をあげた。なんということだろう――〈ストライクニート〉を名乗った権ごん田だ原わら泰蔵は、全身にゴテゴテとした機械をまとい空中から廊下へと飛び込んできたのである。

　その姿はいわばパワードスーツといった風だった。両手に機械手甲のようなものをつけ、両足は飛行機のような流線的なラインのマシンに包まれており、そこから炎を噴出しつつ空中を飛んでいるのである。

　そしてどういうわけか、下半身はパンツ一丁なのだった。いや、よく見るとパンツではないのかもしれないがパンツにしか見えないのだ。

「た、泰たい蔵ぞうさん……どうしてこのタイミングでここへ……？」

　ギンと彼はぼくを睨にらみつけた。

「復ふく讐しゆうするのさ！　俺おれを植物化させたこの学園に！」

　彼がそう言うと、彼を包む全身のマシンがぼうと怪しく発光した。

「まずは学園の暴力の象徴！　四天王、神かみ風かぜ流りゆう一いちおまえからだーっ！」

　両足のマシンから激しい炎を噴出して、泰蔵が流一に飛びかかった。流一はお志し津づさんを抱えたまま辛からくもその突撃から身をかわしたが、満身に火傷やけどを負ってもはや満足に戦えるかどうか定かではない。

　かわされた泰蔵は「ふはは、怖かろう」と笑った。

「くっ」

　さすがに流一も不利を悟って舌打ちをもらした。

「あいつの相手は生身では無理だぜ！」

　泰蔵に負けず劣らずの凄すさまじい速さで、光り輝く何かが目前をひた走った。

　声の主はそのままの勢いで泰蔵に体当たりをぶちかまし、「ぐわ！」と泰蔵は廊下の端まで吹っ飛んだ。巨大な身体からだが、流一を守るように立ちふさがった。

「あ、あいつの相手は……この強化型アンパンスーツがする！」

　江え碕ざきさ……じゃなくてアンパンだった！　どうやら彼女はスーツを着ると条件反射で口調が変わるらしい。

　いや、かつてと同じアンパンではない。本人は強化型と言ったが――とつぜん彼の背中がパカっと開いた。ハッチがオープンし、そこから巨大なコンテナが露出したのである。

「行けっ、あんぱん！」

　コンテナから無数のあんぱん（？）が飛び出し、それは宙を飛んで雲うん霞かのごとく泰蔵に襲い掛かった。

「思念波で遠隔操作する類たぐいの兵器か、ちょこざいな！」

　泰蔵が怒声をあげて、両足から炎を噴き出す。飛んでくるあんぱんを回避しようと高速機動した。

「む、無む駄だだぜ！　このあんぱんは熱と質量をレーダーで捕ほ捉そくして追い続ける！」

　戦闘機のように飛ぶ泰蔵を、無数のあんぱんがまるでホーミングミサイルのように追う。

「ええい！」泰蔵が叫ぶと、そのマシンが再びぼうと光った。

　謎なぞの光に包まれた泰蔵はさらに加速し、無数の残像とともに飛び回った。するとあんぱんはその残像をホーミングしてあらぬ方向に飛んだり、あんぱん同士が衝突したりして次から次へと爆散した。

　アンパンが驚きの声をもらした。

「質量のある残像だと!?」

　恐らく泰たい蔵ぞうのマシンが限界稼働することにより、摩擦と熱でその外装の塗装膜が剥はく離りし、それが残像のように見えているのだろう！　それは質量と熱を持ち、各あんぱんに搭載されたレーダーを霍乱したのである！

「落ちろ、蚊トンボ！」

　泰蔵の手から、ピンク色のレーザーがほとばしり、いくつか残ったあんぱんをすべて撃ち落した。

「貴様にはわかるまい！　この俺おれを通して出る力が！」

　すべてのあんぱんを破壊した泰蔵が、宙を飛びながらアンパンを睨にらみつける。

「お、俺にプレッシャーをかけるテクノロジーとは、何者なんだ？」

　アンパンはそれにたじろいだ。

　泰蔵の手からピンク色のサーベルが伸びる。それを振り上げてアンパンに迫る。

「ふはははは、怯おびえろ！　竦すくめ！　マシンの性能を活かせないまま死んでいけ！」

「不愉快だぜ。な、生の感情を丸出しで戦うなんてよォ！」

　アンパンの腕からも緑色のレーザーサーベルが伸びて、その振り下ろしを受け流した。アンパンは背中から、泰蔵は両足から、スラスターの炎をたなびかせて高速ですれ違う。

「なめるな！」

　間合いが開くと即座に泰蔵の左手から無数に枝分かれした拡散レーザーが飛んだ。しかしアンパンが緑色のエネルギーフィールドを展開して弾はじいた。

「弾はじいただと!?」

「散弾ではなァ！」

　両者が発する高熱のせいで廊下に焦げ臭さが充満し、床にこぼれていた酒が蒸発して煙を立ち上らせた。

　そしてぼくは両者を見守りながらオロオロとした。

「お、おかしいでしょう、アンパンさん……」

　そのまま二人は宇宙世紀的な戦いを繰り広げた。



　ゴゴゴと新築したばかりの校舎が揺れた。

「な、何だ？　何が起こっている!?」

「ゴン姐ねえさん、報告です！」

　本陣として構えている保健室にヤクザが一人飛び込んできた。その場にいる凛りん子この他、二人の四天王と鈴すずの音ねたち幹部はいっせいに視線を向けた。

「校舎二階で爆発騒ぎだそうです！」

　さすがに幹部たちは動揺した。何しろ相手のメンバーに教師がいるのだから、あんまり非常識な攻撃はしてこないと見ていたのである。

「爆発!?」

　凛りん子こは悲愴な声をあげた。爆発という単語はシャレにならない響きがある。死人が出てもおかしくない単語だった。

「何が起こってるんだよ！」

「目撃証言によると、なんか、ロボットがビーム兵器で戦ってるらしいです……」

　保健室にひんやりとした静寂が訪れた。それは「もうこの学園なんとかしてくれ」という脱力感であった。

「たぶん片方はアンパンの兄貴だと思うんですが……」

「……まさか！」

　そのとき凛子の頭の中で閃ひらめいたものがあった。それは自分の実家で盗み聞きした、兄の泰たい蔵ぞうと父親の会話の断片だ。二人はそのとき何やら『パワードスーツの開発と調達が』とか『パンツじゃないから恥ずかしくないモン』とか話していた！

　パンツがどうこうというのはよくわからないが、このロボット騒動と関連があるのは間違いない！

　ロボットなんて……これだから田舎いなかの金持ちは……。

　凛子は保健室から飛び出そうとした。

「お待ちくだせえ、ゴン姐ねえさんに行かれたら！」

「ゴンはまだここにいろ！」

　ヤクザと鈴すずの音ねが制止してくるが、彼女はそれを振りほどいた。

「暴れてるのはあたしの家族なんだ！　あたしが行かねえと！」

「ゴン！」

　もう凛子は鈴音の呼びかけに振り向きもしない。

　彼女は、ウサ耳をびよんびよん揺らしながら駆け出していった。

「ゴン！　その格かつ好こうで出歩くのはどうかと思う……!!」
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　アンパンと泰蔵の戦いは、次第に優劣が生じ始めていた。アンパンスーツには無数の傷が刻まれ、搭載兵器のほとんどが失われた。剣折れ矢尽き、ロケットパンチは行ったっきり返ってこない。ぼくたちをかばうように立つその背中からは、プスプスと煙がもれ出ている。

「まだだ……まだ終わらんぜ……」

「本体の力の差が出たな！　俺おれはこいつを使いこなすために筋トレに励んでいた。しかしおまえの肉体ではマシンのフルパワーに耐えられない。マシンの性能の違いが戦力の決定差でないことを……」

「泰蔵兄さん！　あんた何やってるんだ!?」

　廊下の彼方から凛りんちゃんが走ってきて、泰たい蔵ぞうの語りを遮った。

「その声……凛たんか！　兄さんじゃなくていつもどおりお兄ちゃんと呼べ！」

　彼は振り向かず、背中越しに返事した。

「復ふく讐しゆうするのさ！　俺おれを植物化させたこの学園に！　それができる力を手に入れたのだから！」

「復讐なんて何も生まねえだろう！」

　背中越しの会話は、続いた。

「生むとか生まないとか復讐が生産性の話で済むものか！　すべて破壊して納得する！」

「それでも、みんなが笑っていられるような未来を作る努力をした方がいいじゃねえか！　この学園はもうそういう方向に変わり始めてるんだよ！　あたしは兄さんが眠り続けている間、ずっとそれを考え続けてきた。なのに兄さんは眠っている間ずっと真逆の考えばかり温めていたのかよ!?」

「善意から得られる報いの矮わい小しようなカタルシスなどにほだされて、素直に恨みを捨ててなるものか！　それこそが、弱者の意地だろうが！」

「それこそ社会的に成功して見返してやればいいじゃねえか！　他人を自分と同じ低さに引きずりおろして納得するよりも、自分を高めて納得しろよ！　今の兄さんはただの開き直ったニートだ！　筋トレしてる暇があったら就職活動しろよ、現実から目を背けてわかりやすい復讐に逃げるんじゃねえ！　酔ってるだけだ！　この万年中二病！」

「凛たん、言うにことかいて就活はＮＧワードだぞ！　今の情勢がどれほど厳しいか……」

　激げつ昂こうして振り向いた泰蔵は、そのとき見た。

　涙ぐみながら兄に必死に語りかける妹の姿を。

　その頭には何な故ぜかウサ耳がびよんびよんと揺れていた。

「お兄ちゃんのわからずや！　もういっしょにお風ふ呂ろにはいってあげないから！」

　凛ちゃんはさりげない爆弾発言をしつつ駆け去ってしまった。

「う、うおおおおおおおおおおおおっ！」

　とつぜん泰蔵は大声をあげて、その身体からだを覆うマシンが強烈な青白い光を発した。

「あ、アンパン、これは!?」

　アンパンは頭の部分をすぽっと外して、本体の顔を露出して答えた。この状態は……〈半パン〉とでも呼べばいいだろうか。

「これは……精神波変換機関の暴走です。彼は精神力や感情をエネルギーに転化するシステムを搭載したマシンに乗り、自分の復讐心を動力源にしていました。しかし権ごん田だ原わら凛りん子こが復讐を根底から否定したショック、就職氷河期時代への絶望感、コスプレへの興奮、もういっしょにお風呂に入ってもらえないという失望感が、自分でもコントロールできないほどのエネルギーを生み出しているのです。……いけない、爆発するかもしれません！」

　その言葉に、ぼくと流りゆう一いちとお志し津づは慌あわてて彼女の陰に隠れた。

「しかし精神波変換機関……どこから技術が漏ろう洩えいしたのでしょうか……」

　彼女はぶつぶつと何かつぶやきつつアンパンスーツの頭部部分をかぶりなおした。

「うおおおおおっ、ユニバァァァアアアアアアアス！」

　彼は凄すさまじい輝きを発しながら窓を突き破って、外へと飛び出した。

　窓の外に視線を移したとき、ぼくたちは目撃した。毒マムシ学園の裏側にそびえる山へ、青白い発光体がまっすぐに飛んでいくのを。

　その途中で、凄まじい爆発が巻き起こったのを……。

「そ、それでも、権ごん田だ原わら凛りん子この言葉は伝わったのかもしれねえナ」

　アンパンがしんみりと言った。

「さ、最後には学園の外へ出て行ったんだからヨ。復ふく讐しゆうの無意味さを心の奥底では理解して、学園の未来を信じたんだ。ユニバース、宇宙と叫びながら……」

　山やま間あいに一筋の煙が立ち昇るのを遠目に、ぼくはため息をついた。

「いや、それよりもコレ、泰たい蔵ぞうが死んじゃってないか不安なんだけど……」

　アンパンが肩をすくめた。

　お志し津づさんがぴょんとひとっ飛びして、ぼくたちとの間に距離をとった。

「私はここで退散いたしましょう。ですが……神かみ風かぜ流りゆう一いち、お気をつけください。私が連絡を絶ったら、今度はエリザベスさんが来ます」

「奴やつは、どこから来る？」

　全身に火傷やけどを負った流一は、しかし瞳ひとみに執念をにじませてたずねた。

「恐らく東側の階段から、一直線に保健室へと。保健室に本陣を敷いていることは私がすでに突き止めて連絡しております。それではごめん……別にあなたが気になって手を引くわけではありませんからね！」

　彼女が何かを床に投げつけると、廊下一面が煙に包まれた。煙玉だ。そして煙が晴れると、彼女はすでにこの場からいなくなっていた。

「お志津……そしてエリザベス、か……」

　流一がつぶやいた。



　　　＊



「連絡が途絶えて十分。お志津さんはやられたとみなしましょう。さすがにやりますね」

　ベスはゴツイＧショックの腕時計で時間を見ながらつぶやいた。

「ですが本陣の場所は連絡してくれました。それでは私が行くとしましょう」

　彼女は屋上で備えるヤンキーたちと鉄てつ子こを見回して言った。

「鉄子さんは、私が行って五分後に逆側の西階段から保健室へと向かってください」

「五分後というのは？」

「私が四天王を引きずり出すのに要する時間です。ちょっと長めに見積もっていますが。それじゃいってきまーす」

　彼女はとたたっと軽い足音を響かせて階下へと消えた。

「……しかし、一人ってのは……」

　ヤンキーの一人が不安げに言葉をもらした。



　無人の野を行くようにベスは階段を降りた。

　その行く手から、ヤクザたちの悲鳴が響く。

「あ、相手は一人だぞ！　何をビビってんだ!?」

　すでに彼女に通り過ぎられた、後方のヤクザが悲鳴をあげた。

「だ、だけどあいつ消えちまうんだ！　幽霊みたいに姿が消えちまうんだよ！」

「こんな狭い場所で、こんな派手なメイド見失うわけあるかっ！」

「止めろ！　挟み込め！」

　階段の前後からヤクザが飛びかかった。だが彼女が陽炎かげろうのようにわずかに身を揺らがせる、たったそれだけで飛びかかる二人のヤクザは標的を見失い、正面衝突した。何事も無かったようにベスはまた歩みを再開した。

　暗殺者じみた彼女の歩調はまったく足音をたてず、不気味な幽霊のようだった。

　ヤクザたちは行く手で硬直した。攻めかかる勇気を完全に失っていた。ベスはようやく歩みを止めた。狭い階段を戦意喪失したヤクザたちが塞ふさいでしまっている。

　前に詰まっているヤクザたちに向かって、笑いかけた。

「一人一人順番に倒していかなきゃいけませんか？」

　静かな問いかけに、ヤクザたちは前から順番に震えわたった。

「お、俺おれ、漫画で読んだことがあるぜ……四方向から襲い掛かって倒せない相手は、何人で襲い掛かっても無む駄だだって。人数揃そろえても勝てないって……」

　ベスは「おや？」という顔をした。

「あれ、その漫画ヤンキーだけじゃなくてヤクザも読んでるんですか？　だったら話は早いです。人数いても無駄だから、とっととみなさん退散して真打を出してください」

「し、真打？」

「四天王ですよ、四天王」

　彼女は腕時計を見下ろした。

「できればあと三分以内に」



「うわあぁぁぁん、ゴン姐ねえさあぁぁぁん!!」

　泣き叫ぶヤクザたちが保健室に殺到し、凛りん子こたち幹部がぎょっとした。

「ゆ、幽霊だよー、あいつ幽霊だよー！　あんなのかなわねえよー！」

「怖いよー、メイドがあんなに怖いなんて知らなかったよー！」

「メイドはやっぱり雪さんがいいよう！　もうマヨイガに帰りたいよう！」

　メイドという単語に、幹部たちは色めきたった。

「それで、そいつはどこにいるんだ!?」

　凛りん子こがウサ耳をびよんびよんさせながらたずねた。

「ひ、東側の階段です！　今はみんなで足止めしてやすが、四天王が来るまで待つと」

「よーし来た来た出番が来たーッ！」

　お菊きくが飛び上がって喜んだ。

「組長、行ってくるよ！　よーし、夜更かしして作った新ヨーヨーの出番が来たっ！」

　一足先に彼女は保健室を飛び出していく。その後をイチローが追いかけた。

「メイドは一人で来たのか？」

　ふと気がついたように鈴すずの音ねはたずねた。保健室に残った凛子以外の最後の幹部である。

「へい、一人でやんした」

「……メイドは陽動だ。逆方向から相手の主力が来る。もちろんそっちにもヤクザは配置してるけれど……」

　その戦力を率いているのは間違いなく鉄てつ子こだ。自分は彼女と話さなければならない。

　出来れば、本格的にぶつかり合う前に。

「あたしも西側の階段に行ってくる！　こっちに来るのが相手の最後の戦力だ！」

　最後の戦力とはいえ、考えてみればまともに衝突はまだしていない。最初で最後の戦力に違いなかった。

　……きっと防げる衝突だ。言葉が伝われば、きっと。

「あたしも行くぜ！」

「ゴンは大将なんだからここで待ってろ！」

「……ええ～」

　凛子はウサ耳をびよんびよんさせながら、そこはかとなく寂しげな顔をした。だけど振り向かず、鈴音は保健室を飛び出した。

「お姉さま！」

　走り出した鈴音の後を、妹分たちがいっせいに追いかけた。

「お姉さま、私たちも参ります！」

　鈴音はしばらく考え込んだが――これから本音をさらす場に彼女たちを連れて行くべきかどうか――すぐにはっきりと返事した。

「よしみんな来い！　頼りにしてるぜ！」



　ベスが待ち受ける三階―二階間の階段に、一階からお菊とイチローが、二階から流りゆう一いちとアンパンが駆けつけたのは同時だった。

　四人の姿を確認したベスは、満足げに呼びかけた。

「みなさん、校庭に行きませんか？」

　四天王たちは意表をつかれて、それぞれ顔を見交わした。

「表に出ろってことです」

　ベスは言いなおした。それに、イチローが用心深く問いかけた。

「……権ごん田だ原わら凛りん子こを狙ねらうはずのおまえには、ここで戦う方が都合が良いんじゃないのか？」

「距離や状況は私には大した意味を持ちません。別に私一人でみなさん以外のヤクザを全滅させることだってできますから。要はこれが代表戦だということです。だったらこんな狭いところじゃなくてもっと広いところでやりましょう」

「狭いところの方がおまえには有利に思えるが……」

　しつこく問いかけるイチローに、ベスはジタバタと両手を振った。

「だから楽しく戦いましょうってことですよ！　私に有利すぎてつまらないじゃないですか！　じゃあもう、みなさんが私を追ってきてください」

　彼女はとつぜん踊り場の窓をぶち破った。そしてそのまま外に出てしまう。

　二階と三階の間の高さだ――四人は仰天してから窓に行って地面を見下ろすが、彼女はゴキブリみたいに素早く壁を這はってあっという間に地面に降り立ってしまい、校庭へと走っていった。イチローがボールを投げる隙すきさえなかった。
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　階段を挟んで、鈴すずの音ねは鉄てつ子こと向かい合った。

　そっくりの顔をし、鈴音は特攻服の白装束、鉄子は白衣を身にまとっていた。鈴音は百ゆ合り地じ獄ごく団だんを、鉄子はヤンキーの残党をそれぞれ従えていた。

　階段を降りる鉄子たちと、階段を昇る鈴音は、あわせ鏡のような互いの姿を確認すると思わず立ち止まったのである。

　ちっと鉄子が舌打ちした。

「鈴音、おまえまだこんなことやってるのか。いい加減にしろよ。よりにもよって、おまえが私の前に出てきやがって……」

「鉄子叔お母ばさん……」

　緊張して膝ひざが震えた。しかし鈴音は生なま唾つばを飲むと、勇気を出して一歩を踏み出した。

「……あたしの話を聞いてくれ」

　鉄子は不可解な顔をした。

「さんざんおまえの方から話を拒否しておいて、どういうつもりだ？　しかもそんなバカみたいな集団ずらずら連れやがって」

　百合地獄団たちは色めきたった。「まぁ、あの人無礼ですわ」「失礼しちゃう」

「こいつらはそんなに悪い奴やつらじゃねー。どいつもこいつも悪いことなんてちっともしたことねーんだ」

「あん？　レディースっていう不良だろ？」

「あたしが悪ぶりてーって思ってたときに、たまたまこいつらも悪ぶりてーって思ってただけだ。それであたしのことを慕ってくれて、いっしょになってくれただけだ。こいつらいなきゃ、あたしは独りっきりだった……」

　本当の意味で依存していたのは妹分ではなく姉貴分の自分だ。

　彼女たちの世話を焼くことで、自分の自我に満足を得ていた。さんざん自分を卑下してボロボロに傷ついた自分のささやかな自我を。

「まぁ、私たちってたしかに言うほどワルではないですわね」「ケンカとかしませんものね」「弱くは無いですわよね、私たち」「だけどケンカだなんて野蛮な！　私たちがするのはジハードですわ」「それも、せいぜいこないだ権ごん田だ原わら組に協力したときぐらいですわね」「今回のコレも早く終わらせないと。今日はコボルト文庫の発売日ですわ」「まぁいけない！　忘れてましたわ！『ニャルラトテップがみてる』はすぐに売りきれてしまうから急がないと！」「クトゥルー系ミッションスクールを舞台に繰り広げられる姉妹たちのコズミックホラー百合ストーリー……新刊も見逃せませんわ」「私はアマゾンですでに確保済みだから安心」「私はｂｋ１」「ずるいっ！」「コノザマれ！」

　鉄子は微妙な表情で百ゆ合り地じ獄ごく団だんを眺め、ヤンキーの残党も理解しがたいものを見る目をし、鈴すずの音ねも一団を率いていることが微妙に恥ずかしくなった。

「悪ぶりてー、ね。教師の娘がそんなことを考えたのは、忙しい父親にもっと構ってもらいたかったからか」

　自分のことを言い当てられて、鈴音はぎくりと震えた。……この人も、自分のことを考えてくれていたのだ。ちゃんと理解しようとしてくれていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ヤンキーの残党たちは、どうして自分たちのリーダーが敵と昔語りをしているのかときょとんとしていた。

「良い教師だったよな、義兄さん。だけどちっとも家庭を顧みなかった。激務に追われて、モンスターペアレントと激しい戦いを繰り広げて、過労であっさり戦死しやがった。その陰で実の娘がヤンキーになって構ってアピールしてるんじゃしょうがねえ」

　鉄てつ子こは吐き捨てるように言った。「人間としては、駄目人間だ」

　言葉が鈴すずの音ねの胸に刺さった。いつもならその痛みに耐えられず、胸に刺さるそれを引き抜くように、相手に殴りかかっていた。

　鈴音はそれに耐える代わりに、悲鳴をあげた。

「でもあたしはあの人が大好きだった！　尊敬してたんだ!!」

「……だけどおまえがレディースを続ければ続けるだけ、おまえの親父は悪く言われる。当たり前だ、おまえは教師の娘なんだから」

「だけどあたしは怖かった！　『あの人の娘だから、さぞかし良い子なんでしょうね』って、そう言われるのが怖かった！　パパが大好きで、パパのしている仕事を尊敬しているから、だから期待されるのが怖かった！　自分なんかに期待しないで欲しかった……。それで、自分を不良にデコレートして……だけどそうすることでパパを汚して……」

　怖い……自分のことを伝えることが怖い。

　本当は自分がまだ子供だってわかってるから、本音をさらすことはそのまま弱いことをさらすことに繋つながるから――怖い。駄目な子って思われるのが怖い。

　だけど本当の自分を伝えるために、勇気を出さなければいけない。

　自分にとって毒マムシ学園がどんな学校か、伝えるために。

「怖いんだ。あたしはありのままの自分を見つめて、本当の意味で前に進むのが怖くて、だから自分を卑下してたんだ。だけどそんなんじゃ駄目だってこともわかってるんだ！　最近さ、わかったんだ。この学園が変わったから、知ったんだ。仲間がいると勇気がもらえるって。この人は自分のことを絶対に笑わねーって信じられる人がいれば、失敗が怖くなくなるって。怖いことの本当の正体は孤独になることなんだって。受け入れてくれる仲間がいれば……この学園は、権ごん田だ原わら組はそういう存在なんだ！　あたしだけじゃねーんだ！　色んなバカで弱くて怖がりな奴やつらが身を寄せ合ってる、だけどみんな勇気を与え合って、少しずつでも前に進むことを誓い合った仲間なんだ！」

　鉄子がその独白に呆ぼう然ぜんとしたのは――権田原組がどういう組なのか、骨ほね夫おから聞いた話と食い違うからだ。存在意味が、まったく逆だ。

　鉄子は思わずヤンキーたちを振り返った。彼らもそわそわとしている。鉄子は再び前に向き直って、鈴音に一歩近寄った。

「この学園を、権田原組を潰つぶそうとしねーでくれよ！　夢もあるんだ。あたし、出版社で働きてーんだ。人と人が繋がることが、勇気になるって知ったから。あたしは人と人とを繋つなげる仕事がしたくて、少しずつでも、その夢に向かって進もうとしてるんだ。ノロマに見えるかもしれねーけど」

「わかった、わかったから一つ聞かせろ。今おまえ、家を出てどこでどうしてるんだ？」

「……バイト先の先輩の家に居い候そうろうしてる。ここなら絶対にバレねーって思ったから。だけど迷惑はかけたくねーから、ちゃんと家賃の半分は払ってる。バイトして、それで払ってるんだ。先輩がだらしねー人だからちゃんと家事もしてるし、料理だって、先生に褒ほめられるほど上手くなったんだ」

　言葉は自然と饒じよう舌ぜつになった。言い訳をするみたいに無尽に出てきた。だけど鉄てつ子こはそれを遮るようにしてたずねた。

「……どうして家を出たんだ」

　それを聞かれるのが、一番怖かった。

　鈴すずの音ねは心の一番奥の扉を開けた。

　そこには涙がたくさんつまっていて、瞳ひとみからこぼれた。

「……パパが死んだあと、みんなが悪ぶってるあたしを責めて、ママはそんなあたしをずっとかばってくれた。親しん戚せき全員からの、子育てが悪かった、あたしは出来損ないだっていう言葉からあたしを守ってくれた、だけど、最後に言ったんだ、あたしの肩をつかんで言ったんだ、『おまえはどうしてこんな子なんだろうね』って。だからあそこにいちゃいけねーんだって思ったんだ！　独りで生きられるようにならなきゃって!!」

　居場所を失ったって、思ったんだ。切り捨てられたって、思ったんだ。

　自分が嫌いだった。周りの期待に応えられなかった自分、そして期待から逃げる生き方を選んだ自分――何もかも捨てて逃げ出したいと思っていたときに、タイミングよく切り捨てられた。

　だけどパパもママも、好きだった。

　言葉は途中から涙声になった。視界が何も見えなくなった。そんな自分に気がつくと、もう涙が止まらなくなっていた。

「早ぐ一人前になりだがっだ！　誰だれにも迷惑をがげない自分になりだがっだ！　ママどいっしょにいぢゃ駄目だっで、あだしがパパを汚じでるっで！」

「もういい！」

　視界が涙で滲にじんでいたから、鉄子がいつの間にかすぐ近くによって来ていたのを、胸に抱かれるまで気づかなかった。

「親だって人間だから、間違って弱音を吐いちまうこともある。それで後悔するんだ。子供が思うほど、大人なんて大したもんじゃないんだ。おまえの母ちゃんずっと気に病んでたんだ。後悔してたんだ。みんなみんな弱くて、少しずつ前に進んでるんだ。子供も、大人もちょっとしか変わりゃしない……」

　涙が白衣に吸われて、少しずつ消えていった。

　抱き締められただけで、自分を受け入れてもらえたと感じるのは何な故ぜだろう。

「……じゃあ、あたし帰ってもいいのかよ。こんなあたしが子供でも……」

「駄目なわけがあるか！　わけのわからねえツッパリ方しやがって……親といっしょにいちゃいけない子供なんてこの世にいるもんか！」

　この人は自分の言葉を何一つ疑わなかった。話の途中で疑い深く問い返したりせず、ただ話の先だけを促してくれた。自分の手を前に引いてくれた。

　他人を疑うことを知らなくて、優しい人間だった。だから不良更生のエキスパートなのだ……その胸に抱かれて、ああ、この人も父さんに似ていると思ったとき、鈴すずの音ねは恥も外聞もかなぐり捨てて泣いた。その背中を、鉄てつ子この大きな手が撫なでた。

　そして百ゆ合り地じ獄ごく団だんは盛大にもらい泣きした。

「泣けるっ！　泣けますお姉さま！」「家族愛、家族愛ですわ！」「私もお姉さまと家族になって愛し合いたいっ！」「ハンカチ……、ギブミーハンカチ!!」「こんなときにティッシュしかもってないなんて！」「私なんてトイレットペーパーしか……紙が涙で溶ける！」

「ところで……」

　鉄子はヤンキーたちを振り返った。

「うちの姪めいっ子がこう言ってるわけだが、権ごん田だ原わら組について、ずいぶんと話が違うが？」

　ヤンキーたちは互いに責任逃れをするように顔を見交わし、

「あれ、そういえばいつの間にか骨ほね夫おさんがいねえ！」

　と、驚きの声をあげた。
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　四天王たちのチームワークは堂に入っていた。

　互いに打ち合わせをしていたわけではないのだろう。それでも彼らの行動が上手く噛かみ合っていたのは、それぞれの長所と自分の長所をよく理解していたからだ。彼らの長年の付き合いゆえのものだ。彼らはバカだから、それは無意識だったに違いない。

　ベスに対してまず向かっていったのは流りゆう一いちとお菊きくだった。二人はともに速く、そして派手だった。派手な空中殺法と光り輝く無数のヨーヨーが視界を覆いつくしたとき、ベスはそこから目くらましの意味合いを感じて警戒した。

　しかし目くらましの意味合いであっても、二人の攻撃は猛烈なものだった。ベスはそれらを懸命になって回避し、鉄製のホウキでヨーヨーを弾はじき返しながら様子を見た。

　不意に二人が左右に割れて――その切れ間から雄おたけびをあげてアンパンが突進してきた。十分に警戒していたベスは、ホウキで迎撃することができた。

　致命傷を与えるのに余りある威力をもったはずの刺突は、アンパンの〈装甲〉にたやすく弾き返された。無数の戦場を巡ったベスは、しかしこんな相手を知らない。

　血がたぎった――平和な国の、たかが十数歳の子供を相手に。

　アンパンが体当たりでベスの小さな身体からだを弾き、巨体に似合わない素早さと小回りで背後にまわった。ベスを羽は交がい絞じめにして、その動きを封じた。

「やれェ！」とアンパンが叫ぶと、イチローが魔球を振りかぶっていた。鉄をも貫くというその魔球を、ベスはまだ知らない。だが必殺の意味合いだけは状況から理解した。

　万全に警戒している自分を、なおもここまで追い詰める天然の連携。

　ベスは両肩の関節を外してぬるりと羽交い絞めから抜け出した。驚きよう愕がくするアンパンの横を抜ける。激しく身を振りながら――そうすることで両肩の関節を繋つないだ。関節軟骨に傷がつき痛みが生じるが、可動域に支障はない。逆にアンパンを羽交い絞めにすると、すでにイチローの手から離れた魔球がアンパンの腹を打った。

　この巨男は打撃に強いという判断から、関節技に移行した――某残虐超人の必殺技、パロスペシャル。「むぎゅう」という声が着ぐるみみたいな巨体の奥から聞こえてくると、ベスは技を解いた。

　両りよう脇わきから、ヨーヨーと流りゆう一いちが挟み撃ちにしてとびかかってきた。不意打ちのつもりの安易な攻撃に、ベスは二人の視界から消えることで対応した。その結果、流一をヨーヨーが叩たたき落すという無残なことになった。流一は大の字に伏せ倒れた。

　イチローが再び魔球を投げた。ベスは反応できていた。鉄ホウキで打ち返すとそれがピッチャー返しとなり相手の顔面を打った。鼻血を噴いて彼は倒れた。

　最後の一人――お菊きくがヨーヨーを投げた。たぶんそれはとっておきのヨーヨーだったのだろう。だからベスはとっさに手加減を忘れた。

　本当は、壊すのはかわいそうだと思っていたのだ。だってすごく凝ったヨーヨーだったから。装飾も可愛いと感心していた。だが本気を出さなければ自分が危ないという判断をさせる、それだけのヨーヨーでもあった。

　ベスの鉄ホウキがヨーヨーを刺し貫いた。ホウキから手首へとまっすぐに衝撃が走った。横に払ってヨーヨーの糸を引きちぎると、それに引き回されてお菊も倒れた。破壊されたヨーヨーを見て、彼女がグスリと泣いた。

　それで戦いは終わった。ホウキを握る手が汗ばんでいることに、ベスは驚いた。



　他人の視線を避けながら生きてきたのは、物心ついたときに両親がいなかったからだ。

　つまり彼女は味方を持ったことがなかった。

　か弱い子供の自分に向けられる視線は、すべからく敵意と悪意だった。弱い者を見て同情する人間などいない。誰だれもがまず奪うことを考える、そういう国に生まれた。だから幼少期の彼女は自分の身を隠すことだけを考えて生きてきた。

　気がつくと、彼女の姿を知るものがいなくなっていた。彼女は透明人間だった。一人でも完かん璧ぺきに生きていけると確信した瞬間だった。

　悪事でもってしか生きる糧を得たことがなかった。最初は盗人だった。だけど自分の視線を避ける本能がもっとも活きるのは〈殺さつ戮りく〉だと、幼児から少女に成長したころ気がついた。盗人は強盗に変わり、やがて殺人を請け負うようになった。自我の発達にともなって身を隠すべきときとそうでないときを使いわけるようになり、請負仕事というものを覚えた。彼女の姿を知るものも増えてきた。だがそれでも他人の中から〈同胞〉を見出したことはなかった。

　人を殺すことに特別な罪悪感をもったことが無い。豚肉を食べるのと同じ感触だった。それは彼女がどうしようもなく人間社会から乖かい離りしていることを意味していた。社会的な意味では、彼女はすでに人間ではなかった。彼女は透明人間から宇宙人に育った。

　報酬で日本のアニメを観るのが好きだった。学園モノが特に良い。意味は全然理解できないが、完全な異世界に興味があった。

　銃器の扱いを学んだのは、もちろん一人で完かん璧ぺきに生きていくためだ。やがて彼女は傭兵やボディガードといった複雑な仕事も請け負うようになった。業界でちょっと有名な人間になった。〈名前が無い〉のに有名というのは不思議な気分だった。

　日本人の商社社長のボディガードという妙な仕事が舞い込んできたのはそのころだ。

　奇妙な男だった。自分の住む世界には絶対にいない人間だった。それはどういうことかというと、優しさという個性は豊かな世界にしか生じ得ないということだ。

　ボディガードとして行動を共にしていたが、「手料理しか絶対に食べない」という厄介な、というよりも意味不明な主張の持ち主だった。そして絶対に他人といっしょに食べるのだという。ならばなぜ独りで出張するのだ？　現地で仲間を作りたいからだと男は答えた。つま先から頭のてっぺんまで意味不明な男だった。おかげでただのボディガードのはずの彼女は、その男に手料理を作ってやり、食卓を共にしてやることとなった。

　彼女の持つアニメＤＶＤに対して「それ、意味がわからんだろう。それは他人事気分で傍観するのではなく、感情移入するためにできているからな」と言ったのが、印象的だった。

「ふむ。おまえ何でも出来るな」彼女の作る料理を食いながら、男は言った。

　何でも出来るのは当たり前だった。他人といっしょに生きることを想定していないからだ。そして男は恐ろしい言葉を続けた。

「おまえ、日本に来て俺おれの息子を愛してみないか？　母親代わりに」

　何よりも恐ろしいのは、その言葉に下世話な意味が含まれていないことだった。

　そして、こう言葉を続けたのだ。それはほんの思いつきの誘いだったのかもしれない。だけどその一言を思い出すたびに、ただの気まぐれで言える台詞せりふではないことに戦せん慄りつする。

「人を殺すばかりだった人生を、これからは人に尽くすことに費やしてみろ。親からさえも愛されたことのないおまえが人生を回復させようと願うなら、勇気を振り絞って誰だれかを全力で愛するしかないぞ」

　器が大きいというのは、恐らく優しいということと同義だった。

　初めて、自分の姿を他人に観測された――理解されることが、こんなに嬉うれしいなんて。

　人生の回復という言葉を聞いたときに、頭に蘇よみがえったのは日本のアニメだった。

『五十嵐いがらしエリザベス』というヘンテコな名前をもらったとき、本人自身にもまったく意味不明なことだったが、彼女は泣いた。

　母親とはどういう存在だろう。愛するとはどういうことだろう。他人に愛される人格とはどういうものだろう。とりあえず、アニメから学んでみよう。



　四人の少年少女を前にして、自分はどうしてご主人様のことを思い出しているのだろう。

　恐るべき空中格闘、殺人ヨーヨー、殺傷に特化した魔球……巨体の男についてはよくわからないが……どれも凄すさまじい威力を持ち、どれも等しく歪ゆがんでいた。なぜ歪んでいるのか、それはいずれもがコンプレックスを力の源泉にしているということだ。

　自分が大事に思うことを大事にしたいという人間の意地だった。彼らは社会からの圧力を受け、バネのように力を蓄ちく積せきし、そしてわけのわからない方向に力を解放したのだ。コンプレックスを源泉とした力の暴走――それが四天王という力だ。

　なんと愉快な連中だろう。その力に、ベスは好意を感じてやまない。

　それは自分に似ているからだ。

　程度の差こそあれヤンキーやヤクザという連中はみな同様のコンプレックスを持っているのだろう。社会から圧力を受け、まるでバネのように自らの力を持て余している。

　きっとそれらわけのわからない方向に飛ぼうとするバネに、正しい方向を教えてやることが、この学園――権ごん田だ原わら組という連中の思想、すなわち仁義なのだろう。

　自分を通過した誰だれかに似ている……。

　面白い学園だ。ここからはコンプレックスをバネに凄まじい個性を持った人間が次から次へと輩出されるだろう。もちろんすべてが成功するとは限らないが……実に痛快な話ではないか。どうせ駄目で元々なのだから、試してみればいい。

　半信半疑だった毒マムシ学園、そして権田原組について、ベスは全面的に信じてもいいと思えるようになった。それは四天王と拳こぶしと拳で語らった結果だった。

　だからこそ、真しん太た郎ろうの態度には少し足りないものがあるとベスは思う。

　学園を変えたことだけで安心し、妥協している。

　もっとヤケクソになるべきだ。怯おびえることは責任感と同意ではない。

　そうでなければ、このガムシャラな人々の期待に応えることはできないだろう……。

　倒れていた神かみ風かぜ流りゆう一いちが、立ち上がった。未いまだに自分に立ち向かおうとしている。

　この男の名前は自分にとって忘れないものになるだろう。

　抱きしめたいような気持ちで、ベスは彼に歩み寄った。



　　　＊



　保健室に戻ったぼくは、四天王とベスの戦いを聞かされて東側の階段を走った。

　誰もいない踊り場と割れた窓ガラスを見て、次は校庭へと走った。

　そしてぼくは見た――満まん身しん創そう痍いの流一に、とどめを刺そうと近寄るベスの姿を。

「やめろーっ！」

　叫んだ。

　ベスは立ち止まった。

「もう止めてくれ、そいつらは悪い奴やつじゃないんだ、権ごん田だ原わら組は、凛りんちゃんは悪い奴じゃないんだ！」

　ベスは立ち止まって、ぼくの方を振り向いて、ぼくの言葉に耳を傾けていた。やっとぼくの言葉を聞く気になっていた。

　だからぼくは叫んだ。

「優しい人なんだよ！　普段はぼくや鈴すずの音ねに甘えまくったりわけのわからない勘違いをしてアホな服装をしてみたり恋愛漫画を読んでボロ泣きしたりヘナチョコでヘッポコだけど、優しい人なんだ、優しい人だから無理してヤクザとして強がって、必死こいて駆けずり回って頑張ってるんだ！　ぼくはずっと間近で見ていたんだ！　弱い奴らのために番長と戦った！　登校拒否の普通の生徒たちを学園に取り戻すために一軒一軒まわったんだ！　あの人は他人のことしか考えてないんだよ！　……ぼくがこの学園にやってきたのは彼女を追ってきてのことだ！　エリートコースを捨ててでも彼女といっしょにいたかったんだ！　そんなぼくはバカだよ、だけどこの人のことだけは誤解しないでくれ！」

　ぼくの声が学園中に響き渡った。

　ぼくの声はやけにエコーがかかっていた。

　ぼくの目前に、あんぱんが浮遊していた。

　それはマイクを内蔵していて、ぼくの声を増幅させていた。

　自分を冷静にさせる一瞬の間のあと、ぼくは青ざめた。

「何だコリャぁああああああああ!?」

　ぼくの恥ずかしいセリフが、全校生徒に!?

　背後で、むくりと誰だれかが起き上がる気配がした。

「一応、全校生徒に伝えた方が良いセリフかと思って」

　江え碕ざきさんの声だった。そんなわけあるか!?

　背後から凛ちゃんの声がした。ぼくを追ってきたらしい。

「シンくん！　な、なんてこと言ってくれるんだ！　ヘナチョコとか、ヘッポコとか……あたしが築きあげた任にん侠きようとしての威厳が……」

　振り向くと、彼女はサヨナラホームランを食らったピッチャーのようにその場にひざまずき、放心していた。

「あうあうあうあう……」

　言葉にならないうめきを発した。

「ありのままの姿の方が求心力があると思いますよ、あなたは」

　江碕さんがフォローするように言った。

「ふふふ……」ベスが俯うつむいて笑った。「青臭い、ものすごく青臭い……」

　どうしてだろう、まるで毒気を抜かれたように、彼女からぼくの言葉を拒絶する気配が無くなっていた。

　四天王との戦いから、彼女は何かを感じ取ったのかもしれなかった。

　ベスは顔を上げて言った――それは忠告だった。

「シンちゃん、ベスは綺き麗れいな言葉だけじゃ止まりません。責任の正体って知ってますか？　それは役割や立場から生じるものではありません。周りの期待から生じるものです。一度、自分に寄せられている期待というものについて考えてみてください」

「何だよそれ、どういうことだよ」

「後ろを振り向いてごらんなさい」

　ぼくは振り向いた。

　いつの間にか校舎に配置していたはずのヤクザたちがみんな校庭に集まって、ぼくを見守っていた。ぼくの発言に耳を傾けていた。

　それはぼくの両肩にのしかかる重みそのものだった。

　学園を変えてしまったぼくは、彼らの人生に責任を持たなければならない――ぼくはそれと改めて向き合わなければならなかった。

　その瞬間――ぼくはベスが自分に求めているものを理解した。

　ぼくが学園の生徒たちに求めたこと――それはみんな一律に学力を向上させるということだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　だけどそれは本当に責任のある立場だっただろうか。

　凛りんちゃんは職員室とのことに係りっきりだったから、勉強の方針や具体的なカリキュラムを考えるのはすべてぼくだった。

　薄々とは気づいていた。江え碕ざきさんからも忠告を受けていた。

　学力よりももっと別の生き方が向いている生徒がいる。

　学力を求めるにしても、明確な目標を定めることはしなかった。明確に目標を定めてしまえば、失敗も明確になってしまうからだ。みんなの学力水準を上げる――そういう言い方をしておけば、偏差値が一とか二とか上がるだけでも満足することが出来た。

　自分は頑張ったと褒ほめてやることが出来た。

　曖あい昧まいな綺き麗れいごとを掲げることで、誤魔化していた――だからぼくたちのやっていることがベスたちに〈ごっこ遊び〉として映ったのだ。

　忙しいからと言い訳して、ぼくは少しずつ責任やみんなの期待から逃げて妥協していた。それが一部の生徒に失望を与えていたのだ。

　たとえば水泳部の下しも島じまコースケだ。彼はどうしても勉強という道を選べなかった。だけどその他に道を与えてもらえずに、失望しながら校庭でバタフライをしていたに違いない。

　彼らが学園変革の際に、自分は夢を目指すことが出来る人間だと知ったときに、期待したものはこんな現実だっただろうか？

　自分と向き合って「勉強よりも水泳がしたいんだよね？」と手を差し伸べてくれる人を求めていたのではないか。

　ベスは言葉を続けた。

「そして私たちがあなた自身に寄せている期待についても考えてみてください。それがあなたが背負う責任の正体です。……最近シンちゃんは勉強を休憩して、文学を学んでいますね。文学って、シンちゃんにとって何ですか？」

「人に、想いを伝えることだ」

「そうですか――だったら伝えてみてください。自分が背負う責任とはどういうものか、逃げないで、感じるままに伝えてください」

「誰だれに？」

「これから来るラスボスにです。私なんかよりもはるかに強い人ですよ」

　空の彼方から――ヘリコプターが飛んでくる音が聞こえてきた。

　ああ……そうか。

　父さんがやってきたのだ。

　とつぜん、地面が揺れた。ぼくたちはいっせいに校舎を振り向いた。校舎が振動している。それは校舎ロボに変形しようとしていた！

　校舎に内蔵しているスピーカーが音声を発した。

　それは、何ということだろう。あの事件からずっと姿を隠していた黒くろ川かわ骨ほね夫おの声だった。

「はははっはは！　校舎ロボを取り返したぞ！　ドサクサに紛れてコントロールルームを占領する、計画通りだ！　みんな踏み潰つぶしてやる！　あっははっはっははは！」

「そんなこともあろうかと、強制脱出装置を用意しておきました」

　江え碕ざきさんがどこからか取り出したリモコンスイッチを押すと、校舎ロボから巨大な球体が空へと飛んでいった。それは校舎ロボのコントロールルームだった。

　骨ほね夫おは星になった。

　それとすれ違うように、空の彼方からヘリコプターが姿を現した。校庭に砂すな埃ぼこりをたてながら、ヘリコプターが着陸する……。

　その場にいた人々は誰だれもが事情を完全に理解していたわけではなかったが、等しくみんな生なま唾つばを飲んだ。そのヘリコプターからラスボスが登場する……その気配を感じ取ったのである。

　ヘリコプターの扉が開くと、そこからくるくるとレッドカーペットが伸びた。

　やがて扉の向こうから巨大なひとかたまりの影が浮かび上がってそれはのっしのしとカーペットの上を歩み寄ってきた。

　その男は巨大な馬に跨またがっていた。父さんの愛馬――黒竜号である。彼は常にその愛馬に跨っている。実のところヘリコプターの中でも跨っているのだ。

「五十嵐いがらし龍りゆう拳けんである！」

　ほとんど爆発音に近いようなバカでかい声で男は名乗った。

　巨大に見えるのは、彼が身にまとうオーラゆえだ。身長も体つきもまったく平均的であるにもかかわらず、そのオーラが見る者すべてを威圧して、巨漢だと錯覚させずにいられないのである。

　乗っている馬も、いきおい象ぐらいのサイズがあるように幻覚された。

　馬に跨ったまま、父さんはぼくに歩み寄ってきた。

　きっと、事情はすべてベスから聞いているに違いない。

　ぼくは父さんに、権ごん田だ原わら組――そして毒マムシ学園の正当性を主張しなくてはならなかった。そのための助言を、ベスはしたのだ。

　曖あい昧まいな綺き麗れいごとだけを掲げていては、大人たちを納得させることができない。

　必要なのは、枠から外れた人を見捨てるような態度じゃない。

　偏差値を一とか二とか上げてそれで済ませるようなへっぴり腰な態度ではない。

　もっと明確な、生々しい血の通った目標だ。

　燦さん然ぜんと輝いて人々を導くものだ。

　ぼくはその重たいものを振りかざすのが怖かった。

　怖いに決まっている。だって学園や、その生徒たちをどうするかなんて、本当はぼくみたいな子供が考えるようなことじゃない。

　本当はそんな責任、ぼくに負えるわけが無い。

　だけどこの学園は社会から見捨てられたようなヤンキーや出来損ない、弱者が集まっている学園なのだ。

　巨大な暴力によって世の中から見捨てられて、団結することで地獄から這はい上がろうとしている学園なのだ。

　この学園で失敗を恐れる必要なんて無いじゃないか――ぼくは鈴すずの音ねにそう言った。ずいぶん偉そうなことを言ったものだ。

　ぼくはもう一度、まわりを振り向いた。凛りんちゃんがいる。四天王たちがいる。そして数週間前のあの事件で、ぼくのことを信じてくれたたくさんの生徒たちがいる。

　ぼくはエリートな男だけれど、もうちょっとだけみんなを頼ってもいい。

　みんなから勇気をもらえばいい。

　彼らはきっと、失敗したとしてもぼくのことを責めたりはしない。

　仲間って、勇気だ。ぼくは鈴音にそう言った。

　ぼくたちは子供だけれど、みんなで力を合わせて大きなものを打倒してみせる。

「ぼくは誓う」

「何を誓う？」重々しく父さんがたずねる。

「東大に合格してみせる」

　ぼくは、まずは父さんやベスに対する責任を口にした。これを果たさないことには、これから先の言葉も重みを持たない。

　ぼくが東大に行くと言った動機は、女の子目当てだった。だが動機はどうあれぼくのその発言に父さんやベスが喜んだのは、それだけぼくの将来のことを考えてくれているからに違いなかった。

　それにやっぱり――ぼくはエリートだから当然のように東大に合格して見せなきゃいけない。そんなぼくだから、ヤクザのみんなも「先生」と呼んで信頼してくれるのだ。

「ぼく一人の話じゃない」

　ぼくは背後に控えるヤクザたちに手を伸ばして、言葉を続けた。

「ぼくはこいつらもみんな東大――ゲフンゲフン、一流大学に連れて行く」

「あ、今風ふ呂ろ敷しきを縮めましたね」

　江え碕ざきさんが後ろでさりげなくツッコミをいれた。

　るさい、ちょっとぐらい風呂敷を縮めたっていいだろ。

　世間の誰だれにも恥じない一人前というのは、大体それぐらいのところだろう。

　少なくとも偏差値を一や二ぐらい上げる程度では到底おっつかない。

「それから……」

　ぼくはさらに言葉を続けた。口元に未いまだにあんぱんが浮いているのに気がついた。だけど、それもちょうどいい。この声は、ヤンキーの残党たちにも伝わるに違いない。

「この学園には勉強よりももっと他のことが向いてる奴やつらがいる。そういう奴らには勉強は押し付けない。勉強は押し付けないけれど、そういう奴らも責任を持って導いてみせる。それぞれの道の一人前になれるように――そういう学園を、ぼくたちの手で創る」

　今の世の中で学力と違ったベクトルに突き進むのは一種のギャンブルだ。他人の人生でそれをするのは怖い。だけど、それもぼくたちの責任なのだ。

　それを避けていては、ヤンキー残党のような奴やつらや、トビウオのコースケみたいな奴らから永遠に信用されないだろう。

　次から次へと口にした言葉が、ぼくの身体からだをガンジガラメに縛り付けた。

　その重みを背負わなければ、決して言ってはならない言葉がある。

「その上で、ぼくは小説家を目指す」

　ベスには感づかれていたらしいが、それをはっきりとした言葉で伝えるのは初めてだった。

　小説家って、たぶん今の世の中でもっとも不安定な職業の一つだ。

　だけどぼくはそれになりたい。

　ヤクザに対して凛りんちゃんが勇気を与えていたように――ぼくも言葉の力で、多くの人に勇気を与えられる存在になりたいのだ。

　それは譲れないことだった。

　すべての責任を果たしながら、ぼくはその夢をかなえる努力をしなければいけない。

　ああ、なんて忙しいのだろう。なんてクソ忙しい学園生活なんだろう。

　だけど――みんなといっしょに、きっと楽しいものにしてみせる。

　もう妥協はしない。

「きっと生きる意味を実感できるような学園生活になる……」

　だから――もう何もかも、〈ごっこ遊び〉とは言わせない。

「ふむ……そこまで考えているなら、やってみればよかろう」

　それから父さんはあたりをキョロキョロと見回した。

「……どうして出張先からこんなところに呼び出されて、こんなことを言われているのか正直さっぱりわからぬが……ぬぅ、何なのだこの展開……」

　ベスから伝わってねーのかよ！

「だが、面白そうな学園だ。それはよくわかった」

　それだけ言い残して、踵きびすを返した。馬がのっしのしとヘリコプターへと戻っていく。

「ベス！　帰るぞ！」

　はい、と彼女はトテトテと父さんについていった。

「何が何だかよくわからんが……出張前よりも息子の目が立派になった。母親代わりとしての務め、ちゃんと果たしているようだな」

「はい、それはもう！　素直にならないシンちゃんのかわいいところを存分に知りました。コレがツンデレ萌もえって奴ですね。息子萌え」

　ツンデレじゃねえよ。……くそ、おまえなんて大嫌いだ。

　ちょっと助言をしたかもしれないけれど、それで世話をしたなんて気になるなよ！

「ふむ……だがメイドとしては失格だ」

「へ？」

「冷めたマスオは不味い。そもそも俺おれは手料理しか食わない主義だと知ってるはずだ。……お仕置きだな」

「ええええええええ!?　そんな殺生な……あ、そうだ」

　ベスは歩みを止めて振り返った。

　父さんも馬を止めて、振り返る。

「あそこの女の子」ベスは凛りんちゃんを指で示した。

　とつぜん自分を指されて、凛ちゃんは「え？」という顔をした。

「ご主人様に、ちょっと似てます。私からシンちゃんを取り上げそうなちょっとムカつく女ですけどね」

「えええええええええええええええ!?」

　凛ちゃんの不本意そうな悲鳴がこだました。たぶんまた「あんなのに似てるだなんて可愛くない。私はどこに向かっているのだろう……」とか思っているのだろう。

「……それはつまり俺にウサ耳をつけろと、そういうわけか」

「わけわかんねーです」

　二人がヘリコプターに乗り込むと、レッドカーペットがしゅるしゅると格納されて（自動）、彼らは空へと飛び去って行った。

　遠ざかるヘリコプターを見送って、ぼくは身震いをした。

　今さらながらに自分の発言が重たかった。

　ぼくたちは弱くて、それが嫌で必死に背伸びをするけれど、それも大人に見透かされて……。

「だけどそれはみっともないことじゃありませんよ」

　ぼくの思考を遮るように、とつぜん江え碕ざきさんが口を挟んだ。

　心を読まれたみたいで、驚いて振り向くぼくに、彼女は余裕の笑みを返した。

「何を不思議そうな顔をしているんですか。あなたの考えていることぐらい想像がつきます。……少しずつでも進めればいいじゃないですか。背伸びをしながら、大きな何かになれることを夢見ながら、一歩一歩進んでいきましょう」

　それから彼女も遠ざかるヘリコプターを見上げた。

「失敗しても誰だれも責めませんよ、あの人も、私たちも」

　彼女の言葉を聞いて、ぼくの身震いは止まった。この人は、どうして自分をこんなに思い遣ってくれるのだろう。

「ありがとう」

「あなたたちが言うヤクザとは互いに勇気を与え合う集団なのでしょう？　もはや一般的な定義の原型を留めてないですけどね。血よりも濃い仲間というやつですか」

　それから天才は、彼女らしくもない不安げな微笑でたずねた。

「私もあなたに勇気を与えられましたか？　仲間になれているでしょうか？」



　　　＊



　校舎内にいたヤンキーの残党グループ『デラーズ・フリート』は――とつぜん校舎が変形したものだからみんなすっ転んでもみくちゃになっていた。

　傾斜した廊下をごろごろと転がり、みんなでひとかたまりの団子となりながら「わあ、重い、どけ！」「どけっつったって何がどうなっているやら」「まずはおまえからどけよ」「おまえの足がからまって動けねえ！」「ヨシオの股こ間かんあったかいナリ……」「ひゃあ！」

　そして彼らは真しん太た郎ろうの声を聞いたのだった。

「なぁ、権ごん田だ原わら凛りん子こって会ったことある奴やついるか？」

　ヤンキーの一人が問いかけた。彼らはみんな首を振った。

「番長を倒したっていうから、どんなゴリラかと思ってたが」

「ヘナチョコでヘッポコで、だけど、優しいんだってな」

「あ、俺おれ、姿だけは見たことがあるぞ」ヤンキーの一人が挙手をした。

「和服姿の、えらい美人だった」

　想像してみるとけっこう親しみやすそうで、ヤンキーたちは少しだけ胸がきゅんとした。

「でもよ、学園から逃げて不登校になってた奴らの家、いちいち回ったんだってな。はは、どこの熱血教師だよ。バカみてーだな！」

　ヤンキーの一人が笑い飛ばそうとしたが、上手く笑うことができず、笑い声は白々しいものになった。笑おうとしつつも、彼らは自分たちのために心から必死になってくれるかもしれない人の姿への期待を感じていた。

「……冷静に考えりゃ自分の将来がろくでもねえもんになるなんてわかってたさ。でも別にかまわねえって思ったんだよ。同じバカがまわりに一緒にいて、それでつるんでりゃ不安は感じねえから。そんなの、赤信号をみんなで渡るようなもんだけどよぉ」

「だけど、歩道側から『おまえら赤信号だぞ』ってツッコミを入れられても『はいそーですか』ってわけにはいかねえよ。そんなみっともねえマネできるかよ」

「でも、あいつらは笑わねえ気がする」

　彼らは車が行き交う赤信号の横断歩道に、危険を顧みず自分たちのところまで駆け寄って来てくれたのではないか。そしてこっちなら安全だと言って手を引いてくれている。

「卒業した先輩が言ってたけど、今って生きていくのすげえ大変だってよ。このままあと一年二年で卒業しても、働き口が全然ねえって……」

　差し伸べられた手をどうするべきか考えあぐねて、ヤンキーたちは黙りこくった。時間だけはいくらでもあった――本音をいえば退屈だったぐらいに。

　別の廊下の一角では鈴すずの音ねと鉄てつ子こが転がっている。

　鈴音は真太郎の声を聞いて苦笑した。

（ぼくはエリートコースを捨ててでも彼女といっしょにいたかったんだ、か……）

　わかってはいたことだけれど、どういうわけか胸が苦しい。

「大丈夫か？　どこか怪我したか？」

　鉄てつ子こが気使わしげにたずねた。

「忘れられがちだが私は保健教諭だ。どこか痛いところはないか？」

　他人から気を使われるのに慣れていない鈴すずの音ねはちょっとくすぐったく思った。さりげない優しさから、家族のぬくもりを感じた。

「……胸がいてー」

「ふむ、肺結核ですね」

「メチャクチャなこと言うんじゃねー！」

　傾いた廊下をものともせず、百ゆ合り地じ獄ごく団だんの面々が雨後のタケノコのごとく立ち上がった。

　軍団はずらりと鈴音の前に整列した。

「お姉さま、それでは私たちは本屋に行ってまいります」

「いってらっしゃい」



　　　＊



「ちくしょう……」

　どこか――毒マムシ学園からはるか遠くのどこか――広い草っぱらに横たわってその男は呻うめいた。足元には巨大な球体――校舎ロボのコントロールルームが大地をえぐっている。強制脱出装置によって、彼はそこまで飛ばされたのだった。

「……どうしてぼくが負ける？　このぼくが……独りでこんな目に……ちくしょう……」

　どうしようもなく孤独で立ち上がる気力もなく這はい蹲つくばったまま、空を見上げた。見上げた空の青さが何な故ぜだかむやみに目にしみて、骨ほね夫おは少しだけ泣いた。

「番長……」

　かつての相方の名をつぶやいた。

「おまえは今、どうしている……？」



    

  
    
      


　エピローグ





「うげええええぇぇえええ」

　ぼくはリノリウムの白い床にしこたまゲロを吐いた。

　まさか文芸部室の床にも、地下研究所への落とし穴があるとは……。

「真しん太た郎ろう先生、あなたは私の白く細い手が臭い有機物を掃除するのを想像すると罪悪感にさいなまれませんか？」

　ぼくは江え碕ざきさんのもってまわった問いかけを無視して思う存分にゲロを吐いた。

「うげええええええっえっえ」

「そうですか。むしろ性的な興奮を覚えますか。なら仕方がありませんね」

「うげえええええ……そんなこと、言ってない」

　ぼくはか細い声で反論した。江碕さんは軽く肩をすくめてみせた。

　今日の彼女は白衣ではなく、ゆるい感じのワンピースに首元を薄いストールでぐるぐる巻きにしていた。ベージュ色と薄い黄色の秋らしい色合い。頭にはモフモフ帽子を被っていた――昨今流行中の森ガールである。服装は自由の学校なのだから別に悪いことではないけれど、ものすごく意外だ。どういう風の吹き回しだろう。

「私にいちいち呼ばれるたびに臭い有機物を吐くのやめてもらえませんか？　このままでは私、先生が臭い有機物を吐く姿に性的興奮を覚えるようになってしまいます」

「……だったら、こんなわけのわからない呼び出し方するな」

「私は先生が困っている姿を見るのが好きです。性的興奮といっても過言ではありません」

「……それで、いったい何の用でぼくを呼んだんだ？」

　いちいちツッコミをいれるとまた江碕さんのペースになって長話になってしまうので、さっさと用件を求めた。……どうせ人恋しいという本音と何かちょっとした用事の大義名分で呼んだのだろう。そしてぼくはゲロを吐かされるのだ……。

「用ですか？　ところで先生、あれから学園はまたずいぶんと変わりましたネ……」

「うん？　……まぁ、そうだな」

「最終的に私の忠告通りになりましたね。ふふふ」

　そう、学園はまたも変革された。

　カリキュラムに二つのコースが新設されたのである。

　一つは学力を高めることで社会に対応して一人前になる、つまり一流大学合格を目指すという〈王道コース〉。これは、いわば今までとあまり変わらない。一流大学合格という明確な指針が増えただけだ。しかしこれがけっこうな違いで、ぼくの胃は猛烈に痛い。

　とはいえみんなモチベーションは低くないので、やれないことは無いのかなとも思う。

　もう一つは学歴に頼らず社会に対応して一人前になる、つまりその道を極めるという〈極道コース〉。ひでえネーミングである。こちらには定まったカリキュラムがほとんど無い。生徒の適正、興味にあった何かひとつを徹底的に極めあげてプロフェッショナルになろうという生き方である。学力をつけるのは中学卒業程度で放棄する。

　すでに多くの生徒が――主にヤクザ生徒が――こちらのコースに名乗りを挙げている。

　このコースの恐ろしいところは、ほとんど独学ということだ。生徒のモチベーションがすべてである。カオスである。好き勝手に生きている。存在自体が胃が痛い。

　王道コースはぼくが統とう轄かつし、極道コースは凛りんちゃんが統轄している。いうまでも無いが四天王は全員が極道コースに入った。

　とはいえあまり明確なシステム作りはしていない。そういうシステムというか秩序こそがその枠に合わない者――少数派や弱者を虐げることになるのだ。だからこの学園はやはりカオスのままである。その分、一人一人としっかりと向き合う努力をする。

　世間から見捨てられた無責任学校だからこそできる蛮行である。

　――生徒ごとにもっと柔軟な考え方を、という江え碕ざきさんの助言通りに事は動いたとも言える。この天才はもともとぼくたちの甘えと妥協に気づいて心苦しく思っていたのかもしれない。

　かくして変な学校はより洗練された変な学校になった。それが今回の物語だ。

　そういえば、変化といえば印象的なものがもう一つある。

「……江碕さんも定例集会に出てくれるようになったよね」

　そうなのだ。四天王で唯一幹部になっていなかった江碕さんが、あの事件以降は続けざまに会議に顔を出してくれるようになったのだ。

　わずかながら意見も出してくれていた。

「……悪いですか？」

　恐る恐る確認するような、心細げな声と上目遣いが返ってきた。

「え？」

「私はみなさんの仲間だと勝手に信じてます、いえ、信じることにしました。悪いですか？」

「……いや、悪くないよ。前にも来て欲しいって言ってたじゃないか」

「そうですか……良かった」

　ほうっと彼女は安心したようなため息をついた。

　訂正。やっぱりこの人のこと、苦手でもないし嫌いでもない。

　心細げな姿を見たら、思わずぎゅっと抱きしめたくなってしまった。江碕さんは背丈もちっこくて痩やせ気味な体型なので、儚はかなげな印象がある。そんな彼女がちょっと弱気な姿を見せでもしたら、普段のメチャクチャな態度もすっかり頭から飛んでしまう。

　この人も、仲間だ。

「もう、私は友達が少ないとか言うなよ」

　彼女はふっと笑った。

「何ですかそれは。先輩作家をバカにしてるんですか。ワナビの分際で」

「何でそうなるんだよ！」

　たしかにぼくもあのライトノベルは大好きだけど！

　ちなみにワナビというのは「何かを目指している人」という意味のネット言葉だ。それだけ聞くとわりとポジティブに感じられるが、実際には「口先で夢を語ってはいるけれど努力や成果はほとんど無い連中」みたいなニュアンスで使われることが多く、言われて嬉うれしい言葉ではない。

　夢を追うことは大事だけれど、〈具体的な目標〉と〈現在の自分を客観的に見つめる視点〉も並列して持たなければならないだろう。それも今回の結論だ。

　それは勇気がいることだけれど。

　そういえば父親に小説家を目指すことを表明してから数日後、ぼくは自分が書き上げた長編小説を初めて鈴すずの音ねに読ませた。もう怖いものは何も無いというテンションだったのである。渾こん身しんのファンタジーかつラブストーリーであった。

　しかし彼女の感想はただ一言だった――「中二病のナルシストが書いたような小説」。

　先の道のりはまだまだ長い。面白いというのはどういうことか、もっと考えなければならないだろう。

「で、用事っていうのはこんなことを話したかっただけなの？」

「用事ですか……ウフ。この服装、どうですか？」

「は？　服装？」

「綿密なフィールドワークとファッション雑誌による情報収集から、森ガールが流は行やっていることをつきとめたのです。どうですか？　似合ってますか？」

「……まぁ、似合ってる、けど」

　なんだか釈然としない気持ちでぼくは答えた。森ガールのスタイルはちんまりとした彼女に、確かに似合ってはいた。

「何で急に服装なんて気にしだしてるの？」

「だって会議に出るっていうのは先生に会うってことですからね。人目につく機会も増えましたし。ウフ。ウフンアハン。もっと褒ほめて」

　彼女はくねくねと身をよじった。なんだろう、ものすごく素直に褒めたくなくなった。

「さいなら」

「え!?　もっと私の服装を褒ほめ称たたえてくださいよ!?」

　ぼくは地下研究室を出た。

　……ぼく、実はここ最近凛りんちゃんとの会話時間よりも江え碕ざきさんとの会話時間の方が長いんじゃないか？　ぼくの意志を無視して問答無用で呼び出されるし。

　これは……由々しき事態だよ……。

　江碕さんの改造した毒マムシ学園の地下はどんな構造になっているのだろうか――研究室を出て階段をひたすら昇ると、何な故ぜか体育館の脇わきにある用具室に出た。

　屋外である。肌寒い風が吹いていた。全開だった紅葉も、いつの間にかすべて散ってしまって木々は裸んぼだった。

　風景は寂しげだけれど、学園には暖かな気配が満ちている（と勝手に信じている）。

　体育館の脇を通り抜けると、ヤクザたちがミットやサンドバッグを叩たたく規則正しい音がした。極道コースの生徒でもっとも多かったのがボクサーを目指すという人間たちだった。

　ぼくが彼らから見習わなければならないことが一つある。それは辛抱強さだ。弱肉強食の地獄を知っている彼らはとにかく弱音を吐かない。命令を聞くことにも慣れている。だから延々と基礎練習をし続けることができる。どんな世界でも基礎ほど重要なものはない。

　アマチュアボクシングの名門校……わりと現実的なビジョンかもしれないな。

　体育館を通り過ぎると食堂がある。かつてはボッタクリ食堂だったが、権ごん田だ原わら組が運営するようになってから盛況である。

　しかし放課後の五時という微妙な時間帯にあってはさすがに閑散としている。

　窓の外から中を覗のぞくと、坂さか本もと鉄てつ子こ先生が一人で何やら飯を食っているのが目に入った。

　彼女はけっきょく正式に保健教諭として学園に赴ふ任にんした。

　実のところ彼女はけっこう有能なお方で、引っ込み思案なうちの職員室をぐいぐいと引っ張ってくれていた。生徒としっかり向き合ってくれるタイプの教師であることも嬉うれしい。

　ちょっと挨あい拶さつをしていこうとぼくは食堂に立ち入った。

「こんにちは、鉄子先生」

　彼女は箸はしを動かす手を止めないままに返事した。

「もぐもぐうまい！　おう、おまえは……もぐもぐうまい！　五十嵐いがらし真しん太たうまい！　うまい！　……郎ろうじゃないうまいか！　どうしたこんなもぐもぐなところでうまい!?」

「すみません、食べ終わってからでいいです」

　ゲシュタルトが崩壊していた。ピカソの画風を思わせるセリフだ……。

　鉄子先生がごくんと口の中のものを飲み込んだ。

「……失礼。いやあここの学食はうまいな！　ビックリしたぞ！　女将を呼べい！」

「え、あ、はい。わかりました」

　ノリでそう答えたけれど、女将って誰だれを指すんだろう……。

　とりあえず調理場にいたヤクザたちを引っ張って連れてきた。

「おまえらがこの料理を作った生徒か！」

　鉄子先生のテーブルに、ヤクザたちが整列した。

「へい！　富とみ野のヨシユキって言いやす！　ハゲって呼んでくだせえ」

「同じく笑しよう福ふく亭ていツルベーっス！　ハゲって呼んでくだせえ」

「同じくショーン・コネリーっス！　ハゲって呼んでくだせえ」

「同じく飯いい島じまゴルバチョフっス！　ハゲって呼んでくだせえ」

「同じく山やま田だガラハドっス！　ハゲって呼んでくだせえ」

「……全員ハゲなんじゃないか」

　鉄てつ子こ先生が困惑の声をもらすと、ハゲたちは「へい！」と声をそろえた。

　彼らは料理に自分の人生を見出した極道コースのヤクザたちである。

　中にはぼくを拉ら致ちった新入りヤクザも混ざっているが……本当の意味で〈男を上げる〉行為をようやく理解したらしい。

「ふむ。私は諸君らの料理に大変感動した」

　ヤクザたちは美人な女教師に褒ほめられて歓声をあげた。もともと褒められ慣れていない連中なので、こういったときの彼らは初々しくて微笑ましい。

「良かったら若きシェフたちに料理の解説をお願いしたい」

「へい！　ええとそれは……確かカツオ叩たたき風アンチョビ専用ゲルググマリーネと長なが茄な子すのバルドスカイ風味白濁卵ぶっかけソース」

「何？　後半部分から教育上けしからん予感がする料理名だな!?」

「違う！　カツオ叩き風アンチョビソースマリネと長茄子のバルセート風味温度卵ソースだ！」

　ぼくは思わずツッコミを挟んだ。ハゲたちは「へへへ」と照れ臭そうに笑う。

「実は真しん太た郎ろうの兄貴から教わった料理なんスよ」

「家で作ったら家族連中からもうめえって言われたぜ。別にうれしくねえけどな！」

「ほほう!?　……それは大したものだ」

「そんなわけで、細かいことは兄貴に聞いてくだせえ。では」

　料理人たちはずらずらと調理場へと帰っていった。

「大したものだな、五十嵐いがらし真太郎。おまえなんでも出来るんじゃないか」

「いえでも、鈴すずの音ねはぼくよりも料理が上手ですよ」

　何気ない言葉に、鉄子先生は悲しげにうつむいてしまった。

　責めるつもりじゃ全然無かったんだけどな……純粋に鈴音の料理はすごいから。

　ぼくは話題を変えることにした。

「それにしても妙な時間に妙なものを食べてますね。おやつの時間としては遅いし、さりとて夕飯としては早すぎるし……」

「そんなことは無い。これはセカンドおやつだ」

「はぁ？」衝撃的な新語に、ぼくは言葉を失った。

「ファーストおやつはスイーツを食べる。セカンドおやつはごはんとおかずを食べる。常識じゃないか」

「ご飯とおかずって……それはもうちょっと早めの夕飯なのでは……？」

「ディナーはフルコースだろう？」

「どれほど食うつもりなの!?」

　まぁ、生徒指導として若くてヤンチャな生徒と向き合うにはそれぐらいのエネルギーが必要なのかもしれない。ぼくはそんなもっともらしいことを考えたが、しかし彼女は予想外のセリフを吐いた。

「――私は育ち盛りだからな」

「まだ育ってるの!?」

　まるで膨張し続ける宇宙だよ！

　もちろん胸を見ながら言いました。

　これが……鈴すずの音ねの未来なのだろうか……。

「ブラジャーは嫌いだからつけていない」

「どうしてそんな爆弾発言を唐突に！」

　ぼくの視線の結果から今のセリフが出たのなら死ぬほど恥ずかしい。

「アレは頭に被るものだと、私の保健の授業では教えている」

「変態男ならともかく女がそれをするのは斬ざん新しんすぎますよ！」

「今年のモードは断然ブラ耳スタイル！　ソフィスティケーテッドな色気で彼氏を悩殺しちゃえ☆」

「雑誌記事風に言っても斬新さは消えませんよ!?」

　ちなみにソフィスティケーテッドとは知性的・都会的という意味である。絶対にないから！　頭悪すぎる……。

　えっへんと胸を張る彼女の胸がぷるるんと揺れた。

「私はまだまだ若いから流行に敏感なのだ」

「そ、そうなんですか……」

　ぼくはコホンと咳せき払ばらいしてから、とりあえず本題を切り出すことにした。

「この学園に正式に来てくれて、ありがとうございます」

　ほんの一言、お礼を言いに来ただけなのだ。

「あんまり期待されても困るぞ。私とてまだまだペーペーの新米教師だ」

　伝説と呼ばれる教師にしては謙虚な言葉にぼくは驚いた。

「大人になったら何でも出来るような錯覚を、私も昔は抱いていた。だけど実際には至らないところだらけで反省し続ける毎日だ。反省し続けて、やがて老いるのだろう。しかし常に何かを追いかけ続けているからこそ、人生は輝いているのだと思う」

「輝いている……」

「そうだ。いわば青春だ。この学園の生徒たちはひときわ輝いている。それは互いを仲間同士として強く結びつけ合いながら、互いに勇気を与え合っているからこそひときわ輝いているのだろう。大人なんかを頼るより、その力に自信を持った方がいいぞ」

　ちょっと臭いことを言ってしまっているなと、彼女は自分の頬ほおをポリポリと掻いた。

「とはいえ、ほんの少し人生の道の先を行っている人間としてできる限り最大限のことはしてやるつもりだ。私が何を言いたいのか要約すると、つまり……私はまだまだピチピチに若いということだ。愛読雑誌はポップティーンだ」

「結論が台無しなものに変化してますよ!?」

「あァ!?　今アラウンドサーティって言った奴やつでてこいよ！　チクショウ、昔から五を四捨五入すると十になるって理不尽だと思っていたんだよ!!　二十五のどこが三十だよ！！！　ふざけるなーッ！！！！」

「そ、そんなこと言ってない……」

「四が優遇されすぎだろうがァーッ！！！！！」

　ぼくは食堂から逃げ出した。踏んでもいないのに地雷が爆発したような気分だった。

　そうだ、鉄てつ子こ先生といえば――保護者会組織デラーズ・フリート。その残りメンバーのベスとお志し津づさんの二人は、あろうことか学園に編入生としてやってきた。

「とつぜんですが、編入生を紹介します」

　ぼくのクラスの幸薄そうな担任教師がそういうと、ガラっと音を立てて二人がやってきたものだから、ぼくは度肝を抜かれた。一切話を聞いていなかったのだ。

「五十嵐いがらしエリザベスです！　趣味は炊事洗濯、特技は二丁拳けん銃じゆう、前世はキングギドラです。学園生活はギャルゲーのやりすぎで過剰に憧あこがれでした！　普通の人には興味ありません！　攻略対象の情報を提供してくれる同姓の友達がいたら来てください!!」

　教室はシーンと静まり返った。

「訂正します！　五十嵐真しん太た郎ろうの攻略情報を誰だれか提供してください!!」

「……あのう、エリザベスさんは真太郎先生とどういう関係なんでござんすか……？」

　ヤクザの一人が勇気を振り絞ってたずねた。

「母子……いや義理の妹です！　そして義理の妹は主人公と結ばれる運命にあります。常識です」

「どこの常識だよ！」ぼくはいきり立ってツッコミを入れた。

「とてつもない日本」

「もうやだこの国！」

　そして彼女はぼくを監視するように真後ろの席を陣取った。

「……お志津と申します。好きな山やま田だ風ふう太た郎ろう忍にん法ぽう帖ちようは『魔天忍法帖』です」

「生まれる前から好きでした！」

　ガラガラっと教室に流りゆう一いちが乱入して、彼女の自己紹介をさえぎった。

「あなたは神かみ風かぜ流一！」お志津さんの表情がさっと緊迫した。

「自分のクラスのホームルームはどうしたの……？」幸薄そうな教師の言葉は無視された。

「愛している！　子作りしよう！　俺おれたちならやっていけるーっ！」

「伊い賀が忍法シューティングスター！」

　飛びかかる流一に対して、彼女の手から銀色の光がほとばしった。「うぬっ!?」流一はとっさに教室の机を立てて盾にした。そこにドスドスドスっと手裏剣が突き刺さった。

　手裏剣を投げるのが『伊賀忍法シューティングスター』って……忍者の里にも国際化の波が押し寄せているのかよと世せ知ち辛がらい気持ちになった。

「忍びに愛など不要！」

　そう叫んで彼女は教室から走り去ってしまった。

「待てい！」流りゆう一いちはそれを追い、教師は「ホームルーム中なのですが」とつぶやいた。

　……思い返すと頭が痛くなってきた。えらいことになってきているなぁ……。

「シンくーん！　いたいた、文芸部室にいないもんだから探したぜ！」

　体育館から校舎への道のりを回想しつつ歩いていると、呼び声がした。

　うつむきかげんだったぼくは顔をあげた。

　凛りんちゃんがバタフライをする下しも島じまコースケの背中に跨またがって、ビヨーンビヨーンとこっちに向かってきていた。凛ちゃんはスクール水着で、コースケももちろん海パン一丁だ。言葉を失うぼくの目前まで来ると、「ありがとー」と言ってコースケから下車した。ビヨーンビヨーンとコースケは泳ぎ去っていく。タクシー感覚!?

「何でだ!?」全力で叫んだ。

「え？　だって、シンくんってコスプレが好きなんだろ……？」

「好きじゃないよ!?　何そのメチャクチャな誤情報どこから!?」

　いや、そこもおかしいけれどコースケに乗って来たのはどういうことなんだ!?

「……だってあのとき、あの格かつ好こうしてたらぎゅーってしてくれたし……」

　凛ちゃんがもじもじもぞもぞと何か言っていたが、よく聞こえなかった。

　だけど彼女の肩や腕には、びっしりと鳥肌がたっていた。

「やっぱり寒いんじゃないか！　風邪ひいちゃうよ、ほら！」

　ぼくは少しでも彼女を暖めようとその肩を抱いた。

「あ……ふあ……えへへ」

「なにまろやかになっちゃってるの!?　早く着替えに行くよ！」

　ぼくは彼女の部屋に連れ込んで、すっきりといつも通りの和服に着替えさせた。

「……それで、ぼくに何の用だったの？　まさかあの姿を見せに来ただけとか……」

「違えよ！　実は今日、久しぶりに放課後の用事が空いたんだよ！　だからシンくんを探してたんだけどどこにもいなくて……遊びに行こう！」

　なるほど……しかしぼくだって文芸部の活動とかも色々あるのだが……。

「もちろんいいよ！」即答した。

　彼女はやたーと喜んで、ぼくの手を握って学校の外へ連れ出した。

「手、握るの好きだよね」

「おう！」

　ぼくたちが向かった先はマスオナルドだった。田舎いなかだから寄り道する場所も限られるのである。店内はそこそこ込み合っており、毒マムシ学園の生徒らしき男女もちらほらいた。ぼくと凛ちゃんはカウンターでそれぞれ飲み物を買うと、手近なテーブルに座った。

「シンくん、これってデート、デートだよな！」

　はしゃいだ口調の凛ちゃんに、ぼくはキリっと答えた。

「デートは待ち合わせて遊ぶってことだから、こういう成り行きはデートとは呼ばないよ」

「そ、そんな無機質な定義を振りかざさなくても……。まるで行列の出来る人気店に来た初期の山やま岡おかさんみたいな空気の読めなさだよ……」

　凛りんちゃんはしょんぼりした。あれ、どうして落ち込んでるんだ？

「女心って難しいな……」

「いや、そのセリフはさすがにシンくんがバカすぎるよ……」

　――だからさ、ボクたちが手を組んで凛りん子こを……。

　ふと店内の喧けん騒そうに聞き覚えのある声が混じったような気がした。

　――あたしはいいよ、そーいうの。関係ねーし。

　――嘘うそだよ、関係なくなんてないよ。見てればわかるんだから。

　見回してみると、ぼくたちの後ろの方でいくつかのテーブルを挟んで鈴すずの音ねとお菊きくが頭を寄せてハンバーガーを食べていた。意外な組み合わせだ。思わず耳がそちらに傾いた。

　――それで、ゴンへの妨害ったって何するってんだよ。

　――それは、えーっと……下駄箱に……ヨーヨーを入れる！

　――犯人モロバレじゃねーか！

　妨害とか何とか言っているけど、何を悪巧みしているのやら……。

　凛ちゃんに向き直ると、ストローをくわえて真まっ赤かな顔で必死にマスオシェイクを吸引していた。その表情が妙にツボに入って、必死にストローを吸う凛ちゃんの頭を撫なでた。

「……にへへ」

　ストローをくわえたまま笑みをこぼした。ああもう、アホっぽくて可愛いな。

　――あれ、あそこにいるの先生じゃねーか？

　――本当だ！　この話は一時中止！　ぐぬぬ、二人っきりでイチャイチャと……。

　イチャイチャはしてないよ。

「ところでシンくんってさ」

　シェイクをようやく一口飲んで、凛ちゃんが口を開いた。

「うん？」

「ホモじゃないよね」

「な、なんでそんなことになるんだよ!?」

「だって……何だか女の子に淡白だよ。流りゆう一いちとかと比べると」

「それは比較対象が悪いっ！」

　後ろの方で鈴音とお菊もこちらの様子をうかがっている気配がした。

　ええい、ここははっきりと言ってやらなきゃいけないな。

「ぼくは正常に女の子が好きだよ。当たり前じゃないか、そんなの」

「じゃあさ、どうしてそんな淡白なの？」

「そんなに淡白かな、ぼく……。そりゃあスケベな方ではないだろうけど。……ああでもそういえば最近ずっと恋愛っぽい要素がある小説を書いてたから……それで何かが発散されてる気がするな。なんていうか……賢者タイム？」

　彼女はゴンとテーブルに頭をぶつけて、後ろの方で二人が飲食物をブーッと噴き出した。

　――こりゃ長丁場だなー。

　――まだボクにもチャンスはある、まだチャンスがある……。

「……そんなに驚かなくてもいいじゃない」

　テーブルに俯うつぶせたままひくひくする凛りんちゃんに言った。もしかしたらぼくの小説への情熱に感動して打ち震えているのかもしれない。

　ピンポーンと、店内入り口のチャイムが鳴って来客を告げた。

「やってきたよ、ドナルドさん！」

　ベスの声だった。ありえない声を聞いた心地でビクっと振り向くと、ベスとお志し津づさんと鉄てつ子こ先生がセーラー服で店内にいた。「すっかりセーラー服がくせになってしまった。そして友達といっしょにマスオに寄り道……もう完全に女子高生と言って過言ではないな」「鉄子さんは（気持ちが）お若いですから。私も友達と寄り道なんて初めてです、うふふ」

「お志津さんと鉄子さんは何を食べるか決めましたか？　私はメガマスオを二つ重ねてギガマスオにします……これこそ嫁のサザエにも負けない究極のマスオ！」

「じゃあ私はさらに二つ重ねてテラマスオにしよう」

　食堂ですでにおやつを食べていたはずの鉄子先生の暴挙に、ベスは恐れおののいた。

「サザエさん世界の法則が乱れる!?　……あ、そうだ。シンちゃんの晩ご飯も買って帰りましょう。冷めちゃうけどチンすればいいですよね。シンちゃんの分はえーっと……ハッピーセットにしましょう！　これオモチャつくんですよね!?」

「どのオモチャを選ぶんだ？」

「このマスオジェットにしましょう！　きっとシンちゃんもこう言って喜びますよ……アナゴくぅ～ん、飛んでっちゃうよ～」

「ちょっと待てやコラ」

　ブサイクな声真似に、ぼくは思わず席をたって呼ばわった。

「あら、シンちゃん」

「おまえメイドがマスオで何やってんだ!?　またマスオを食わせるつもりなのかよ！」

「メイドだってたまには楽したい……」

「おまえほどお気楽なメイド見たことないよ！」

　突然のぼくとベスの言い争いに、凛ちゃんは目を真ん丸くした。

「……シンくんとメイドさんって何だかんだ言って仲良いよな」

　ぼそりと呟つぶやいた言葉に、ぼくとベスは同時に反応した。

「もちろんですとも！」「そんなわけあるかっ！」

　離れたテーブルで、鈴すずの音ねとお菊きくがくすくすと笑っている。何がおかしい。

　――かくして、騒がしい日常がこれからも続くことだろう。

　みんなといっしょに、このヘンテコな学園で、それぞれの夢や目標に向かって。

　ぼくたちみんなの未来が楽しみでもあり、不安でもある。

　楽しいとも苦しいともつかないが、毎日がやけに色鮮やかだった。

　少しずつ、ぼくたちは前に進んでいく。



    

  
    
      



    

  
    
      


　あとがき



　人並み程度の収入に浮かれてしまい、刺身（半額・三百円）を買って自分で寿す司しを握りました。その瞬間の喜びはたとえようもありません。今までの食生活を思い返して、ぼくは泣きながら三百円の寿司を貪むさぼりました。幸せでありました。

　しかし夢幻のごとき一瞬の幸せでありました。もふもふと食べるぼくの脳裏に、ある魔法の言葉が浮かんだのです。

「次の収入はいつなの？」「コレ何巻まで出せるの？」「貯金、しなくていいの？」

　ぼくは危うく腹におさめた寿司を口から吐き出しそうになりました。そして、つい浮かれて一食に三百円などという大金をかけてしまった自分を情けなく、呪のろわしく思いました。

　これは堕落だと、はっきりと思いました。テンションは地に沈み、気力を失って万年床に倒れ伏せました。倒れながら、そしてこう思いました。

　――書くしかない。早く、一刻も早く、二巻を書かなくてはいけない。

　ぼくは立ち上がり、腹の中の寿司を勇気に変えて、この二巻の執筆にとりかかりました。食生活はそれ以降、豚肉と白菜の鍋なべに変わりました。これは安いです。三百円で鍋一杯に作れる安さです。それがぼくの本来の分相応なのです。ちなみにＭＦ文庫Ｊ様の印税様が他よ所そと比べて安いということは断じてありません。ぼくがケチなだけです。

　というわけで、二巻の執筆にも担当児こ玉だまさんにはとてもお世話になりました。迷えるぼくを導く北極星のごとき紳士です。ところで児玉という苗字を聞くと、高校生のころのクラスメイトを思い出します。彼はたいそうおちんちんが大きい人で、すでにおちんちんの代名詞というべき存在なのでした。うちの学年では児玉といえばそのままおちんちんを意味する隠語だったのです。今回の執筆中に実家にある古いパソコンで担当児玉さんにメールを打つ機会があったのですが「児玉様」と打ち込もうとしたら「おちんちん様」と変換されて笑い転げました。えーっと、このエピソードはぼくの個人的な思い出であって、仁義礼智信あらゆる人徳を備えた担当児玉さんの高潔なお人柄とは一切関係ございません。

　スムーズに謝辞に移行します。よちよち歩きのぼくを引率してくださっている編集部のみなさまどうもありがとうございます。今度、打ち合わせと称してザギンでシースーを食べさせてください。編集部さんに限らずメディアファクトリーさん全体に本当にお世話になっております。書店のみなさまも本当にありがとうございます。ブックファースト新宿店様からは手書きＰＯＰを書く機会をいただけてとても嬉うれしかったです。流通の方々もこの本を乗せてブーンしていただいてありがとうございます。本当に日本中で売ってるのですねこの本。びびる。そして読者のみなさま、本当に本当にありがとうございます。楽しんでいただけたら幸いです。立ち読みであとがきを先に読む派のあなたはどうぞこのままレジへお運びく寿司が食いたい。児玉さん、他人が握った寿司を食べたいよ児玉さん!!



　　――今回あとがき何ページとか指定されてないけどこれでいいの？

三み原はらみつき



    

  
    
      

　著者

　三原みつき（みはら・みつき）

　　「そうかい、三原みつきについて知りたいのかい……」「知ってるの!?　おばあちゃん！」「ウム、古い言い伝えに聞いたことがある……その者五回目の新人を求める声に応じて緑豊かな文庫に降り立ち、人々に『ごくペン』をもたらさん……」「ごくペン？　おばあちゃん、ごくペンって何？」「ごくペン、それは……うっ!!」「おばあちゃん？……おばあちゃん！」「……」「おばあちゃん……寝ちゃったの……？」



　イラスト

　相音うしお（こもね・うしお）

　　東京在住の絵描きです。

　　ご縁があってイラストレーターをさせていただいています。

　　最近は配信視聴依存症にかかっていたり。

　　配信ないと作業スピード３００％減です……



　　ウェブサイト『すてうかの小屋』

　　http://suteuka.sblo.jp/
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©Mitsuki Mihara



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ごくペン！２』（２０１０年１月31日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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